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○０章







　僕の目の前に妹の幽ゆう霊れいが浮かんでいる。







　ところで僕は長らく幽霊を信じていなかった。たとえ夜道の暗がりから突然足のない血まみれの女が現れて両手を垂らし「うらめしや」とニヤリと笑ってからすうっと消えるのを目もく撃げきしたとしても、僕は霊魂の存在を認めずそのまま目医者か精神科の門を叩たたくだろう。怪談やホラー映画を怖がる神経が理解できない。しょせんは虚構の物語、作り事だ。登場人物たちは現実にはいやしないのだ。いやしないものに傷つけられることなどあるはずがない。何を恐れることがあるだろう。

　実際の僕は近所に建っていた小学校の夜の校舎をひどく恐れる子供だったから、まさしく子供じみた強がりだったが、しかしそう認識することで恐怖を克服することはできた。思い込みの力、偉大なり。

　その認識が揺らぎ始めたのが六年ほど前。僕は十一歳だった。

　その日、そのとき以来、僕は妹の幽ゆう霊れいに取り憑つかれている。

　それが、僕がこの学園にいる理由だ。

　現在、男子寮りようの自室でくつろぐ僕の目の前で、理由の源がくるくると踊るように回っている。この幽霊のおかげで僕は公立第三ＥＭＰ学園なんぞに放り込まれたのだ。僕自身には何の「能力」もないにも拘かかわらず。やれやれだ。

《なにかいった？》

　中途半端に伸びた髪、すらりとした白い手足に白セーラー服、全身半透明で身体からだの向こうが透けて見える幽霊娘、生きていれば今年で十六になっていたはずの妹、春はる奈なが、フローリングの床上十センチあたりに浮かんで、ゆらゆらと髪を揺らしていた。

　なぜか年々成長するこの幽霊は、だから今は十六歳くらいに見える。

　僕の視線に気づくと春奈は子供っぽい顔に子供っぽい笑みを浮かべ、そして僕はただため息をついた。







　春奈は十歳で死んだ。僕はこいつの死に目に出くわしてるし葬式にも出たし棺かん桶おけの中の死化粧顔も見たし火葬後の骨だって拾った。通夜のあった晩、霊体となって現れた春奈を目もく撃げきしてさすがにまだまともな精神構造をしていた六年前の僕は驚おどろいた。棺桶に納まる自分の肉体を興きよう味み深ぶかげに眺めていた半透明の姿がゆっくりと振り返り明るく笑った記き憶おくが鮮せん明めいに残っている。目医者や精神科医を訪ねようなどと考える余裕もなく、卒倒するかと思った。

　その時、僕の隣となりには春奈と双子の妹の若わか菜なもいたのだが、自分とウリ二つの半透明な春奈の姿を見てもあまり驚かなかったことも覚えている。もともとこの双子姉妹はお互いにお互いを自分だと思って自我を同一視していた気け配はいがあるから、若菜は分身の肉体的消滅を鏡かがみがなくなった程度にしか思っていなかったのかもしれない。

　以前そのことを若菜に尋ねてみたところ、伸びすぎのボブカットを傾け三十秒ほど黙だまってからやがて、

「わかんない」

　と答えた。




　とまあ、そんな感じで、それ以来、僕は妹の霊に取り憑かれている。

　その春奈が今僕の目の前で、身体同様に半透明のスカートをなびかせ宙を舞っているのは、おそらく二人部屋だったこの寮の部屋を僕と独占できる喜びに浸っているからだろうと想像する。

　同室だった男子生徒は先日めでたくＥＭＰ能力を喪失したため、昨日付で寮からも学校からも出て行った。

　別れ際にそいつは、

「いやー、今だから言うけどさ。春はる奈なさんには往生したよ。風ふ呂ろやトイレに入るたびに壁かべから出てくるんじゃないかとビクビクしてたし、夜中に目を覚ましたら天井から逆さになってうっすら光ってたりするのを見たときゃあ出ると解わかっていても心停止モノだったさ。まあそれも今となってはいい思い出だ」

　と語り、目に見えない糸で操られたように空中を飛んだ卓上時計に頭を直ちよく撃げきされて昏こん倒とうした。

　何が「いい思い出」だ、そんなものは良くもなかった経験をもはやせずにすむことになった人間が言う決まり文句であり、未いまだその経験を続行しなければならない僕の立場はどうなるんだ？　いい気味だ、などと僕は考え、だから春奈がこんな事ばかりするから僕はここに入れられてて、春奈はどうやら僕から離れるつもりがないからこいつが消えてしまうまでここから出られないわけで、なんとなくだが当分出られそうにない気がしている。

《わるい？》

　舌足らずな声が僕の頭の中で小さく響ひびき、二段ベッドの下に寝ころぶ僕を透けた春奈の顔が覗のぞき込んだ。その声は十歳当時のままだった。おそらく、その精神も。

「ああ、大いに悪いね。実によろしくない。僕がお前みたいな変な力を持って生まれてたらここにいる自分を冷静に認められるかもしれないが、今までさんざん言ったように僕は平均的なただの一般人だ。つまりここにいる理由がない。僕がこんな山奥で無為に学生生活を送っているのは、いいか、お前が僕に憑ひよう依いしているせいだ。そうだな、今からでも遅くないから若わか菜なに取り憑つけばいい。昔みたいに仲良く双子で暮らしたらいい。たまには面会に来てやる」

《やだ》

　春奈はつんと顔を背けて拗すねた仕し草ぐさで足をパタパタと振った。ただし音もなく。

　机代わりの万年コタツの上で、置き時計が午後八時の時報を鳴らした。

　それまで相方だった奴やつが荷物もろとも消え失うせたせいか、それとも二人部屋を一人で占拠している心理の働きか、その音がやけに大きく聞こえる。

　この部屋にはテレビもないし、他ほかにいるものは妹の霊れい体たいだけ、どこかへ出かけようにもこの学校は深い森に包まれた山の中腹にあって人里遠く、また学校の敷しき地ち内ないから無断で出ると脱走と見なされて追っ手がかかって連れ戻される。

　就寝までどうやって時間を潰つぶそうかとベッドに寝ころんで考えていると、視界の隅を白いものがよぎった。

　春奈の指先が僕の側頭部をつついている。無視しているとそのうち何かが飛んできて顔にぶち当たることになるので、僕は身体からだを起こした。

　ベッドに屈かがみ込んで僕の顔を覗き込んでいた春奈が、透き通った顔にそこだけ紅あかい唇を緩ゆるませて壁かべを指差した。

「何だ？」

　面おも白しろそうな表情を浮かべ、春はる奈なは揃そろえて立てた片手の指を一つずつ折っていった。五、四、三、二、一、……零ゼロ、と同時にくぐもった爆ばく発はつ音が部屋の壁をビリビリと震ふるわせ、一いつ瞬しゆんおいて廊下のほうから聞き覚えのある声が響ひびき渡った。できればあまり関かかわり合いになりたくない連中の声でもある。僕が彼らと無む縁えんの立場ならドアを開けて様子を窺うかがうこともなかっただろうが、あいにく一ヶ月ほど前に二年生になって以来、僕はこの男子寮りようＢ棟の寮長であった。

「そう言えばそうだったな」

　ため息混じりにドアを開け、首を巡らせる。

　物もの凄すごいスピードで飛んでくる直径およそ五十センチのウニと目が合った。ウニが空を飛ぶはずもないし巨大な一つ目を所有しているはずもないからそれはウニではないのだろうが、トゲだらけの黒い球体はまさしくウニとしか言いようのないシロモノで、そんな物体と視線を交わさなければならなくなったことに感慨はとりたててない。

「よけなさいっ！」

　超音波スレスレの女の声とどちらが速かったか、推定時速五十キロでそいつは僕の顔面に激突、いやその直前に僕の顔の横から春奈の両手が伸び掌てのひらを広げ、巨ウニは突如見えない壁に激突したようにひしゃげてバウンド、通路の壁と天井と床を跳ね返って運動エネルギーを消費したのち、再びふわふわと空中に浮き上がった。
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「また面めん妖ようなモノが出てきたな」

　首を振りながら廊下に出た。二つの声の主が追いついて、奇妙な浮遊物体を間に挟んで僕と対たい峙じする。

「やあ！　寮りよう長ちよう殿！」

　やけに背の高い白衣姿が雄お叫たけびと大差のない声を上げ、その隣となりにいる黒衣の女子生徒がしかめ面つらで耳を押さえた。

「すべては順調に進んでいるとも！　３０５号室に巣くっていた想念体は、ほれこの通り、我々の尽力により叩たたき出した！　後はとっとと撲ぼく滅めつするのみだ！　安心して大船に乗っておいてくれたまえ！」

　そう叫んでいるのは、この学園内で妖怪退治みたいなことをしている顔見知りの二年生、宮みや野のだ。いつ見ても制服の上から白衣を着込み、瘦やせた仏像みたいな顔に会心の笑みを張りつけている。今もそうだった。僕は宮野のツラをしばらく見つめ、それからふよふよと滞空する物体に視線を移した。

「これのどこが順調なのさ。完全に実体化してるじゃないか。しかもあの廊下に転がっているドアは何だよ？　爆ばく発はつ物でも使用したのか？　誰だれが修理すると思っているのだ。僕がするつもりもないが修理しろと誰かに言わなくてはならないのは僕なんだぞ」

「そうか、キミには思いっきり兄思いの妹君ぎみが憑ついているのだったな。そうだった。うむ、つまり、」

　話を聞いていないらしい。

　僕は、びっしりと生えたトゲの先から紫色の火花をバチバチ上げ始めた物体に目を据えたまましみじみと言った。

「さっさとどうにかしてくれよ」

「本来なら憩いこいのひとときとなるはずの夕食後の時間帯、一日で最も貴重かもしれないこの時間にお騒さわがせしてしまい、申しわけございません」

　今学期から宮野とよく組んで学園中を走り回っている一年女子、頭から足先まで黒ずくめの少女が優雅に腰を折った。艶つややかな長い黒髪が上半身の後を追ってハラリとなびく。

　葬式帰りのような格好の光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こは、明めい瞭りような声でのたまった。

「何から何まで班長の責任です。わたくしは与えられた役割をしっかりとこなしておりましたわ。すべてはこのイカレ頭が悪いのです。わたくしが完かん璧ぺきな手際でその邪念の塊を部屋から追い立てましたのに、このトサカ頭ときたら満足に捕ほ獲かくもできないんですの。それどころかワザと逃がして状況を悪化させているフシすらありますわ。まあ、なんてヤツでしょう。バカじゃないかと思いますわね。いえ、はっきり言いましょう、バカです。なぜそんなバカの代わりにわたくしが謝しや罪ざいせねばならないのか、つくづくこの世の不条理を実感しますわ。ええ、まったくもって不条理です。と言うわけでさっきのお詫わびの言葉は撤てつ回かいさせていただきます」

「何を言うとるのかね茉ま衣い子こくん。キミの言うイカレ頭が誰だれを指すのかは知らんが、大した被害も出さないうちに消滅させてしまうのも不ふ憫びんであろうが？　第一、それでは私がちっとも面おも白しろくない。ここは一つ、派は手でにバーンと」

「ああアホくさい。なんでまたこんなのを我が対たい魔ま班はんの班長として戴いただかねばならないのか、わたくし疑問でなりません。高たか崎さきさま、いかが思われます？」

　黒い影のような浮遊物体が滲にじむように震しん動どうし、前触れもなく再び僕に向かってきた。

　僕が避よけるより先に、そいつは先ほどと同様、激突の寸前で虹にじ色の火花を散らせて元の位置へ弾はじかれる。

　僕に半ば重なるように春はる奈なの小柄な身体からだが浮かび上がり、

《だーめ》

　僕への攻こう撃げきはすべて春奈が張り巡らせた不可視障しよう壁へきが無効化してくれる。春奈のＥＭＰ能力はこの学園でも最強レベルだった。

「いかがも何もないね」と僕。「いいから、早く片づけてくれよ、頼むからさ」

「茉衣子くん、私は哀かなしいぞ。初めて対魔班に配属されてきたとき初々しく頰ほおを染めながらよろしくご指し導どうお願いしますと頭を下げたあの茉衣子くんはどこに行ったのかね。うむ？　ひょっとしたらキミは偽物だな？　おのれ偽物、あの頃ころの純粋な茉衣子くんを返したまえ！」

「過去のわたくしはしょせん過去、過去の集積物たる現在こそが真実のわたくしなのです。それに安易に下の名で呼ばないでください。馴なれ馴れしい」

「最初にキミが言ったのだぞ。名字より気に入ってるのでこちらの名で呼んで欲しいとな！」

「撤回させていただきます。今すぐ撤回します。ええ、撤回しました、たった今」

「では光こう明みよう寺じくん」

　素直に宮みや野のは応じた。

「前から言おうと思ってその都度忘れていたのだが、キミには目上の人間に対する尊崇の念というものはないのかね」

「ここは笑うとこですの？　誰が誰を尊崇するですって？　わたくし、堪こらえ切れませんわ。失礼して、笑わせていただきます」

　ほほほ、と口元を手で覆おおって茉衣子は軽やかに笑い声を上げる。

　これだけ騒さわいでいるのに僕以外の誰一人として戸を開けて状況を確認しようとしない。賢けん明めいだ。出てきたら確実に巻き込まれる。

「ううむ、そう言えばキミは《妖よう撃げき部ぶ》だったな。私の《黒こく夢む団だん》とは不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきだ。相互理解の不全には互いに所属する組織的思想の違いが根底に横たわっているのかもしれん。あんな胡う乱ろんな部活からは即刻脱退し私の団に加わりたまえ。今なら私が手ずから秘ひ儀ぎ参入の儀式を施してやるというサービス付きだぞ」

「お断り申し上げます。大天使召喚に失敗して校庭に全長二十メートルの塩の塊を落っことすようなインチキ魔ま術じゆつ結社などに、誰だれが入るというのです？」

「なんなら私の書いた畢ひつ生せいの大作『偉大なるヘルメス魔術の奇き蹟せきと軌跡』全三巻を特典として付けてもいいのだが」

「漬け物石代わりにならもらって差し上げてもよいですわ」

　睨にらみ合う二人を眺めて僕は首を振った。

「だいたいそうだろうと思ってたけど、あのでかい岩塩の原因はそれか。あれはあれで邪魔だから何とかして欲しいね。こいつを片づけてから」

「お間違えなく高たか崎さきさま。わたくしは班長が個人的に主宰する邪悪な黒魔術師集団などに属してなど決しておりませんので。責任のベクトルの先が全部このトンチキ頭の方を向いていることをどうかご理解くださいませ」

「解わかったよ」

　僕はうなずいた。宮みや野のがアホであることは周知の事実だ。

「では」と茉ま衣い子こは肘ひじで宮野の脇わき腹ばらを突いた。宮野はいかにも残念そうかつ大たい儀ぎそうに両手を広げ、

「あー、祓ふつ魔まの方法だが、何がいいと思うかね。ラテン語の呪じゆ句くを長々と唱えつつ退去を祈願するか、それとも古代ヘブライ語を用いて六ろく芒ぼう魔法陣を形成するか、私個人の趣しゆ味みとしてはだな」

「十秒で終わらせてくれ。余計な演出は入れなくていい」

　宮野は何やら不平不満を呟つぶやきながら廊下の床、ウニの化け物が落とす影のあたりを凝ぎよう視しした。

　スズメバチの羽音のような耳障りな効果音が聞こえたかと思った次の瞬しゆん間かん、宮野の視線の先に暗い光としか形容しようのないブラックライトが発生して床を這はう。宙で揺れる妖よう物ぶつの影を吞のみ込むように、光とも闇やみともつかない描線が通路に完全な円を捺なつ印いんした。

　宮野の目がいそがしく動き、動くたびに円の内部に奇怪な記号と二つの同心円、そして五芒星が生み出される。

　巨ウニが何かを察知したように身じろぎした刹せつ那な、魔法円から闇を凝こごらせたような幾条もの鎖くさりが出現し、たちまちに絡め取った。

「説明しよう。その暗黒の鎖は冥めい界かいにおいてケルベロスを繫つなぎ止めているということになっている地獄製の鉄てつ鎖さなのだ。本当はそんなものは無いのかもしれないが私がそう決めたのだ。妄念が結実した貴様の縛いましめとなるにはいささか勿もつ体たいないものを呼び出したかもしれぬが、いや何、お釣りを請せい求きゆうする気はないので気にせんでもよい」

　ぎちぎちと全身に電流のような光こう輝きをまとって暴れる想念体だが、宮野の呪じゆ縛ばくは微み塵じんも揺るがない。

「初めからこうしておけばよかったのですわ。変に実体化を誘発するから、わたくしまで高崎さまに同じ穴に住む狸たぬきとムジナを見るような目を向けられるのです」

　黒衣の袖そでを翻ひるがえして茉ま衣い子こは左手の小指と薬指以外の指を立てて、口元に持っていく。手の甲側からふっと息を吹くと、人差し指の上に蛍火のような光球が現れた。茉衣子が吐息を吹きかけるたびに光はさらに青白く輝かがやき、九度目の息でピンポン球大となる。

「消えるがよいですわ」

　茉衣子はボールを投とう擲てきする要領で手首を返し、光球は縛ばく鎖さのいましめを受けて動けないでいる浮遊体へと一直線に飛び、吸い込まれるように激突し、そして、

　大音おん響きようとともに四散爆ばく発はつした。

　爆風が茉衣子の腰まで届く黒髪を盛大に乱し、宮みや野のにたたらを踏ませる。しかし断だん末まつ魔まのような衝しよう撃げき波はも、辺り一面に吹き荒れた大気の攪かく拌はんも、僕の身体からだに届く前に弾はじかれるか、湾曲して後方へ流れていく。

「ありがとさん」

《うふふ》

　内耳の奥で誇るような笑みが生じる。

　宮野が何か言ってる。

「寮りよう長ちよう殿、これで万事解決だ。別の部屋に退たい避ひしていた学生たちにも言っておいてくれたまえ。もはや二度と悪お寒かん、息切れ、体力減退、誰だれかに見張られているような気け配はいが原因の精神疲労、などの諸症状から解放されること対魔班班長たる私の折り紙付きだとな！」

　怪物の消滅とともに魔法円も鎖くさりも蛍火も消えている。後に残されたものは壁かべと床を汚している木炭のような焦げ跡と、もうもうと舞う大量の埃ほこりだけである。雪のように降り注ぐ埃の粒子が肩や髪に舞い降りる。

「うむ、なるほど。奴やつが実体化に使用していたのはやはり３０５号室に積もり積もっていた塵ちり芥あくたであったか。いや、普ふ段だんの定期的な掃除がいかに大切かを物語るエピソードではないかな？　茉衣子くん、キミの部屋は大丈夫かね」

　光こう明みよう寺じです、と茉衣子は唇を尖とがらせて、

「幸い同室のかたが几き帳ちよう面めんな性格の持ち主ですの。それはともかく、清掃の重要性をおっしゃるなら、ゴミ溜だめのようになっている対魔班詰所の衛生状態をどうにかしていただきたいと思いますわ。あそこはどこからどう見ても魔界です」

「キミがやればいいだろう」

「なぜです？」

「知るものか」

　二人が何か言ってる間に僕は部屋に引っ込むと、箒ほうきとちり取りを持って取って返した。僕が手にする清掃道具をめざとく見つけた宮野は大仰に両手を広げ、

「すまないな、後かたづけを任せてしまって！　なあに、ちょいと床に焦げ焦げと見渡す限りの埃ほこりの層をこさえたくらい、小一時間ほど根を詰めて掃き清めれば綺き麗れいさっぱりだろう！　では我々はこれで！」

「待てよ」

　僕は宮みや野のの首根っこをひっつかむ。

「これをどうにかしてから帰ってくれ」

「なぜかね？」

「不思議そうな顔をするな。僕は３０５の悪あく霊りよう退治は依頼したが、寮りようの廊下を汚せと言った覚えはないぞ」

「私も聞いた覚えはないな」

「まあ、高たか崎さきさま。髪に塵ちりがついていますわ」

　作り物のような笑みを浮かべて茉ま衣い子こがすすっと僕の横に張りついた。アーモンド型の瞳ひとみが深い闇やみ色をたたえてこちらを見つめる。あでやかな笑みを向けられて、僕はわけもなくぞっとした。

「じっとしてらして。拭ふいて差し上げますので」

　桃色の唇を妖よう艶えんに吊つり上げてスカートのポケットからハンカチを出し、僕の頭に触れようとした瞬しゆん間かんに、

「あち！」

　茉衣子の手の中のハンカチが燃え上がった。反射的に手を離す。木綿もめんの布は床に落ちる前に一つかみの灰へと変じた。

　振り向くと、半透明の春はる奈なが怒ったような顔を作り、黒き魔ま女じよを睨にらんでいた。

「わたくしとしたことが。忘れておりましたわ。高崎さまに他ほかの女は近づけないのでしたね。おお怖いこと」

　眼光鋭するどく、茉衣子は僕と春奈を一いち瞥べつ、

「ではごきげんよう」

　雅みやびに一いち揖ゆうして、そのまま髪をことさらになびかせて背を向けた。

「待ちたまえ、茉衣子くん。キミが帰ってしまったらここの掃除は誰だれがするのかね？」

「光こう明みよう寺じです」

　と、それだけ言って後ろを見ずに片手を振った。憤ふん然ぜんと。一直線に伸びた後ろ姿はいっさいの応答を拒否しているようで僕は声をかけそびれ、まあいいかここ男子寮だしと思い直して、立ちつくす宮野の襟えり元もとをつかんで引き寄せ言った。

「お前がするんだよ」







　この学校にいる生徒は誰もが余分な力を持っている。能力の発はつ露ろに何かを介したり手続きが必要であったりなかったり地味だったり派は手でだったり、それぞれの生徒によって千差万別だが、全部ひっくるめてＥＭＰ能力と呼ばれている。

　十代の初めで突如発現し、十年と保もたずに消失するこの世ならざる能力。人口比率から言って微々たる数の子供しか「発症」しない理由、日本にしか存在しない理由、能力者たちを集めて調べても何の共通性もなくまったくのランダムに発現するとしか思えない理由、そもそもそんな物理法則を無視した力がどこからどうやって湧わき出してくるのか、ＥＭＰ能力にまつわるあらゆる謎なぞは最初の一人が登場して以来三十年近く経たった今でも解明されていない。

　ちなみにＥＭＰ学園は中等部から大学部までしかない。よって中学以下で能力を発現させた子供たちは、よほどのことがない限り小学卒業までは親元に留とどまり、その後現在三つあるうちのどこかのＥＭＰ学園に入学することになる。僕も一つ下の若わか菜なも自宅近所の小学校から巣立つや否や遠く離れたこの学園に放り込まれた。

　生徒たちが「超能力者」とか「魔ま術じゆつ師し」とかいうだけならまだしも、この学校には色んな物が出る。さっきのウニモドキもその一つだ。ＥＭＰ能力者が集まっているとお互いの能力に影えい響きようを及ぼし合って無意識のうちに得え体たいの知れないモノを生み出すというメカニズムだそうだ。おおかたにおいてそいつらは人間に対し悪意に満ちた行動を取るのが常だった。

　そうやって出現した得体の知れないモノ、想念体とか妖よう獣じゆうとか邪じや霊れいとか時には悪魔とも呼ばれるそいつらを退治するのが、生徒自治会保安部対魔班、という大層な名称を持つ部署で、宮みや野のと茉ま衣い子こはその一員である。







　結果から言うと、廊下掃除はごく短い時間で完了した。

　それまで硬く扉を閉ざしていた寮りよう生せいたちが一様に顔を青ざめさせて用具片手に三々五々、集合してくれたことによる。一様に彼らは部屋の壁かべから春はる奈なが出現し怖い顔で見つめるのでいたたまれなくなって出てきたと証言し、僕の背後を脅おびえた目で窺うかがいながら率先して箒ほうきを使ってくれた。

　みんなとともに塵ちりやら埃ほこりやらを片付け自室に戻った僕の手元にカップとポットと紅茶パックが空中を飛んできて勝手にお湯を注ぎ始め、その後を数個の角砂糖が追って来た。

　別に飲みたくもなかったが、飲まないと機嫌を悪くした春奈がどんな悪さをするのか知れたものではない。

「まあ何だ、便利なものだな。茉衣子くんもこれくらい気が利けばよいのだが。で、春奈くん、私のぶんのお茶はどこにあるのかね」

　さり気なく掃除の集団から逃れていた宮野が部屋の真ん中でふんぞりかえっていた。

　戸棚の湯飲みがカタリと音を立て、胡座あぐらをかいて腕を組む宮野の眉み間けんめがけて飛ひ翔しよう、鈍い衝しよう撃げき音を発生させたのちに机代わりの万年コタツの上に着地した。ポットの湯が独りでに注つがれる。お湯だけ。

　額ひたいのコブを撫なでつつ宮みや野のは白さ湯ゆをすすり、その正面で僕は黙もく々もくとカップを傾けた。

「この部屋では客人に水しか出してはならないという規則でもあるのか。ずいぶんな扱いではないか。寮りよう長ちよう殿、少しは妹君ぎみに注意すべきではないだろうか。私はそう愚考するぞ」

「死んでる奴やつに何を言っても無駄だ」

　僕の舌には甘すぎる紅茶を何とか飲み下しながら、

「今までさんざん言うことを聞かせようとしたさ。何一つ聞きやしない」

「死してもなお兄の許もとに留とどまってかいがいしく世話を焼いてくれる妹か。ふむむ、たいそう健けな気げではないか。正直言おう、私はひどく羨うらやましい」

　妹を持っていない男は大概そう言うことになっている。

「だったらくれてやるよ。連れて行ってくれ」

「それができないから寮長殿はこんなところで学生をやっているのだろう。いつからだったかな？」

「中等部の初しよっぱなからだね。こいつが現れるようになってからは今年で六年目だ。おかげで小学校の最後の二年間は一苦労だった」

　年とし子ごの春はる奈なが死んだのは僕が十一歳のときだ。僕ともう一人の妹の若わか菜なの目の前で軽トラックにはねられた。その翌日に霊れい体たいとなった春奈が僕の側そばで不思議な力を振るうことを知っていたなら一晩中悲しみに暮れることもなかったと思う。

「すんなり成仏しとけばいいのにな」

《いや》

　それまで空気に溶け込んでいた春奈が抗議するように姿を現した。頰ほおを膨ふくらませて僕の隣となりに滑り落ちる。

「ふむ。実に興きよう味み深いな。いや寮長殿の兄妹環かん境きようについてではない、幽霊が実際に存在するシチュエーションというものがだ。実のところ、私は幽霊の存在には否定的なのだ」

　宮野はぬるま湯の入った湯飲みをコツコツと爪つめで叩たたいて、

「意識というものがどこで生まれるかくらいは解わかると思う。そう、脳だ。早い話が意識などというものは頭の中を行ったり来たりしている電気の動きに集約される。しかしそこの春奈さんはすでに肉体を失っているわけだ。では彼女の意識はいったいどこで発生しているのか？」

　観察者の目で見据えられ、春奈はべえっと舌を出して僕の背後に隠れた。

「私はこう考える。死に際した彼女の意識は誰だれかの脳に場所を移して肉体の死を乗り越えたのだとな。誰の？　言うまでもなかろう、寮長殿の脳にだ。つまり春奈くんは寮長殿の中にこそ存在するのだ」

「じゃあ、さっきの化けウニみたいな奴はどうなんだ？　この学校に来てからああいう妖よう怪かいモドキにけっこう出くわしたけど、あいつらにも意識があるように思ったぞ」

　原始的なものだがな、と宮みや野のは重々しくうなずき、自説の開示を嬉うれしがるような口調で、

「あれら想念体は、我々能力者が無意識のうちに放射しているＥＭＰ能力の余剰エネルギー、その集合体だ。言ってみれば無意識の産物だな。ゆえに知能的な行動は皆無でただ暴れ回るだけ、だからこそ御し易やすいとも言える。多くの能力者たちが一カ所で長期間に亘わたって共同生活をしている場所にしか発生しないのは外の人間たちには都合がよかろう。おかげで私が持つような能力の生かしがいもある。が、春はる奈なくんはあいつらとは違う。おそらく私の秘力でも無に帰すことはできないだろう」

　春奈の白い腕が紅茶カップに伸びる。ふわりと浮かんだ陶器を僕は途中で受け止めて、

「もういい。宮野にやってくれ。僕の血糖値は充分足りてる」

　春奈はぷいと横を向き、使い古しのティーバッグが空を飛んで宮野の湯飲みにダイブした。

　宮野は、ありがたいと言ってわずかに色の付いたぬるま湯を飲み干し、

「まあ、本当のところは解わからん。私が知らないだけで幽ゆう霊れいはいたるところにいるのかもしれん。ただ私は死とはすべてにおいて無に帰ることであり、無の状態を有にするには途方もないエネルギーが必要だと思っているだけだ。妹君ぎみを未いまだこの世に留とどまらせ、一つの意識として存在せしめるエネルギーは、いったいどこから来るのだろうか」

　それについては思い当たることがないでもないがこいつに自説を開陳するいわれもない。僕はなげやりに肩をすくめ、話を変えた。

「最近増えてきたと思わないか？」

「何がだね。私のカリスマ性か？」

「そんな元からないものが増えてたまるもんか。想念体さ。僕がここに来た当初はせいぜい一ヶ月に一つか二つ出てきたらいいほうだった。今はほぼ週一ペースだろ。この寮りようだけでも今月三体目だ」

「生徒数が増加の一途をたどっているからな。漏れ出すＥＭＰ能力もその数に比例して増量するのだと思われる」

「ところで宮野」

「何かね」

「そろそろ帰ってくれないか。春奈がいらついている」

「そうしよう」

　あっさり立ち上がって宮野はしかし扉の前で振り返った。

「うむ？　そう言えば私はなぜ寮長殿の部屋に上がり込んだのだったかな？　確か何か他ほかに伝えることがあったような……。すまぬ、思い出せん。思い出さんということは別にたいしたことではないのだろうと推察する。ではさらばだ。何かあればまた呼んでくれたまえ」

　足音高く立ち去る宮野を、顔の横で無邪気に両手をひらひらさせる春奈が見送った。







　僕が生徒会長から身に覚えのない呼び出しを受けたのは、その次の日のことである。













○一章







　朝、いつものようにアラームが鳴る三十秒前に目覚まし時計そのものを頭にぶち当てられて僕は目を覚ました。ふらふらと学習机の上に戻っていく置き時計を視界の端で捉とらえながら起き上がる。

　もう何年も目覚まし時計が本来の役目をまっとうしたためしがない。確実に目を覚ましてくれるのはいい、春はる奈なが自らの存在をアピールしたいのも解わかる。だがしかし、もう少し穏おだやかな目覚めの儀ぎ式しきはないものか、このままでは時計か僕の頭のどちらかが機能不全を起こす日もそう遠くないことであろう、と以前、はっきりと言ってやったことがある。翌朝、僕は枕まくらで窒息死しかかった。

　記き憶おくに眠る愛らしかった双子の様子を思い起こしてため息吐き吐き制服に袖そでを通しているとエンジ色のネクタイが飛来して僕の襟えりに絡まった。鏡かがみを見るまでもなく下へ手たくそな結び目は相変わらず。文句を言うと首を絞められかねないので、だからいつも僕のネクタイは曲がりっぱなしだ。

　同室だった奴やつがカーテンまで持っていってしまったため（もともとそいつの私物だったが）、イヤミなまでに爽さわやかな朝日が射さし込んでいる。その埃ほこりが舞い散る光の中に華きや奢しやな霊れい体たいがゆらりと現れた。肩の上で毛先の揃そろっていない髪が揺れ、柔和なカーブを描く頰ほおを緩ゆるめて紅あかい唇をほころばせる。

　無む垢くな笑顔を浮かべて春はる奈なは片足のつま先を軸にして一回転して見せた。

　ちゃんと足があるもののその足が地に着いていることは当然ながらない。いつもふわふわと漂っているから解わかりにくいが身長は百五十半ば、なぜ解るかと言うと春奈そっくりの双子の若わか菜ながそのくらいで、ついでに体重とスリーサイズも聞こうとしたら若菜は上うわ目め遣づかいで僕をマジマジと見つめ、呆あきれたような声で、

「そんなの聞いてどうするの？」

　と聞き返された。

《おはよ》

　短い思念が届き、春奈は無邪気に笑った。その無邪気ゆえに様々な事件を引き起こしており、たとえば去年の四月、中庭で満開だった桜が一夜にして散り去ったのは春奈の仕業であり決して、

《さくらとあたしとどっちがきれい？》

　と訊きかれ、一いつ瞬しゆん口ごもった僕の責任ではないと思われる。

　春奈の白いセーラー服は僕らの自宅近所の中学のものだ。生きていれば彼女もそこに通っていただろう。まあ生きてても第三ＥＭＰに来てた可能性が強いとは思うが。

　僕なんかに憑ひよう依いせず事故死した現場で地じ縛ばく霊れいでもやっていてくれたら、今ごろ美少女幽霊出現スポットとして観光名所にでもなったかもしれないのに惜しいことである。

「なあ、春奈。せめて実家の自分の仏ぶつ壇だんに取り憑つかないか？　けっこう高かったらしいぞ、あれ」

　春奈は僕の鼻先に透き通った小作りの顔を近づけて応こたえた。

《いや》







　土足厳げん禁きんの寮りようから出るには玄関で靴に履はき替える必要がある。男子寮Ｂ棟で寝起きする生徒はおよそ百五十名前後、そのため一階は下げ駄た箱ばこが立ち並び、眠そうな顔をした寮生たちが押し合いへし合いをしているのもいつもの光景、急がないと朝飯を食いっぱぐれる恐れがある。

　外に出ると森林特有の爽そう快かいな空気が肺を満たした。ほとんど山を一つ削って作られたこの学校の敷しき地ちは呆れるほどに広い。おそらく工事範はん囲いを拡大すればするほど誰だれかの懐ふところが潤うるおう仕組みにでもなっていたのだろう。

　三つある男子寮を横目に五月さつき晴れの下をぞろぞろと歩く生徒たちに混じって、敷地の一番北を目指した。途中で校舎を挟んで反対側にある女子寮りようからの流れも合流、朝昼晩の食事時は時間が決められているためちょっとした渋滞を引き起こす。中等部と大学部と比べて高等部の人数が一番多いせいもある。ＥＭＰ能力の発現年ねん齢れいは十四歳、消失年齢は十八歳時というのが平均で、ようは高校生が最も多い。

　だから高等部校舎が最も大きく、上から見れば巨大なＨ型をしている鉄筋四階建てのすべてが高等部の学舎だ。Ｈの真ん中の横棒は渡り廊下と特別教室になっている。

　大食堂まで歩く間、春はる奈なは僕の後ろを滑空しながらついてきてこの学園に来て日の浅い生徒たちの腰を引かせていた。

　明灰色の校舎を通り過ぎ、渡り廊下をくぐり抜けた所にある講こう堂どう脇わき、男女共同の大食堂は例によって混雑を極めていた。体育館より広い構内には見渡す限りテーブルが続いているのにこの有様だ。建築当初の予定人数より生徒数が増えているというのは本当らしい。

　第四ＥＭＰができるのも時間の問題だなと考えながら僕がトレイ片手に歩くと、背後に春奈を張りつかせてるおかげで人混みのほうが勝手に避よけてくれた。

　紺色ブレザーでごった返す人の波間を通り正面の配はい膳ぜんカウンターまで到達する。奥の厨ちゆう房ぼうでは調理係の女子生徒たちがブラウン運動する粒子のように動き回っている様にはいつ見ても感嘆させられる。

　その一方で配膳係の一員が手際よくプラスチック容器に料理を盛りつけていて、その割かつ烹ぽう着ぎ姿の中の一人が僕を見つけてにっこりと微笑ほほえんだ。

「はよー、兄さん」

　僕の肩口に浮かんでいる半透明のものと同じ顔、ただしこちらは春奈より髪が短く、なにより実体がある。七分咲きの桜みたいな笑み。割烹着姿が異様に似合うのは表情と仕し草ぐさが子供っぽいせいだろう。

　細めると三日月型になる両目を僕の背後に向けながら、若わか菜なはしゃもじを振った。

「春奈も」

　肩上で切りそろえられている髪の毛先が実は全然そろっていないのは理容クラスの女子生徒の練習台になっているからだそうで、彼女の髪型はいつも床屋代をケチった親に刈られた幼児のような具合になっている。もしこれが春奈だったら、その髪切り師の眉み間けんにカーラーの一つくらいは飛んで行くのではないだろうか。

　カウンターの上に飯をよそった茶ちや碗わんの列を築きながら若菜が呼びかけた。

「宮みや野のさんが捜してたよ。ちょっと前にご飯取りに来てたんだけど、兄さんがもう来てなかったかって。後で来るようなら言っといてくれって、ほらあそこ」

　若菜が米粒まみれのしゃもじで指した先、長いテーブルの端っこに対たい魔ま班はん班長の寝ね癖ぐせ頭が見えた。

「何の用だって？」

　すると若わか菜なはどうやら宮みや野のの顔真ま似ねらしき表情を作り、やたらな大声で、

「若菜くん！　キミはいつ見ても可愛かわいいな！　そろそろ兄離れしてもいいのではないかねっ！　……とか言ってたけど、あの人、何か勘違いしてるんじゃないかなあ。兄さんにくっついてるのは春はる奈なでしょ」

　いかにも心外そうに口元をアヒルみたいにして言ってるが顔の他ほかのパーツはずっと笑っており、いつでもどこでも相手が誰だれでもスマイル終日営業が若菜のデフォルトだ。最後に若菜の笑顔以外の表情を見たのは、六年前の春奈のお通夜以来、僕の記き憶おくにない。

　日ひ溜だまりで和んでいる猫のような雰囲気を発散させつつ、若菜はにこにこと、

「今日は春奈機嫌がいいみたいねえ。どうして？　あそっか、おとついから兄さん一人部屋なんだっけ。春奈と二人っきりなんだー。ふーん」

　誤解を招くような発言は慎んでもらいたいものだ。

　若菜の横の味み噌そ汁しる担当の女の子が、おっかなびっくりという感じで容器を僕に差し出した。

　すいっと春奈が背後から移動して、カウンターに半分身体からだをめり込ませながらその手元を見つめている。昨日も配はい膳ぜん当番をしていたその少女は、うっかり僕と指先を触れさせてしまったばかりに、宙を舞ったオタマで頭をポコポコ殴られていた。可哀かわい想そうに。

　春奈の冷れい徹てつな視線が気の毒な娘のぶるぶる震ふるえる手元に注がれる。

《……》

「ひぃ」

　恐怖に目を見開いてすくみ上がっているその少女から、盛大に表面を波打たせる豆腐の味噌汁を細心の注意を払いながら受け取り、詫わびた。

「もうしわけない」

　少女はまるで椀わんに高圧電流が走ったかのような大おお袈げ裟ささで手を離し、その手を顔の前でぶんぶん振りながら、ついでに首も振った。全身で「あたし触ってません本当です」とアピールしている。

　若菜がおっとりと、笑いを含んだいつもの声で言う。

「ばか春奈ー。そんなにいちいちイヤガラセしなくても、誰も兄さんなんか取りはしないよう。もう、どこがそんなにいいのか、あたしにはわかんないよ」

　僕は無言でオカズの列から焼き鮭じやけの切り身と生卵の容器を取ってトレイに載せた。

　若菜が僕に渡そうとした茶ちや碗わんは、途中で嫌がる子猫のようにその手を逃れ、空を飛んでトレイにふんわりと降下した。

　まだ二人が子犬のようにじゃれ合っていた在りし日のことが思い起こされる。若菜と春奈はタロットの太陽のカードに描かれる一対の天使のように愛らしかったのだ。それが今や片方はハタ迷惑な幽ゆう霊れいで、片方は兄の魅み力りよくを理解しない審しん美び眼がんゼロ娘になってしまった。まったく嘆かわしいこと甚はなはだしく、その甚だしい思いがため息となって僕の吐息に混じった。

《なあに？》

「なによう」

　さすが双子だけあって発想も似たようなものであるらしい。同時に僕に訊きいてくる。

「いや別に何も。この焼き鮭じやけは塩鮭なのかどうか、だったら醬しよう油ゆはかけないほうがいいかなとか考えただけだ」

　若わか菜なは口を尖とがらせて、

「ふーんふーん。まーいーけどー。それ、新あら巻まき鮭じやけだよ。塩っからいよ、きっと」

「有益な情報をありがとよ」

「春はる奈なもー。そんなにいつも兄さんにくっついてばかりじゃないでさあ、たまには仕事手伝ってよ。せっかく便利な力を持ってるんだし」

《べえ》

　僕の隣となりで、たゆたう死せる妹が片目を指で引っ張って舌を出した。

「もう。べー」

　生ける妹も同様に応対する。

　情景的には微笑ほほえましいシチュエーションであるのかもしれないが、そろそろ僕から後ろに並んでいる朝食待ちの行列から不自然な咳せき払ばらいが多々聞こえるようになってきたので退散することにする。
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　そのまま春はる奈なが片割れとにらめっこをし続けていてくれることを願いながら足音を忍ばせてみたものの通用せず、最後に《わかなのばか》と思念を放射して、春奈は再び僕の背後に回った。







　たまたまなのか故意なのか、宮みや野のの隣となりの席は無人だった。

　制服のブレザーが大半を占める生徒の中に漂白されたパールホワイト、シミ一つない白衣を意味もなく羽は織おって朝飯を食ってるのなんてこいつだけだ。鼻筋の通った顔の造作だけ見ていればガンダーラ美術の仏像みたいだが、そこにへばり付いている表情がアルカイックスマイルをマイナス方向にカリカチュアしたものなので治まりが悪い。せっかくのヘレニズム様式もだいなしだ。

　その邪悪な仏像のような宮野が箸はしを天に突き上げて、

「寮りよう長ちよう殿！　ここ空いてるぞ！　座りたまえ」

「言われなくてもそうするさ」

　マッドサイエンティストふう黒くろ魔ま術じゆつ師の隣に腰を降ろして僕はトレイを置いた。

　宮野は味み噌そ汁しると生卵をぶち込んだ茶ちや碗わんの中身にソースをかけ、逆さか手てに握った箸でぐちゃぐちゃと搔かき混ぜるという暴挙をおこない、正面に座っていた男子生徒が気味悪そうな表情になって視線を逸そらす。

「春奈くん！　キミはいつ見ても可愛かわいいな！　そろそろ兄離れしてもいいのではないかねっ！　うむ、キミの能力は実に対魔班向きだっ！　どうかね一つ、その卓越した性質を学園の平和のために使用するというのはっ！」

　ぬっと身を乗り出した春奈は首をねじ曲げ、宮野をアホくさそうに眺めて、それから僕に微ほほ笑えみを残し、次第に姿をぼやけさせ始め、溶け込むように消えた。アホくさくなったのだろう。

「結論から言おう！　私はキミに謝しや罪ざいせねばなるまい」

　それのどこが人に謝罪する態度なのか、宮野は傲ごう然ぜんと胸を張った。いちいち反応するのも面めん倒どうになってきたが、僕は律りち儀ぎにも考えてから言った。

「思い当たるフシが多すぎてどれのことやら。３０５号室のドアのことか？　あれなら部屋の二人が深夜までかかって修しゆう繕ぜんしてたから謝あやまるなら彼らに言ってやれよ。それとも校庭の塩の塊かな。運動部と園芸部の連中から苦情が来てる。なぜ僕に言うのか解わからないが。それか未いまだに原因不明の先週の下げ駄た箱ばこ一斉倒とう壊かい事件の犯人はお前だったのか？」

「どれも心当たりのあることばかりだが、この際そんなことはどうでもいいのだ」

　恐ろしい色彩で染色された飯をためつすがめつしてから口に運び、宮野は眉まゆをしかめた。

「寮長殿、今日の朝食はいやにまずいぞ」

「そりゃそうだろうよ」

　調理係の女子に聞かせたら僕の代わりにこいつを再起不能にしてくれるかもしれない、なんとか彼女たちの前で同じセリフを言わせる方法はないものかと考えつつ、僕は焼き鮭じやけの身をほぐしにかかる。調理担当は女子生徒が持ち回りでやっているが、別に旧きゆう弊へいな職業差別が学園にはびこっているからではなく、男子生徒にやらせてみたら喰くえたものでないシロモノが続出したため便べん宜ぎ上そうなっているだけだ。彼女たちだってボランティアというわけではなく学校からアルバイト代が出るので、そう悪いことではないだろう。

　さらに宮みや野のは七しち味み唐とう辛がら子しを下が見えなくなるまで振りかけるという片手の上下運動に励みながら、

「あー、つまりだな、時は昨日、場所は高等部校舎四階の渡り廊下だ。夕暮れ時だったと記き憶おくしている。詰め所から、ほら何だ、例の残留想念体を退去させるべくキミの寮りように急いでいたときだった。たまたま通りがかった生徒自治会長殿に出くわしてだな、Ｂ棟に行くのなら寮長に伝言を頼むと言われていたのだった。それをすっからかんと忘却の彼方かなたへと追いやっていたのを今け朝さ歯を磨いている最中に思い出したのだ。どうして歯磨きの最中に思い出したのかは解わからない。まこと人間の記憶の仕組みとは複雑怪奇なシステムになっていることだと感心する」

「お前が粗そ忽こつ者ものなだけだ。それで、伝言って何だ」

「ううむ、それだがな、今日の夜八時に自治会長室に来るようにとのことだった」

「……その今日というのは、つまり昨日のことか？」

「そうなるようだ」

「それを今ごろ聞かされた僕はいったいどうすればいいんだ？」

「時間が不可逆性の性質を持っている以上、どうしようもないと言うべきかと存ずる」

「宮野」

「なんだろう」

「殴っていいか？」

「断る」

　不毛な会話をいったん脇わきに置いといて、僕は考え込んだ。

　生徒会長。名前は覚えてるがどんな顔をしていたか思い出せない。何かの行事のたびに遠目から見たことがあるだけだ。寮も別だし面識もなければ会話したこともない。

　何の用だろう。

「会長直々の呼び出しを食らうとはな。いったいどんな不始末をしでかしたのかね？　顚てん末まつ書ですむことを私は願ってやまない。何なら願いついでに今から厄よけ祈き禱とうをしてさしあげてもいいが。安くしておくぞ。ちょうど生きのいい猿の手を仕入れたところなのだ」

「お前がいまだに放校処分を受けずピンピンしてるからには、僕が顚末書を書くいわれもないだろうさ。それにそんな不気味なものを願掛けに使うほど追いつめられてもいない」

「ところで最近、外の世界でちょっとした騒そう動どうが発生しているのを知っているかね？」

　相変わらず人の話を聞いていない。会話はキャッチボールだ。反対方向にボールを投げられても取れるわけがないだろう。

「どうやら学園の中だけでなく、外の一般社会にも昨日のような想念体がちょくちょく出現するようになっているそうだ。不思議なことだとは思わないかね」

　僕はつい箸はしを止めてしまった。奴やつにしては珍しくストライクゾーンのストレートである。想念体はＥＭＰ能力者がごろごろしている場所にしか現れない。奴らがこの世で形状を保っていられるのは、能力者が放射している余剰エネルギーの残ざん滓しが元になっているからだ──そうだ。普通、各ＥＭＰ学園のように能力者がまとまって生活しているような所で初めて、想念体は実体化するのである。

　僕の横にいる白衣の魔ま術じゆつ結社首領みたいな迷惑な奴が意図的に想念体を呼び出しているのなら話は別だが。

「それで？」

「ふむ」

　宮みや野のは見ているだけで食欲の失うせる茶ちや碗わんの中身をずるずる吸い、嚙かまずに飲み込んでから、

「ＰＳＹサイネットワークというものに聞き覚えはあるかね？」

　また話が脈絡なく飛んでいく。

「何ネットワークだって？」

「サイキック・ネットワーク。通称ＰＳＹネットと呼ばれることが多い。詳細は私もよく知らん。何でも、感応能力を持っている連中の間ではけっこう有名らしい」

　感応能力者、テレパスか。よく顔を合わせる女子寮りようの寮長の一人が、顔とスタイルだけ良くて性格とタチの悪いテレパスだ。会うたびに僕の心の中を読んでは嫌な笑みを浮かべやがる、最悪性悪女。僕も寮長会議に出なければならないという理由さえなければ、できるだけ会わずに済ませたい、友達の少なそうな女だった。

「それで？」

　と僕はみたび尋ねた。宮野は答えて、

「いや、今何となくその言葉が脳裏をよぎっただけだ。別に意味はない」

　見ているだけで舌の感覚が麻ま痺ひしそうな食物を摂取する最中、僕の精神を汚染する悪影えい響きようの元は箸の先で人を指すというテーブルマナー皆無な行為をして、

「一つだけ真ま面じ目めな話がある」

　では今までのは何だったんだとか思う。

　本人はいたって真面目な顔を作っているつもりなのだろうが、せいぜい虫歯痛をこらえるような顔にしか見えない。もったいぶった口調で、

「気をつけたまえ」

　それだけですべてを言い終えたつもりか、再び狂った味付けの茶碗の中身との格かく闘とうを再開した。

「何に気をつけろって言うんだ？」

「様々なものにだ」

「その様々なものとは、だから何なんだ」

「すでに言ったはずだが。人の話を聞いていなかったのかね」

　聞いていないのはお前だ。

　何と言って突っ込むべきかと僕が頭をひねっていると、背後から鼓膜に響ひびくソプラノ声がかかった。

「高たか崎さきさま」

　振り向くと、カラスと仲良くなれそうなほど黒ずくめの少女がトレイを持って佇たたずんでいた。驚おどろくほど長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた二つの瞳ひとみが、意志の強そうな光を宿して宮みや野のを睨にらみつけている。茉ま衣い子こは小鳥の生き血を塗ったみたいに紅あかい唇を開いた。

「このウスラトンカチ頭の班長が言うことに耳を貸すなど愚の骨頂、時間の無駄、海馬組織の無為な消費ですわ。どうぞ安心して耳を素通りさせていただきますよう、わたくしの保証書付ですわ」

　その対たい魔ま班はん班長は身の毛もよだつ食い物をぐっちゃぐっちゃと咀そ嚼しやくしながら、後こう輩はいをみやって片かた眉まゆだけを器用に上げた。

「さて茉衣子くん、そのウスラトンカチ頭が誰だれを指すのかが理解不能であるのは傍らに置いておくことにして、私が口に出して話す言葉に今まで間違いがあったためしがあったかね。不肖、宮野秀しゆう策さく、勘違いや記き憶おく違いやすれ違いをしたことはあっても間違いを話した心当たりは絶無であると私は確信している」

「それは班長の存在自体が大いなるミステイクであるので、そもそもが間違っている人間が妥当なことを言えば言うほどそれは間違いに他ほかならず、また本質が間違っているというまさにその理由によって、本人だけはその事実に気付きようがないからですわ。ある問題に誤ご謬びゆうが含まれているならば必ず結果も誤謬を含んだものになると偉大なるマーフィー博士もおっしゃっております。班長の場合、一から十まで誤謬でできた脳をお持ちなのですから発言の一切が誤謬に満ちているのは理の当然なのです。ただ今の班長の発言で正しかった部分があるとしたら、不肖、という単語だけですわ。それからわたくしをお呼びになる際はどうか名字をご使用くださいと何回言えば解わかるのです？」

「何回言われたのだろう」

「数えておりません。班長の脳のシワの数よりは多いかと思いますが」

「その計算で行くとキミと出会ってから最低一秒に一回言われていないとおかしくなるな。私は自分の頭の中を開けて覗のぞいたことはないが、それでもその数たるや故アインシュタイン師とタメ口をきける程度にはシワシワであることもまた確信しているのだ。私が将来死を迎えたときには先人に倣ならって我が脳をホルマリンにて保存するよう遺言状を書いておくつもりだ」

「博士もさぞ天国で苦笑いをなさっておられることでしょう」

「そう言われると照れる」

「皮肉です」

　対たい魔ま班はんコンビの夫婦めおと漫才を聞き流していると、食堂の天井からぶら下がる拡声器が唐突にハウリングの一歩手前の雑音を発し、雑な放送委員の声が投げやりなけだるさを包含する響ひびきで、

『ピポバポ（口で言ってた）、ああーこちら第三ＥＭＰブロードキャスティングセンター。毎度おなじみエマージェンシー放送です。えーとどこだっけ？　おーい、有あり坂さかー、書いた紙あったろ、保安部からのやつ。……ああ、これこれ。……ええとだな、旧部室棟一階の『最終定理解読研究会』の部室前でコード・ザキ、想念体発生確認。周囲の対魔班は現在のいっさいの作業を放棄し第一次特例に従って行動せよ。以上放送終わり。パポビポ』

　聞くが早いか宮みや野のは膝ひざをテーブルの裏に痛そうな音を立ててぶつけて立ち上がり、

「光こう明みよう寺じくん、これは事件だ！　ことは一刻を争う！　行くぞ、今すぐだ！」

「さあ、わたくしたちが行かなくとも他ほかの優秀な方々がとっくに急行中なのではありませんでしょうか。それにわたくしはまだ食事を終えていないのです。一日三度の適度な食物摂取は美容と健康及び活発な脳細胞の働きに重要な必要条件ですわ。どうぞ、いってらっしゃいませ」

「光明寺くん、たまにはキミもそれなりに笑える意味無しジョークを飛ばせるようになってきたではないか。朱に交わって赤くなりつつあるところだと私は分析する」

　宮野は茉ま衣い子この持っていたトレイを横から強奪すると僕の目の前に乱暴に置いて、

「遠えん慮りよなさるな寮りよう長ちよう殿。光明寺くんからの奢おごりだ。食ってくれたまえ。私たちはたった今用事ができた。行かねばならぬ。では、また会おう。さらばである！　よかったら私の残りの分も提供する。食ってくれ」

　がっと茉衣子の黒い長なが袖そでをわしづかみ、宮野は混雑する食堂の椅い子すとテーブルに足をガンガンぶつけながら出口へと向かう。

「あなたが好きなように振る舞うのは自由を保証する憲けん法ぽうの拡大解釈として大目に見ますが、あなたの主観的自由をわたくしの自由に交差させるのはおよしください！」

「はっはっはっ、敵が出たらすなわち倒す、世の中の行動原理は、かくもこの簡単な真理によって動いているのだ。いざ行くのだ」

「ああわたくしの炭水化物とアミノ酸、高たか崎さきさま、いったいそれはどこに行くことになるのでしょうか」

　金切り声がフェードアウトしていく。むりやり宮野に引っ張って行かれる長い髪の魔女を見送って、僕は脇わきに置かれた朝食のメニューを観察した。鉢に三分の一ほどの白米と、黄身だけ卵、鮭しやけの切り身は半分だけ。最大の問題は宮野が置いてった茶ちや碗わんの謎なぞ状物体である。こんなものを食うのは罰ゲームでもない限りごめんこうむりたい。
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　ともあれうるさい奴やつらは二人とも姿を消し、なによりこれで普通に飯を食うことができるのは今日目覚めて以来の幸福だ。

　ついでに僕は生徒会長のことはすっぱり忘れることにした。よっぽどの用ならそのうちまた向こうから何か言ってくるだろう。

　空になった食器を返却コーナーのベルトコンベアに置いたとき、一時限目の予鈴が鳴り始めた。







　さて、この学校に朝夕のホームルームの時間はない。担任はおろか教師自体が数えるほどしかいない。わけの解わからない能力を持っている生徒たちを相手に教きよう鞭べんを振るおうとするような奇特な考えの一般人はいないかいてもごくわずかであり、よってこの学園にいる少数の教員資格保持者は全員が元・ＥＭＰ能力者だった。だがしょせん生徒数に比較してあまりにも絶対数が少なすぎ、一クラス一教師どころか一時限一教師すら確保できず、もっぱら授業は生徒机に据え付けられているモニタを通す遠隔講こう義ぎ方式でおこなわれている。

　進路ごとにクラス分けされるという配はい慮りよとは無む縁えんのため、同じ教室にいながら別の科目を受講している例が少なくない。

　それぞれの生徒たちはコンソールを操作して自分たちの進路に叶かなった講義を選択し、ヘッドフォンを装着してモニタの向こうにいる教師の声に耳を傾ける。

　もちろんサボろうと思えばいくらでもサボれる。出席はコンソール脇わきのスリットにＩＤカードを通すだけなのでいくらでも代だい返へんがきく。しかし数ヶ月おきに訪れる学力テストは外の学校同様に実施されるし、そこであまりにヘボな点数を叩たたき出し続けるとあまり有り難くないことになり、またＥＭＰ能力が消えるとこの学校での存在意義もなくなるわけで、当然元の社会に戻ることになるのだが、その場合編入試験に苦労することになる。

　ようするに将来のことを考えるなら刹せつ那な的な快楽主義は放棄して勉学に打ち込め、という確固たる現実が我々の前に横たわっており、それは何もこの学園に限った話ではなかろう。

「そうは言ってもな」

　僕はいつも机が三分の二ほどしか埋まらない教室を見渡して呟つぶやいた。クラスメイト全員が揃そろって席に着いている風景など見たこともない。朝飯だけ食ってトンズラする奴やつのいかに多いことか。

　もちろんこんな学園からはさっさと出て行って市井しせいの学校に通いたいと思っている僕は、真ま面じ目めに授業に参加することを旨としている。

　僕は机についてヘッドフォンを頭に被かぶった。メニュー画面から選択、一時限目は現代国語。しょぼくれた老教師の張りのない顔を背景に、ウィンドウにテキストを呼び出した。







　催眠術のような現国教師の授業を手の甲にペンマウスを突き刺して睡すい魔まを撃げき退たいしつつ受け終え、休み時間に大きく伸びをしていたところに、

「高たか崎さき、お客さん」

　トイレから帰って来たクラスメイトが声をかけてきた。親指で教室の戸口を指して、

「お前の実体のあるほうの妹」

　はたして廊下で待っていたのは朝会ったばかりの若わか菜なだった。滑らかな頰ほおの上に不揃いなショートカットが柔らかくかかり、はんなりとした微笑ほほえみを浮かべて廊下に佇たたずんでいる。

「さっき真ま琴ことさんにばったり会って。兄さんに伝えとけって。ええと、生徒会長室まで来いだって。何かしたの？」

　意外に早く来たな。にしても会長でなくて、あいつか、縞しま瀬せ真琴。偶然にも朝食中に思い浮かべた感応能力者だった。偶然？　偶然だろう、もちろん。そういや女子寮りよう長ちようだけではなく生徒会で書記もやってるんだといつか聞いたことがある。

　さらに若菜は握りしめていた紙切れを開いて、

「一字一句間違えないように伝えろって言ってたからメモってきたよ。読むねー。えー、かきゅうてきすみやかに生徒会長室まで来いバカ授業そんなもんどうでもいいや、いいから来な、この……」

　と、若わか菜なはしばし口ごもり、

「へ、へんたいあほんだらげ、あたしが呼んでんだ、さっさと来やがれ。あんたみたいなやつは……お……ええと、お」

　顔を赤くする若菜の手からノートの切れ端と思おぼしき紙片を取り上げて目を走らせてみた。丸まっこい文字が人柄をしのばせる。それはいいのだが、伝言の趣しゆ旨しは最初の数行で終わり、後は読むに耐えない卑ひ猥わいな罵ば詈り雑ぞう言ごんで埋め尽くされていた。

　ニヤニヤニヤと笑いながら放送禁止用語を口にして若菜に書き取らせて喜んでいる真ま琴ことの姿が容易に想像できる。

「なぜお前に託ことづけるんだ。直接僕に言いに来ればいいのに」

「知らない。教室の前で会って、兄さんにそう伝えるようにって」

「そりゃご苦労なことだな」

　真琴もそれから若菜も。一年の教室は中庭を挟んで対面の校舎にある。こいつのクラスは一階で、そしてここは三階だ。一限目を教室で受けていたのだとしたら真琴はわざわざ一階まで降りて若菜にメモを取らせに行ったことになる。

《ばかみたい》

「まあな」

　若菜はびっくり中の猫のごとき丸い瞳ひとみをくるくると動かして、

「うーん、真琴さんていつも何考えてるか解わからないことばかりするよ。この前はね、お庭のイチョウにお説教してた。年二回くらい実を付けろ気合いだ気合い、とか言って。茶ちや碗わん蒸むしにギンナンが入ってなかったのが気に入らなかったのかなあ。ふしぎふしぎ」

　その時、二限目の予鈴が鳴る──と見せかけて突然チャイムの音色が途と切ぎれた。放送室によるインターラプト、全館の全スピーカーから耳通りのいい女子の声が早口を奏でる。

　緊きん急きゆう放送。

『ピポパポン、こちらＥＢＣ。高等部南校舎三階通路、二年六組前で想念体発生、予想脅威レベルＤ─４。付近の生徒はただちに退たい避ひするなりなんなりして対たい魔ま班はん員は現地に急行して下さい、以上、パポピポン』

　そっけなく放送終了。朝出たばっかりだってのにまたお出ましか。何もそんなに張り切らなくてもいいだろう。出物と腫はれ物が所構わないのは今に始まった事じゃないにしろ、だ。

　そんなことを考えていたせいか、気付くのが遅れた。

　立ちつくす若菜の頭の向こうで、廊下を歩いていた生徒たちがギョッとしたように立ち止まるのを僕は見た。

　高等部南校舎三階と言えば、ここだ。我が二年一組はその校舎の一番端で、六組は反対側の端っこにある。

　廊下の遥はるか遠く、灰色の天井に黒い影が張り付いていた。

「なあに？」

　振り返った若わか菜なが、それに目を止めて和やかに言う。

　闇やみ色の二次元平面、暗黒の影法師。そいつはゆらりと震ふるえると、準備運動は済んだとばかりに天井をすーっとこちらに向かって来た。

　速い。

　頭上を越された生徒たちが目を瞬しばたたかせて上を見上げる。

　接近されてそいつの形状が理解できた。人型のシルエットだ。裾すそ長ながのインバネスをまとい、長大な鎌かまをかついだ厚みのない人影。

　天井の凹おう凸とつをものともせずに移動するそれは、黒い画用紙を使った切り絵を貼はり付けたようでもある。

　色んなものが出てくる。本当に。飽きなくていいという意見もあるようだが、僕は飽きないことにすでに飽きているのだ。

　パチン、と僕の襟えり足あしで静電気が弾はじけ、春はる奈なの気け配はいが背後で濃こくなっていくのを感じる。

「わあ、へんなの」

　若菜は珍しい生き物を道ばたで見つけたかのような顔をして、にっこりと微笑ほほえむ。

　そのまま僕らの頭の上も通り過ぎて校舎の外にでも行ってくれたらよかったのに、どういうわけだか影法師はピタリと止まると再びゆらりと蠕ぜん動どうし、その数秒後、ぼこりという感じで立体化して、ぼとりという感じで廊下に降り立った。

　若菜が吞のん気きな声で春先のタンポポのような感想を漏らした。

「気持ち悪いー」

　どうやらそいつは、解わかりやすく表現するに死神のイメージが顕けん在ざい化したものらしい。フードを目ま深ぶかに被かぶった長身の影とデスサイズ。立体化していても何しろ真っ黒なのでまるで平面に見える。

　そいつはゆっくりと大鎌を振りかぶり、半口を開けてぼんやりしている若菜の首をめがけて振り下ろした。

　何の音もしなかった。

　ただ青白い火花だけが散さん華げして、若菜の体表面十数センチに迫った黒い影絵のような鎌は、若菜に到達することなく跳ね返った。

「わあ、びっくり」

　棒立ちした姿勢をまったく崩さず、若菜はおっとりと己の感情を述べた。

　双子だけあって春奈と彼女は似たような力を持っている。物理的にも精神的にも最強の不可視シールドを自分の周囲に張り巡らせる能力。防御力なら春奈より上だろう。ただしまるっきり攻こう撃げきには使えず、これはひょっとしたら性格的なものかもしれない。

　何にせよ、僕の双子の妹にはどのような攻撃も無効であるのは変わりないので心配することもないのだが、死神野郎もけっこうしつこい奴やつのようだ、今度は僕に刃先を向けやがった。

《なにこいつ》

　ぼやっとした春はる奈なの腕が僕の首に絡みつく。

《どっかいっちゃえ》

　春奈の掌てのひらに燐りん光こうが芽生えた瞬しゆん間かん、鎌かまを振り上げた体勢のまま死神の影法師はえらい勢いで後方にすっとんだ。まるで十トントラックと正面衝しよう突とつしたような案配だ。天井と言わず床と言わずバンバンぶち当たりながら影が跳ね、ちょうど廊下の真ん中、渡り廊下と直行するあたりでようやく停止、寝ていればいいものをまたフラリと立ち上がり、

「ああうっとうしい」

　横から飛んで来た無数の蛍火が身体からだの半分に次々と炸さく裂れつ、死神は無言の舞踏を披ひ露ろうするように踊り狂い、しかるのちに爆ばく発はつした。

　空中に墨汁をぶちまけたような断片がバラバラにされたジグソーパズルのごとく散っていき、溶けるように消えていく。

　渡り廊下の角から黒衣の少女がひょっこりと顔を覗のぞかせた。宮みや野のの相あい方かた、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子この白面の顔。

「これはこれは高たか崎さきさま一族そろい踏みではありませんか。急いで片づける必要はなかったかもしれませんわね。なにせあなた方ときたら、もう腹立たしくなるくらい無敵なのですもの。まったく張り合いがないときたらありませんわ。おまけに兄は朴ぼく念ねん仁じんで妹は嫉しつ妬と深ぶかい幽ゆう霊れいと茫ぼう洋ようたる天然娘と二種類、ええ、あなた方を見ていると無性に腹部がよじれるような気がするのはなぜなのでしょうか」

　腰に片手をあてがい、ポーズを取るような姿勢で優美な容よう貌ぼうを笑みに形作っている。その挑みかかる印象の唇に対抗するつもりか、僕の横の春奈も攻こう撃げき的な形に口を変化させた。

「茉衣子ちゃん、ありがとう」

　にこやかに若わか菜なは茉衣子の手を取ってぶんぶんと振った。

「格好いいなあ茉衣子ちゃんは、いつもこうやってあの変なのをやっつけてるんだよねすごいなあ、すごいすごい」

「こ、このくらい何でもないことですわ。あなたに賞賛されてもちっとも面おも白しろくありません」

　なぜかたじろぎながら茉衣子は若菜の手を振りほどき、そしてこれまたなぜか僕をジロリと見やってから決まり文句。

「ではごきげんよう」

　言い残して立ち去った。長い黒髪が廊下の角で振られて、すぐに引っ込む。去り際だけはやけに決まっている奴だ。

「うーん……つれないなあ茉衣子ちゃん。毎月頭を切らせてあげてるのにぃ。あっ、兄さん。あたし次の授業真ま面じ目めに出ないとちょっと単位苦しいの。じゃあ、またね」

　あちこち斜めになった髪の毛をふりふり、若わか菜なはとことこと退場。正直ホッとして僕は教室に戻りかけ、それから思い出した。

　生徒会長室だったか？













○二章







　生徒自治会長室は四階、高等部学舎の最上階にある。このフロアは他ほかに会議室だの対たい魔ま班はん詰め所などがひしめいて、学業のための教室は入っていない。よっていつも人ひと気けがなく、この階は第三ＥＭＰの中でも特に異質な雰囲気が漂っている。この辺りをうろついている生徒は大概において普通の連中ではないからだ。僕だって滅めつ多たにここまで来ることはなく、ましてや会長室なんざ初めて来る。

　それにしても校長室もないのに生徒会長室がある学校もどうかしていると言わざるを得ない。

　階段を上り終え、左右を確認して会長室のプレートを目視、左折。リノリウムの通路を歩いていると、廊下の窓から中庭の芝生を小走りで横切って行く宮みや野のと茉ま衣い子この白黒コンビが目に入った。

　宮野は白衣の裾すそをはためかせながら悪仏顔でロボット走り、その後ろを仏頂面の黒衣娘がついて行く。

　いそがしい奴やつらだ。

　想念体退治を趣しゆ味みとしてやっているに違いない宮みや野のはいいだろうが、どう見ても班長と折り合いの悪そうな茉ま衣い子こが嫌々のように付き従っている様子は、まあ意外といいコンビかもしれない。誰だれを相あい方かたにしても精神疲労させるだけの男だから、あれくらい強固な自我を持っている女がちょうどいいのだ。

　無責任なことを考えつつ僕は歩を進めて、通路の最も奥まった場所に位置する会長室に辿たどり着くと、無愛想な四角のドアをノックした。

「は～いよっと開いてまうっす」

　ふざけた調子の女の声が答えた。こいつもまたあまり顔を合わせたくなるような奴やつではない。どうして僕の周りにはそんな奴らしかいないのか、人生の不条理さを嚙かみしめながら妙に頑丈な木製のドアを開ける。途と端たんにむっとする草いきれの香りがあふれ出した。

　入り口から奥の窓際まで、足の踏み場もないほどの鉢植えがデタラメな配置で並んでおり、青々した葉を茂らせている。花の名前には詳しくないのでどれが何かはさっぱり解わからないが、応接セットのガラステーブルの上に置いてある肉厚の葉っぱがゴムの木のものであることだけは見て取れた。

　室内でよくこれだけ育つものだ。と言うより、なぜ生徒会長室が植物園化しているんだ？

　部屋に入って正面奥、木こ漏もれ日びの射さし込むガラス窓の手前に、生徒自治会長と墨ぼく痕こん鮮あざやかに書かれた三さん角かく錐すいが載せられている豪ごう奢しやな机がこちらを向いていたが、そこには誰だれも座っていない。

「へい、ユキちゃん、こっちっす」

　観葉植物の群れに囲まれた部屋中央、来客用ソファから手が伸びておいでおいでをする。

　室内にはびこる枝葉をかき分けて進むと、縞しま瀬せ真ま琴ことが二人がけの革張りソファに膝ひざを組み、寝ころんで腕を上げていた。

　長く豊かなポニーテールを枕まくら代がわりに、僕とそう変わらない、女にしては長身の身体からだを投げ出している制服姿。知恵をつけた猫じみた笑い顔。宮野が悪い仏像なら、こっちは悪い女神の彫刻だ。ギリシャ神話の女神を当たれば一人くらいこんな顔をしたやつがいそうである。

「まあ適当にくつろいでおくれよし」

　くつろぎすぎの姿勢で、真琴はニヤリと不気味な笑みを作った。袋小路にネズミを追い込んだ猫ならこんなふうに笑うかもしれない。ガラステーブルとゴムの木を挟んだ対面に僕は腰を降ろした。

「会長はどこだ？　それより、なぜ僕を呼び付けるのか、まずそれを教えてくれ」

　真琴は物もの憂うげに身体を起こして立ち上がり、よいせっと言いながらテーブル上の鉢植えを床に降ろして座り直し、いつも何かを企たくらんでいるような顔に猫の寝顔みたいな笑いを浮かべて、

「昨日のことはあたしのミステイクだったわね。宮野のアホにメッセンジャーが務まると考えたあたしがバカだったってことよ。やぁ、ごめんごめん。気にしないでいいわよん、ユキちゃん」

「ヨシユキだ」

　訂正してから、僕は眉み間けんを寄せた。宮みや野のは会長に頼まれたと言ってなかったか？　なぜこいつが謝あやまる。

　僕が何か言う前に、真ま琴ことが口を開いた。

「どうでもいいっしょ、んなの」

　思わず舌打ちしそうになった。ちくしょう、また思考を読まれた。

「読んでないわよ」と平然と真琴は続ける。「それくらいあんたの顔見れば解わかるわけ。わざわざ読心感応能力を使うまでもなく、人間って案外解りやすい生き物よ」

　噓うそつけ。初対面の時「あたし、テレパスだから」と胸を反らして正体を明かし、「だからあたしの前で変な考え事しないほうがいいわよ」と嫌な笑いをよこしたのはどこのどいつだ。

「それはあたし」

　と真琴は言った。これで心を読んでいないのだとしたら大した名探偵だ。

「まあいいじゃんよ」

　喉のどの奥をクククと鳴らし、真琴は長い脚を見せつけるようにゆっくりと組み替えた。

　試しに僕は頭の中で真琴の服を一枚ずつ脱がしてやることにした。ブレザーを剝はぎ取ってスカートを脱がせタイとブラウスを引っぺがす。さて上と下のどちらを先に外そうかと考えながら、目の前でニヤつく真琴の顔を観察してみる。

　顔色一つ変えやしない。

「あのさぁ」と真琴。「信じないかもしれないけど、ほんとにあたし、今あんたの心なんか読んでないからね。ゲスな妄想を覗のぞき込んで楽しむほどあたしも悪あく趣しゆ味みじゃないわけ。んんん、まああんたのそのヒネくれた精神波は嫌いじゃないけどね。一番好ましいのは、若わか菜なちゃんかしら。あの子には精神の裏表がないから、言ってることと考えてることがイコールなわけね。いっそ清すが々すがしいわ」

　真琴は自分に感応能力があることを常つね日ひ頃ごろから公言して歩き、他人の精神を読み取ってはそれを隠すことなくからかいの対象にしたりする。テレパスであることを後で知られて離れられるよりは、最初から近づいてくれないほうがいいとでも言うように。だとしたらこいつはこいつで気の毒な奴やつだ。

「それにここだけの話、あんたの頭の中身は読み取りにくいわけ。後ろの背後霊れいさんが邪じや魔まして色々精神防御してくるからね。ま、あたしほどの上級者から見れば、全然車の通らないド田舎いなかの横断歩道を赤信号無視で渡るくらいの手間でしかないけど、急ぐわけでもないし、無理して渡る必要もないわけ。道の向こうでお爺じいさんでも倒れていれば駆けつけるけどさ」

「……何の用だ」

「用？　用ね。そりゃ用があるから呼んだんだけど、ところであんたコーヒー飲む？　あたし、ここを訪れるお客には必ずコーヒーを入れることにしてるのね」

　くれるというのならもらう。まさか毒が入っているわけでもあるまい。

　真ま琴ことは衝つい立たての向こうにひょいと姿を隠すと、しばらくして耐熱ガラス製のコーヒーポットと無骨なカップを持ってきて、どぼとぼと注ついで僕に渡した。砂糖も何もない、そのまま飲めと言うことらしい。

　飲んでみた。毒でも入っているのではないかと勘ぐりたくなった。コーヒーに擬ぎ態たいした泥水ではないのか、これは。

「泥水みたいでしょ」

　立ったまま僕の表情を観察していた真琴もそう言った。

「コーヒーサーバの調子が良くなくてね。ずっとこんなのしか出てこないわけよ。会長には新品を買い直すように言ってるんだけど、後回し後回しで、なかなかね。だからあたしは買い換えの必要性を知らしめるために、お客には泥水コーヒーを振る舞い続けるわけ。どう、まずいでしょう」

　僕はコーヒーモドキで満ちたカップをテーブルに置いた。春はる奈なの入れる糖分過多な紅茶の味が懐なつかしく感じられる。その春奈は、この部屋に来てから妙に大人おとなしい。

　ははん、と意地悪く笑いつつ、真琴は肩をぶつけるようにして僕の隣となりへと座った。

　こうして真琴が身体からだをくっつけてきても姿を現さないし、騒そう霊れい現象も発生しない。

「そう言えば、あんたはしばらく一人部屋なんだったわよね。ふーん、よいわねえ、これで気兼ねなく部屋にこもってかわゆい妹とじゃれあえるってわけね。ふふ、あやかりたいあやかりたい。……スケベ野郎」

　人差し指が艶つやっぽい動きで僕の太ふと腿ももに絵を描いている。へのへのもへじ。その手を払いのけ、

「何だ？　お前はこの偽コーヒーを飲ませるために僕を呼んだだけか？　それもわざわざ若わか菜なにセクハラ親おや父じみたいな真ま似ねまでしやがって。授業をすっぽかして来た僕がアホだったということか。なるほどな、では帰らせてもらうことにする」

「待ちんさいよ。せっかくなんだし、あたしの身の上話でも聞いていかない？」

　真琴は僕の左腕をアームロックに決めて、

「そう、あれはあたしがまだ汚れを知らない乙女おとめで、地上に舞い降りたばかりの天使のように純粋な頃ころだったわ。ある日、あたしがいつものように小学校に行くと、突然頭の中に何人何十人もの声が響ひびき渡ったのさ。ビックリドッキリよ。授業中だったからさ、喋しやべってるのは先生だけなのに、教室中の人間の声が聞こえるわけ。でもそこは聡そう明めいな真琴ちゃん、すぐに気付いたわ。これは心の声だってね、あたしって昔から頭いいから。それからこう思ったの、これでテストの時カンニングし放題じゃん！　クラスでいっとう賢かしこい子の心の声に耳を澄すませばいいんだもんね、やったー、みたいなもんよ」

　若菜とは段違いに肉付きの良い上半身を押しつけて、真琴は耳元に口を寄せ、僕は反対方向へ首を傾ける。

「そんでさ、その頃ころのあたしって何しろ無む垢くで清らかだったじゃない？　心が読み放題だって、みんなに言っちゃったわけよ。しょうがないでしょ、何せピュアだから。したらば、最初は信じなかった人たちもあたしがズバズバ思ってることを言い当てるもんだから、まあ、後は言わなくていいか」

　長いポニーテールの先を弄もてあそびつつ真ま琴ことは続ける。

「その点、植物はいいわよう。ただそこに存在しているだけだから。善も悪もなし、本当の中ちゆう庸ようね。こうやって囲まれていると安らぐわ。人間の薄うす汚ぎたない雑念もシャットアウトできるしさ」

「この簡易ジャングルはお前の趣しゆ味みか。よく会長が何も言わないな」

「まあね。書記の精神安定に理解のある人だからね。少しはマシな男だわ」

「お前が男を褒ほめるのを初めて聞いたよ」

「はん。あたしは男なんつーものにすでに絶望して久しいのね。女を抱きながら別の女のことを考えることのできる生き物なわけ。そうでしょ？　さしずめ、あんたが考えるのは可愛かわいい背後霊れいのことかしら。どう、試してみる？」

　有無を言わせず真琴は女とは思えない握力で僕の手首を握りしめ、まくり上げたスカートの裾すそから太ふと腿ももの内側に導みちびいた。真琴の体温は意外にひんやりしていて僕をとまどわせる。

「やめろバカ」

「ふふん？　あらそーお？　あんた、妹以外には感じないわけ？　あたしが正しい道に矯きよう正せいしてあげようか。ああ、やば。マジで欲情してきたわ」

　真琴は妙に潤うるんだ目つきで僕に視線を注ぎながら、手首を握った指をざわめかせ、鼻はな面づらを僕の首筋に押しつけてくる。ぞくりと来た。

「おい、春はる奈な。こういうときこそ出番だぞ。この万年色情狂を、遠えん慮りよはいらん、ぶちのめせ」

　ぽわ、と白い姿が僕の右みぎ隣どなりに座っている姿勢で現れた。春奈は珍しく頼りなさそうな表情で、そうしていると本当に若わか菜なと見分けがつかないアヒル口をぼんやりと動かした。

《このひとこわい》

　怖い？　真琴が？

《てき》

　てき。的、適、滴、……敵。誰だれの敵だ。

《あたしたち》

　真琴は首を伸ばして春奈を見やり、ニヤリと笑う。

「なに？　どした？　ん？　お兄ちゃん取っちゃやだって？　はあん」

　春奈は半分口を開けたままただでさえ色のない白い顔をますます青ざめさせ、透明な身体からだを儚はかなげに瞬またたかせる。

「妹の幽霊と暗い部屋で何してんの？　ええ？　兄妹きようだいで。いやん、もういやらしい。言葉にできないほどのエロいことかしら？　ん？　言ってみ」

「だから何なんだお前は。僕を呼んだのは逆セクハラするためか。弁べん護ご士しを呼んでくれ、告訴する。でもって僕は授業に戻らせてもらう」

「ダメに決まってるでしょバカ。あたしの用事はまだ全然終わってないわよ。この腐れシスコン外げ道どう」

　真ま琴ことは急に身体からだの力を抜いて、くたりと僕にもたれ掛かった。

「ごめんね」

　かすれ気味の声が、殊勝なイントネーションで、

「本当はあたしこんな女じゃないのよ、わかって。あたしがどうしてあんたにひっつくのかというと、それはね……」

　不気味な笑み。

「い・や・が・ら・せ。けけけ」

　情緒不安定、と言うよりも頭の重要なネジが二つくらい外れて物もの凄すごい勢いで空転しているとしか思えない。

「ちょっとあんた、いつまで手ぇ突っ込んでるわけ？　金取るわよ。言っとくけど、あたしの身体は高いのよ？」

「お前が勝手に突っ込ませたんだろうが」

　善意に解釈しようと僕は試みる。

　このニンフォマニアテレパス、縞しま瀬せ真琴は、ＥＭＰ能力発症当時、自身が主張するように本当にピュアだったのかもしれない。そんな時に周りにいる人間すべての思考が筒抜け状態になってしまったとしたら、それは確かにショッキングな出来事だろう。幼く純粋な心に負荷がかかったであろうことは想像にかたくない。僕の知る限り、真琴は最高レベルの感応能力者だ。相対する人間の思考を何から何まで読み取ってしまう。その能力をコントロールできなかった時代に、彼女が受けた精神的外傷はどれほどのものだったろうか。だとしたら少しくらい性格が歪ゆがんでも大目に見てやるくらいの配はい慮りよがいるとも言える。むしろ同情する。

　真琴の真っ黒の虹こう彩さいの中がプレアデス星団のように輝かがやいている。魅み力りよく的な瞳ひとみだ。

「くくく」

　喉のどの奥から鳴るくぐもった笑い声もまた魅力的で、陶器のような前歯を覗のぞかせる上下の唇に猛烈に吸い付きたくなった。とてつもない欲求にかられて僕は空いている右手を真琴の方に伸ばしかけ──僕は気付いた。

　やられた。精神制御されている。

《だめ》

　春はる奈なの声が脳内に走り、握り拳こぶしを作った右手が僕の意思とは無関係に動いて自分の頭をぶんなぐった。予期していなかったぶん、余計に痛い。

　もう一つ、別の声が僕の頭の中で響ひびいた。

《あらあ、お春はるちゃん、抵抗する気っすかあ。でも他人の精神を防御するのは侵入するより難しいでしょ？　あたしの感応力とどこまで張り合えるかしらねぇ。んーんー、やっぱりユキちゃんの精神波は気持ちよいわ。せくしー。くっくく》

　思念と思念がぶつかり合って僕の脳にノイズを生む。ざりざり。紙ヤスリを擦こすり合わしているような感覚。ぱちぱち。線香花火がどこかで弾はじけている。くらくら。黄色の点滅信号が赤に変わる。

　握って開いてを繰くり返す右手が、がくがくしながらもゆっくりと真ま琴ことの胸元に向けられる。

　春はる奈なの焦りがダイレクトに伝わってきた。強烈な精神波が僕を操作している。どうやっても真琴をこのまま押し倒したくてたまらない。真琴は息苦しいほどに魅み力りよく的だ。まずい。

《そうそう。欲望には素直にふるまいな。あたしならいいわよん。ねえお春ちゃん、なんだったらあたしの身体からだを貸してあげようか。それでお兄ちゃんに抱かれるわけ。どう、この提案？》

　動揺しているのが僕なのか春奈なのか解わからなくなってきた。右手は完全に僕の支配下から逃れている。犬けん歯しまで見せつけて真琴が笑い、反らした首に右手がかかって、ブラウスの襟えりを止めているリボンを引いて外した。

　ますますまずい。

　真琴に握られたままの左手が勝手にスカートの奥へと進んでいる。もはや身体制御中枢は僕の手を離れ、おまけに官能中枢まで占拠されていた。僕のものではない二つの精神が僕の中でせめぎ合っているが、真ま琴ことの強大なそれには春はる奈なの抵抗もほぼ積層装甲に豆鉄砲を撃うっているに等しい。
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《ささ、正直におなりよ。ストイックなツラしてても何もいいことないわよう》

　ぞくぞくする精神波が脳のう髄ずいを搔かき回す。

《だめったらだめ》

　真琴のレーザーメスみたいな思念が僕の理性を切り裂きながら侵入し、春奈は必死の精神防御でそれを押し留とどめようとして、僕は真琴が欲しくてしかたがない。

　違う。

　同情するのではなかった。こいつのことだから、愛らしい天使の微笑ほほえみを浮かべつつ相手の精神にずばずば切り込んでいくことを楽しんでいたに違いないし、そうでない真琴など想像もできない。きっとそうだったろう。

　リビドーに押し流されそうになる。せめてもの抵抗に考えてもしょうがないことを考えていると、思いも寄らず、男の声がかかった。

「それくらいにしておいてくれないか」

　生徒会長席に誰だれかが座っていた。

「それなりに面おも白しろい見物だが、やや冗長にすぎるようだ。縞しま瀬せさん、頼むよ」

　年ねん齢れい不詳の声。窓を背にした逆光のせいか、顔がやけに暗く見える。その人影は机の上で両手の指を組み合わせて無感情に言った。

「少なくとも、今ここではね」

「あいさー、会長。続きはまた今度、あたしの部屋に拉ら致ちってからにするわ。ややや、ごめんねえ、お春はるちゃん。ほんの冗談よ。ちょっぴりあんたらの兄妹きようだい愛にジェラってみただけなわけ。やあごめんごめん、そんな泣きそうな顔しないでよ」

　頭ず蓋がい骨こつの内部をがんがん震しん動どうさせていた思念が消えた。身体からだが自由になる。僕は努めて冷静に真琴の脚の間から左手を引っこ抜き、応接ソファの背もたれに寄りかかって息を吐く。疲れた。

　その僕のかたわらで、春奈は透明度の高い湖の底のような身体を揺らめかせ、真琴を上目遣いに睨にらんでいた。霊れい体たいのくせに涙を浮かべている。もしその涙がこぼれ落ちたらどうなるのかを知りたかったが、そうなる前に春奈は空気に溶けていった。

《ばか》

　真琴は僕の首元に手をやってネクタイを引いた。

「だらしないからちゃんと結んでおいたほうがいいわよ。それからあたしのリボン返しな」

　結びを直しているのか首を絞めているのか解わからないが、いつもよれていたネクタイは真っ直すぐになって、ネクタイに感情があれば幾分かホッとしたのではないだろうか。

　勢いよく頭を振りポニーテールで僕の顔をハタいて、真ま琴ことはひょいと立ち上がって向かいのソファに戻った。

　僕は右手に握っていたエンジの紐ひもを真琴に投げつけた。

「すまないな。高たか崎さきくん。縞しま瀬せさんの代わりに俺おれがあやまろう。彼女の性格は少々エキセントリックに傾斜するきらいがあってね。キミのような特殊なメンタリティを持っている人間としかうまく接することができないのだ。そのためハシャギすぎることになったりもする。決して悪意からではないよ」

　どこまでも平板な口調で、その男は身じろぎもせずに席についている。僕は目をこらしてそいつを見た。

　これと言った特徴もない、どこにでもいそうな高校生男子。三十秒くらいじっと眺めていても、目を逸そらした三十秒後には忘れてしまいそうな平凡さ。もしモンタージュでも作れと言われたら困りそうな没個性な顔立ちだ。どこかですれ違っても気付きそうにない。上級生のはずだが、そう言われればそう思えるだけで一年だと紹介されたらそのまま信じ込んでしまいそうだ。

　いや待て。

　そもそもこいつはいつどこから現れて会長席に座ったんだ。僕が真琴ともみ合っている時には確かに誰だれもいなかったはずだ。ドアが開いた音も聞いていないし、よしんば聞き逃していたとしても、そこから会長席に辿たどり着くまで僕の視界にまったく入らないとは考えられない。いくらガーデニング趣しゆ味み全開化しているこの部屋でも、光学迷彩でも使わない限り僕の目に触れずに入り口から奥の席まで辿り着けるはずもない。どうやってここまで来たんだ？

「なにさユキちゃん、今夜のオカズを何にしようか悩んでいるような顔しちゃって。そんなに会長を見つめてどうするのさ。あー、あんたあたしに全然なびかないと思ったらソッチ系の趣味の人？」

　真琴は胸元でリボンを結びながら、ニヤニヤと笑う。

「ああ、あんた初めて会うんだっけ。これ、生徒自治会長。知ってた？」

　暗い顔の年ねん齢れい不詳は、口元だけ動かした。

「日ひ比び木き朋とも久ひさと言う。記号でしかない名前は重要ではない。重要なのは属性だ。俺は生徒自治会長。覚えてくれるのはそれだけでいい」

「ああそうかい」

　僕は日比木なる生徒会長が机の表面に落とす影を眺め、おそらく、と思った。この生徒会長は普通にドアを開けて入ってきたに違いない。それを認識できなかったのは、真琴が僕の精神をマスキングして目に映らないようにしていたか、映っても脳までその光景が届かないようにしていたのだろう。なぜそんなことをするのかは簡単な理由だ。無意味ないやがらせ。

　僕はカップに残る冷めたコーヒーを一気飲みし、飲んだ後にそれが泥水だったことを思い出して煮え湯を飲んだような気分になった。

　日ひ比び木きは、聞く者によって印象の異なりそうな小さいとも大きいとも言えない声で、

「まずはなぜここに来てもらったかを説明させてもらう。では、縞しま瀬せさん」

「ほいほい、と」

　真ま琴ことはひょいと立ち上がると、生徒自治会長と書かれた三さん角かく錐すいの横にあった薄うすっぺらい液晶ディスプレイを抱え上げ、僕の前のテーブルに置いた。コードレスの十七インチモニタ。

　サスペンドから復帰した画面が明るく輝かがやき出す。

「まあご覧らんよし。エロ画像じゃないからあんたには退屈かもね。ああ、あんたは夜ごとに妹のヌード鑑かん賞しようしてるんだっけ？」

「してないっての」

　輝き度どを上げていくモニタに映し出されたのは、どこかで見たことがある地図である。三十万分の一、と解わかったのは隅にそう表示されていたからだ。

　マップの中央に小さく校名が輝いている。第三ＥＭＰの周辺地図だった。

　僕は黙だまって説明を待った。

「見てのとおり、この学園を中心とする半径四十キロ四方の縮しゆく尺しやく図だ」

　日比木が耳に通るぼそぼそ声で呟つぶやくように言う。

「それだけでは何と言うこともない、ただの地図画像だが、まずはこれを見てくれ」

　画面一杯の薄緑とベージュ色で配色されたマップの下、街並みが広がっているあたりに、赤い光点が一ダースほど瞬またたいた。上向きの三日月状にその赤点は広がっている。光は市街地に密集しているようだった。

　日比木も真琴も操作していないのにモニタ上のポインタが勝手に動いて赤い光の一つに重なった。拡大表示。今度は七千五百分の一。山の中にある第三ＥＭＰから南に降りた、私鉄や国道が密集している街の概略図。もう長らくそこまで降りていないな、と考えていると、

「そこまで行ってもらいたい。高たか崎さきくん、キミに」

「はあ？」

「できればその赤い光点で印した部分すべてを調査してきてもらいたいが、五ヶ所か六ヶ所でいい。その場所を訪れて被害状況を報告して欲しい。俺おれの依頼はそれだけだ」

　日比木は落ち着いた声でそう言って、肘ひじを立てて組んだ指の上に顎あごを載せた。

　それだけだ、と言われても唐突すぎて困る。事情がさっぱり解らない。５Ｗ１Ｈで言えば、一番重要とも言える「なぜ」と「何を」が欠けているだろう。ついでに「どのように」もだ。

「なぜ僕が、そこに行って、何を調査するんだって？」

　僕の当然すぎる質問に答えたのは真琴だった。二人がけソファに横になって脚を組み片手枕まくらをするというまるで来客に気を遣わない格好で、

「その赤い点々はね、ここ数ヶ月で異常な現象が観測された場所よ。あたしたちにはお馴な染じみだけど、普通人には超常現象と言われそうな、非日常の発はつ露ろ。って言えば解わかる？」

　どこかから飛んできたパズルのピースがカチリと音を立ててジグソーの一部にはまった。食堂でかわした宮みや野のとの意味不明な飛び飛びコミュニケーション。外の世界にちょくちょく発生するようになった想念体。

　僕はマップに目をこらす。点の連なりは弧を描いている。まるでこの学校を円で囲おうとしている途中のように。

　笑わない声が言う。

「それらは人間の目によって観測され、被害を出した所だけだ。実際にはもっと多いだろう。特に学校の北側は人家のない山々だからな。そこで何が起こっていても知るすべはない。だが、そのいずれも第三から同範はん囲い内で発生しているのが解るだろう」

「何が起こってるんだって？」

「我々が想念体と呼ぶものの相似形だ。ただし学内で対たい魔ま班はんが駆除して回っているような想念体とは規模が違う。学園から遥はるかに離れているにもかかわらず、ここのものよりも大規模だ。目もく撃げき者たちの誰だれもがこう証言したそうだ。バケモノだ、と」

　再び問う。

「なぜだ？　そんなところにバケモノが出ないように、僕たちは一ヶ所に押し込まれているんだろ。外の世界に被害が及ぶはずがない」

「そうではないから問題なのだ。一部ではこれらの想念体による被害は、我々第三ＥＭＰ生徒による破は壊かい工作ではないかと見る動きもある。だが俺おれはそうではないことを知っている」

「あやしそうな奴やつは一通りあたしがチェックしたわよ。隅々までね。でも該当者なし」

「じゃあ第一か第二の連中だろ」

　日ひ比び木きが否定する。

「それに関してはすでに調査は終わっている。いかなるＥＭＰ学園の生徒も、この事件には関与していない」

「上級の感応能力者はあたしだけじゃないからね。二つの兄弟校にもいるわよ、とびきり優秀なのが。それに第一も第二もこっからどんだけ離れた場所にあるか知ってるっしょ？　百キロや二百キロじゃきかないのよ。なんでわざわざ日本列島を縦じゆう断だんしてこんなところで騒さわがないといけないのさ」

「第三に罪をひっかぶせるためとか」

「あほくさ。そんなことして誰が得するわけ？」

「僕が知るか」

　投げやりに言う僕に日比木会長は無感情な視線を向け、

「ＥＭＰ能力者のサボタージュなのだとしても、規模から見ると一人や二人でできることではないな。集団レベルだ。他校の生徒が無関係であるのは、各校の生徒会保安部の調査によって否定されている」

「じゃ、何なんだよ」

「可能性としては、自然現象である確率が高い」

　また別の方向からジグソーパズルの欠片かけらが飛んできた。ＰＳＹサイネットワーク。

　もはや僕の思考を読んでいることを隠そうともせず、真ま琴ことが片かた眉まゆを上げた。

「なんであんたがそれを……、ああ、宮みや野のか。あっそう。知ってたの。ははん」

　白衣の対たい魔ま班はん班長が伝えようとしていたのはこれか。奴やつは他ほかにも何かを言っていた。そう確か、「気をつけたまえ」。

「ＰＳＹネットワークってのは……」

　言いかけて真琴は口をつぐんだ。手を頭の後ろに回して仰あお向むけに寝ころび、天井を見上げている。

「説明しづらいなあ。まあ、こういうことよ」

　顔をねじ曲げて真琴は僕のほうを見た。その途と端たん、

《今、あたしとあんたは精神で結ばれている。一方的にだけどね、あたしはあんたの考えることなら何でも解わかるけど、あんたはそうではない。これはあたしの感応能力が能動的にあんたの中に侵入しているだけだからよ。でもこうすればどうかしら》

　いきなり僕の脳裏に映像が流れ込んだ。横向きになっている視界の中に、緑の部屋と不ふ機き嫌げんそうな顔で座っている男子生徒──僕だ──の姿。真琴が今見ている視覚情報。僕の網膜に映る真琴の映像にダブるような感じ。はっきり言って気持ち悪い。まるで右目と左目に映る映像がそれぞれ異なっているような気味の悪さ。酔いそうだ。

《さらに、こういう具合ね》

　──そろそろ鉢植えに水やっとかないといけないわね──この双子は可愛かわいいからついいじめたくなる──兄貴のほうも──一回くらいロハで寝てやろうかしら──お春はるちゃんをどうするか──大暴れするのも面おも白しろいかも──宮野は要注意──幽ゆう霊れいは存在しない──会長の正体──……。

　僕の主観に真琴の主観が混合する。そう考えている僕の意識も、今やどちらの思考なのか判別できない。いわく言い難い感覚だった。自分の頭が僕の意識とは全然違うことを考えているような、他人の思考との同化。時間にしてそれはほんの一いつ瞬しゆんだったろうが、僕は真琴の内面を今までの倍以上も知り得た。これも気持ちのいいものではなかった。

　──おっとっとこのへんでガード──まどろっこしいけどしかたないこうでもしないとこいつはわかんないだろうしあたしだってほんとはやりたくないんだけど──……この季節になると歯が痛むのは梅つ雨ゆが近いせいかしら──朝飯を二人分食ったおかげで腹がもたれるな宮野の食い残しを見て食堂の調理係が怒ってなければいいが──

　どこから真琴の意識でどこまでが僕の考えることなのか解らなくなってきた。

　──切るわよ──

　プツリ。別の意識が遠ざかる。

「なんとなく解わかった？　正直言ってあたしも恥ずいからほとんどを隠したまんまだけど、ま、そんな感じよ。解りやすく言うとそれがＰＳＹサイネットワーク。他人と、意識と知識と感覚を共有すること。その全能力者版ね。一人や二人じゃなくて、ＥＭＰ能力者全員よ？　数千人規模の同一化よ？　だからネットワーク」

　僕は頭を何度も振った。よそ者の思念を脳内から追い払うように。精神の結合はもとより、こんな女の頭の中を覗のぞかされたほうが被害甚じん大だい、精神的衝しよう撃げきだった。もしこんなのが何千人にもなったならと思うと心底ぞっとする。

「そんなものがあるとは知らなかった」

　能力者全員を繫つなぐ感応能力の連絡網。便利と言えば便利のような気もするが、自分の精神を相手に読まれるのも不特定多数の心を読めてしまうのも、僕ならごめんだ。

「今はない。実は、存在したのは一いつ瞬しゆんで、すぐに失われた。もう何年も前のことだ」

　この会長はもっと感情を込めて喋しやべれないものかと思う。

「存在したり消えたり器用なことだな。どういう理屈だ。それからその消えたやつが今回の外の騒さわぎにどう関係しているんだ？　ＰＳＹネットワークとやらが」

「ネットの構築と崩ほう壊かいについては詳しいことはまったく解っていない。この事件に関係しているかどうかもだ。今解っているのはその可能性があるということだけだ。だから俺おれはキミに情報の収集を依頼している。心配はいらない。判断は俺がする」

「だから──」

「なぜあんたかって言うんでしょ」と真ま琴ことが先読みして言う。「ま、はっきり言って、外部の人間はこれらの事件がこの学園の生徒の仕業じゃないかって疑っているわけよ。無理もないけどさ。そこにノコノコと能力丸出しみたいな奴やつが登場してみなさいよ。余計に疑惑が強まるだけよ？　その点、あんたは背後霊れいさえ姿を現さずにいたらただの一般ピープルだし、何か不測の事態があってもやっぱり後ろのお春はるちゃんが守ってくれるでしょ。だからよ」

　一応もっともらしく聞こえる。だが何か引っかかる。気をつけたまえ。その前に宮みや野のと話していた話題は、学外の想念体、ＰＳＹネットワーク、そして、生徒会長。

　日ひ比び木きは最初に見た時から姿勢を変えずに、机に肘ひじをついていた。

「キミには外出許可を与える。想念体出現ポイントの詳細は資料を用意してある。すべてを回るのは不可能だろうから、重要度の高いポイントを優先的に調査してもらいたい。今日中に帰校するのが望ましいが、無理ならばどこかに宿泊してもいい。必要経費の申しん請せいは後日受け付ける。しかし明日の午前中にはここで報告してもらう。いいかな」

「いいかなと言われてもな」

　僕は言葉を濁にごした。直観が告げている。かかわるな。

「あんたは今の境遇にうんざりしてるみたいだからね。無能力者なのにＥＭＰ学園にいることが我慢ならないんでしょ？　あたしから見たらそんなの単なる自じ己こ憐れん憫びんにしか思えないけどさ。でもあんたの気持ちもよく解わかるわ。だからこれは、ちょびっとだけでも人里に降ろしてあげようっていう特別待遇よ。少しは気も晴れるでしょ？　難しく考えずにさ、お春はるちゃんとデートでもして来たら？」

　僕の頭の奥底で春はる奈ながぐらつく感覚。これは僕の感覚ではない。

　なおも思案する僕に、

「バイト代出すわよ。日給で、このくらいでどう？」

　真ま琴ことは手品のように取り出した電卓を叩たたく。表示された数字を見て僕は腕を組んだ。告白するとアルバイトなんぞしたことがないので相場が解らない。これは高いのか安いのか。

　しばらく考えるフリをしてから僕は答えた。

「解った」

　実際問題として学校の敷しき地ちから出て行けるなら理由なんかどうでもいい。ルーチンワークみたいな毎日の繰くり返しには飽き飽きしていたところだ。適当に視察して適当に感想を言うだけで金くれるんだったら貰もらってやろうじゃないか。

「ありがたい」

　日ひ比び木きは無感動にそう応じて真琴に向かってうなずきかけた。真琴はテーブルの上にパサリと十ページくらいの束ねたレボート用紙を置いて、

「じゃ、これ。目的地の場所とそこ行くまでのルートね。それからそこでどんな現象が発生したかの被害状況と目もく撃げき証言。あんたがやるのは現場がどんなことになってるのか眺めてくるだけ。簡単っしょ？　あとこっちの封筒は交通費。お釣りが余ったらガメてもいいわ」

　遠えん慮りよなくそうさせてもらおう。紙の束と金一封くらいの封筒をブレザーの制服にねじ込んで僕は立ち上がった。

　生徒会長は相変わらず平らな声で、

「裏門に車を用意させている。乗って行ってくれ。徒歩だと時間がかかる」

　と言うことは今すぐか。

「授業は出席扱いにしてくれるんだろうな」

「計らおう」

　真琴が嫌らしい笑顔で側そばにやって来た。

「気をつけて行ってらっしゃいねぇ。変なところに行っちゃだめよぉ。あたし、待ってるからあ」

　肩にしなだれかかってくる。後頭部がパチパチ言い出した。さすがに春奈も激げつ昂こうの頂点に登りつめようとしている。止めようとも思わないが、そんなことになってもこの女が喜ぶだけだろうから、僕はぞんざいに振り払ってドアに手をかけた。

　扉を閉め切る前に、

「あ、それからね。あたし、あんたの妄想よりももうちょっとグラマーだから」

　僕はできるだけ音高くドアを閉めようとして失敗した。生徒会長室の扉はスプリングの能力をいかんなく発揮して、ゆっくりと閉じていった。

　憤ふん懣まんやるかたなく会長室に背を向けた、その目の前に春はる奈なの白い姿がたなびいている。意外にもその表情はまだ曇くもっていた。

「どうかしたか？」

　春奈は僕を一直線に見つめて、

《てき》

　またか。真ま琴ことがお前の敵なのは知ってる。

《ちがう》

　春奈は訂正する。

《あのふたり》

「日ひ比び木き会長もか？」

《そう》

　春奈の想いが何だかよく感じ取れないもやもやを伴って僕の頭に忍び込んで来た。まるっきり稚ち拙せつで抽象的な感情。不安と恐れをうんと薄うすめて甘酢を加えたような名状しがたい感覚だ。何が言いたいのかさっぱり伝わらない。

《あたしたちの》

　春奈はそう言うが、実のところ僕は真琴がそんなに嫌いじゃない。こちらに対してまったく気を遣っていないということはこちらも気を遣う必要がないということだ。日比木会長はよく知らないが、真琴が似合わない書記なんか大人おとなしくやってるってことは、それなりの人物なんだろう。そういう意味でも僕は真琴を買っている。

「まあいいさ。とりあえず、久しぶりの俗世界だ。春奈、お前は人目につかないようにしてろよ。誰だれかにイタズラするのもなしだぞ」

　春奈はふらっと僕の腕にしがみつくようにまとわりついた。表情に明るさが戻る。お出かけするのが楽しみだと言わんばかりに。

　歩き出した僕に春奈は、

《わかな》

　透き通った腕を横に伸ばしている。指差した先には、向かいの校舎、一年生の教室があるあたりだった。一階の真ん中くらい。

《わかな》

　春奈が繰くり返し、僕はやっと悟った。

「若わか菜なに会いたいのか？　今？」

《そう》

　顔を合わせるたびに無邪気なにらめっこばかりしているくせに、どういった風の吹き回しだろう。僕は渡り廊下へと爪つま先さきを方向転換させた。







　二時間目が終わるまでしばらくかかった。

　チャイムと同時に出てきた女子生徒が、廊下の壁かべにもたれている僕と、その横でゆらゆらしている春はる奈なを見てギョッとしたように立ち止まった。

「ひえっ」

　朝、食堂で僕に味み噌そ汁しるを渡してくれた女の子だ。若わか菜なと同じクラスだったのか。

「すまないが、妹を頼む」

　少女は脱だつ兎とのごとく教室に舞い戻り、ほどなくのんびり顔の若菜がてくてくという感じで出てきた。

「なあに？　兄さんが来るなんて珍しい」

「春奈がお前に用があるそうだ」

「へえ。もっと珍しい。なになに、春奈。成仏するの？」

　おかしそうに微笑ほほえむ若菜に、同じ笑みを浮かべる春奈が滑り寄った。真正面から抱きつくように迫る。

「わっ、わっ。やだ、春奈、やめてよ」

　若菜は両手を顔の前にかざすが何せ相手は霊れい体たいで、春奈の透けた身体からだが若菜の身体に重なり合うようにして、ふっと消えた。

　若菜は足をもつれさせてよろめき、二三歩後ずさってから顔を上げ、

「ん…………」

　身体がそこにあることを確認するように、若菜は自分の両手の手の甲を見つめ、幼い笑顔を僕に向けて、そして飛びついてきた。

「どわ」

　衝しよう撃げきで僕は廊下の壁に背中を打ち付ける。若菜の細っこい両腕が僕の腰に巻き付いて、全身で抱きついてくる。

「お前、春奈だな！　こら、やめろ。離れろって！」

　休み時間。教室前の通路。通り行く生徒たちが男女問わず「引いて」いるのが解わかった。僕だって校舎の廊下で抱き合っている兄妹きようだいなんかを見たら、かなり引く。

　若菜の肉体を乗っ取った春奈は、そんな僕の言葉を完全シカト状態で、胸に頰ほおをすり寄せてくるのだった。肩をつかんで押しても、いやいやと首を振る。背中で立てられている若菜〈春奈〉の爪つめがブレザーとワイシャツに食い込んでいた。

「……怒るぞ」

　ようやく若わか菜な──いや今は春はる奈なだな──は、真下から僕を見上げて声もなく笑う。目が三日月になる。背に回っていた腕を戻して、僕のネクタイを結び直した。ヘタクソな結び目。

　春奈はもう一度僕の胸元に顔を埋めてじっと固まった。白いセーラー服姿の霊れい体たいが若菜の身体からだにダブる。ゆらり。再び分離して、春奈は僕の許もとへと舞い戻った。首尾良くイタズラを成功させた幼児のように楽しげな思念波。

「もう……春奈のばか……」

　シャツ越しに若菜の唇が動いてそう言った。耳までを真っ赤にしながら若菜は、パッと身体を離し、

「ばかーっ！」

　叫びながら後ろを見ずに教室へと飛び込んだ。

　その若菜の後ろ姿を、春奈は実に嬉うれしそうな笑みで見送っていた。













○三章







　六年前のあの日、春奈は僕と若菜の目の前でトラックに弾はじき飛ばされた。その時、僕と二人の妹は並んで夕暮れの中を歩いていた。学校帰りではなかったかと記き憶おくしている。なぜ春奈が歩道から車道へと、まるで誰だれかに呼ばれたように駆け出したのかは今もって解わからない。直後、鈍い音の後に小柄な身体は宙に舞っていた。即死であったという。

　両親も悲しんだし、僕だってそうだ。若菜だけは棺ひつぎで眠る春奈の顔を不思議そうに眺めていて、通夜の席に訪れた弔問客の涙を誘っていた。

　二人はよほど気をつけていないと僕でも見分けがつかなかったほどだったが、唯一の違いが首の後ろにある小さな黒子ほくろ、あるほうが若菜、無いほうが春奈だ。僕はよく彼女たちのどちらかを捕まえては、くすぐったがって身をよじるのを無視して髪の毛をかき分け、それで固有名詞を特定していた。一人にそれをやると残りの一人も寄って来て同じ事をしろと言うのには閉口したが。

　彼女たちにとって双子の片割れは、真実、自分だったのだろう。若菜は半身の死をいまいち理解できないようで、なぜ自分の身体からだが棺かん桶おけに入れられているのか、訝いぶかしむように僕に訊きいた。

　何と答えたのかは覚えていない。僕は嘆くのにいそがしかったからだ。もっともその嘆きが驚きよう嘆たんに変化し、やがて諦てい観かんに取って代わるまでにそうそう時間はかからなかった。なぜならその次の日に春はる奈なは霊れい体たいとなって現れ、そして今もここにいるからである。

　白いセーラー服をひらひらさせながら、春奈は人工衛星のように僕の周りを回っている。死んだ当時の精神年ねん齢れいのままで。

　春奈の肉体が消えたことで初めて双子は別々の存在になったのだ。







　三限目の開始を告げるチャイムが廊下に鳴り響ひびいていた。僕は校舎裏に抜ける一階通路を歩きながら、

「一応遊びじゃないぞ。それから、学校を出たら姿は隠しておけ。解わかってるか？」

　僕の目の前でひらりと止まり、白い霊体はその名の通り春のように笑った。解っていたらいいのだが、解っていても解っていないフリをするのが得意だから困るのだ。

　などと僕が人知れず考えながら歩いていたらまたややこしい奴やつが向こうからやって来た。

「やあ寮りよう長ちよう殿！　奇くしき遭遇であるなっ！」

　白衣と同様に真っ白な歯をむき出しにした宮みや野のが無為に朗らかな笑顔でどんどん近付いてくる。

「授業に出なくていいのかね！　寮長殿らしくないではないか！　おお、春奈くん、無事息災かね？」

「見てのとおり死んでる」

「ところで茉ま衣い子こくんを見かけなかったかな？」

　例によって会話が成立しない奴だ。

「一緒に中庭を走ってたじゃないか」

「その後のことだ。警けい報ほうにも値しない小物の想念体をちょちょいと片づけている間にいつの間にか消えてしまったのだ。はてどこに行ったものであろうか。見かけなかったかね」

「いいや。単にお前について歩くのが嫌になっただけじゃないか？」

「それはない」

　やけに自信たっぷりに宮野は言い切った。

「私はこう見えても茉衣子くんに高評価を与えている。あの娘は少しばかり非常識な価値観と感性を所有しているにもかかわらず自分を常識人と誤認しているというなかなか得難い特性の我が対たい魔ま班はん員だ。この私が好ましく思うほどのな！」

　僕の左横で胡う散さん臭くさそうに宮野を眺めていた春奈が、

《ばか？》

　まったく同感だ。

「お前がどう思おうと、それがあの娘こがお前にうんざりしていない理由にはならんだろ」

「これは異な事を言う。私の評価以上に重要なものがこの学園にあるとでも？」

　大ありだろうとは思うが、意味無しトークを聞くヒマは今の僕にはなく、そのまま立ち去ろうとして思い出した。

「おい、ちょっと待て」

「私の生き様に何か疑問な点でもあるのかね」

「僕が生徒会長に呼ばれた理由をお前は知っていたのか」

「いや知らん。だが、寮りよう長ちよう殿がそう言うということは、やはり外の世界におけるＰＳＹサイネットの歪ゆがみについてなのだろうな。ご苦労なことだ。私は放っておくべきだと考えているのだが」

　僕は方程式を使わずに鶴つる亀かめ算ざんを計算せよと言われた受験生のように沈ちん黙もくした。

「おや、これは言うべきではなかったかな。実を言うと私もよく解わかっていないのだ。よく知りもしないことを口にするのは恥ずべき行為でもある。よって私には何も言えんな。それはともかく私からも一つ質問だ。寮長殿は二人いる妹のうち、どちらが好きかね」

　なんてこと訊ききやがる。目の端で春はる奈なの頭が動くのが見えた。こちらを向いたおぼろげな顔から視線を痛いほど感じる。ここで僕が返答をトチると、また余計な騒さわぎが持ち上がることになるのだろう。ごまかそう。

「そういやお前は会長から伝言を託されたと言ってたけど、真ま琴ことは自分が言ったと僕に教えたぞ。どういうこった」

「ふむ？　縞しま瀬せ真琴がそう言ったのかね。なるほど。ならばそうなのだろう。実際大した違いはない。会長殿も彼女も似たような存在だ。区別することもあるまい」

　似てるからと言って区別しないのであればリンゴの代わりにトマトを使ったものでもアップルパイだと言って通用するだろう。

　宮みや野のは真顔らしきものを作って言った。

「さて寮長殿。想念体がその発生頻ひん度どを最近加速度的に増大させているのはなぜだろうか。私にとっては力の振るい甲が斐いがあって望むべき傾向だが、残念ながら賛同者は少ない。茉ま衣い子こくんあたりに言わせるとうっとうしくてしょうがないとのことであるようだ。そして会長殿も彼女と同意見のようなのだ。キミはどうかね」

「うっとうしくてしょうがないね」

　昨夜に寮で暴れていた黒ウニやさっきの死神モドキ。せめて僕の前に現れないようだったらもっと寛容な気分にもなれるだろうが。

「可愛かわいらしい犬とか猫で出てくるならまだしも、あんなに不気味じゃあな」

「想念体の源となるのは個々の能力者の想念力だ」

　聞いているのかいないのか、いやたとえ聞いていても結果は同じなのだが、宮野は僕の横にいる春はる奈なに言い聞かせるように、

「それが寄り集まって想念体となる。学園をうろついている退治すべき奴やつらは無意識が凝こり固まった産物だが、もっと高尚な存在を人為的に生み出すこともできる。私や茉ま衣い子こくんのようにな。私が団長を務める《黒こく夢む団だん》はさらなる高次の存在を追い求めるべく日々精神修行に余念がない。寮りよう長ちよう殿もどうかね、妹君ぎみともども入団しては。今ならもれなく『偽ホノリウスの書』を私の詳細な注釈付きでプレゼントしてもよい」

「けっこうだ。じゃあな宮みや野の、僕はしばらく留る守すにする。寮に何か出たら祓はらっておいてくれ」

「ん、ああ寮長殿、まあ心配することもあるまいが一応言っておこう。気をつけてな！　では春奈くん、オイタするでないぞ。ではまた会おう！」

　白衣の裾すそを翻ひるがえし大またで歩き始めた宮野の後ろ姿を、春奈は目で追っていた。僕も付き合って見送っているうちに、宮野は廊下の真ん中で何かに足首をつかまれたようにつんのめり無ぶ様ざまにコケた。

《ふふふ》

　春奈は児童のような思念で笑い、僕は肩だけをすくめて校舎の端へと向かった。これくらいの悪戯いたずらならかわいげがあっていい。

《ねえ》

　僕の肩の上に頰ほお杖づえをつくような姿勢で浮いている春奈が思念を飛ばしてよこした。

《ほんとはどっちがすき？》

　僕は心臓に打ち込む杭くいの種類はヒノキがいいかクヌギがいいかと問われた昼間の吸血鬼のように沈ちん黙もくした。







　日ひ比び木き会長が車を用意させたという裏門は校舎外れ、だだっ広い学園の最も北側だ。食料やら郵便やら宅配便やらのトラックは、そこから入って来て搬入口に横付けされる。唯一まともな舗ほ装そう道路は学園を無意味なまでに大きく迂う回かいして裏に回り、通用口に達しているこれ一本だ。人里から隔離された山の中にあるだけあって、この学校の正門から下界に降りようとすると、舗装もされていない曲がりくねった山道をひいひい言いながら下っていくしかなく、もしうっかり森の中にでもさまよい込んでしまったら磁石でも持っていない限り遭難は必至である。

　雑草が大手を振って繁はん殖しよくする食堂の裏手を通って裏門に向かう。搬入スペースの手前に運送会社のトラックがぽつねんと止まっていた。それ以外に車の姿はない。

「春奈、消えてろよ」

　もう一度注意を喚起させておいて、僕はトラックの運転席を覗のぞき込んだ。

　冬眠中の熊みたいなおっさんがシートを倒して居眠りの真っ最中だった。ウィンドウをコンコンと叩たたく。起きない。さらにゴンゴンと叩き、ついにガンガンに至って、やっと運転手の覚かく醒せいに成功した。

　ぎょろりと目玉をひん剝むいて僕を睨ねめ付けた髭ひげ面づらのドライバーは何かに似ていると思ったらダルマにそっくりなのだった。彼は運転席のサイドガラスを降ろして、

「誰だれか乗せてけってのは、あんたのことか？」

　ハイヤーを期待していたわけでもなかったが、用意させた車とやらがただの配送帰りの運送トラックであることに落胆しながら僕はうなずいた。

「お待たせしたようで、すみません」

　助手席に乗り込んで僕は出勤一日目に遅刻した新入社員のように頭を下げた。僕だって一人の礼れい儀ぎをわきまえた常識的な高校生として、これくらいの話し方はできるのである。

　黒々としたヒゲを鼻の下から顎あごまで地続きにしたアメフトのラインマンみたいなガタイの運転手はガテン口調で、

「おう、もっと遅くてもよかったくらいだ。そのぶん仕事がさぼれるからな。なに気にするな、あんたが来るまで待ってろってのは会社の命令でな。どうせだからしばらく昼寝してから行くか？」

　職業意識に欠ける運転手には悪いが僕は首を横に振った。退屈した春はる奈なが何をしでかすか解わからない。ワイパーを動かすくらいならいいが、勝手にエンジンかけてハンドル操作されたらかなわない。

「ならしょうがねえ。行くとすっか」

　無骨な手がキーをひねり、エンジンが始動。僕はシートベルトをしめた。車に乗るのも久しぶりならトラックの助手席に座るのは初めてだ。

　意外に慎重な滑り出しで、ゆっくりと車は発進する。

　僕は先刻まで顔を合わせていた会長の顔を思い出そうとしていた。十秒ほどの努力ののちにあきらめた。どうやってもイメージが湧わいてこない。本当にそんな奴やついたのかどうかさえ怪しく思えてくる始末である。日ひ比び木き……ええと朋とも久ひさとか言ったか。どんな能力を持っているのか聞きそびれたが、会長の地位にいるくらいだから特別強大な力なのだろう。だいたい生徒自治会長とはどんな選ばれかたをしているんだ。会長選挙に参加した覚えがない。

　帰ったら尋ねるべき項目を心にメモして、僕はドアミラー越しに遠ざかる校舎を見つめた。

　帰らないとダメなんだろうな、と思いつつ。







　通用門の外、そこは真に単なる山道だった。最終点が第三ＥＭＰ。ここに到るためだけに敷ふ設せつされた県道である。

　嫌になるほどの快晴で、嫌になるほど青々とした木々が道の左右にひしめいていた。花粉症でもないのに僕はこの季節が苦手だった。寒くもなく暑くもない晩春の風は、僕に六年前の春はる奈なの事故死を思い出させる。死にっぱなしでいてくれたら悲しんでいるだけでいいが、その幽ゆう霊れいが背後に憑ついているかと思うとこれはもはや喜き劇げきだ。脳が茹ゆだるほどの夏の暑さが待ち遠しい。余計なことを考えようという気もなくなるからだ。

　僕は黙だまって窓の外を眺め続けていた。草食動物の腸のように曲がりくねった緩ゆるやかな坂道をトラックは安全運転でそろそろ走っている。スピードの出しようのない道ではあったが、どうも運転手がなるべく早く職場に戻りたくない手段のようにも思える。

「ちょっと訊ききたいんだが、いいか？」

　五分ほど走った後に運転手が口を開いた。

「どうぞ」

「あの学校って何の学校なんだ？　いや気を悪くしたらすまん。俺おれはこの地区に配属になって一ヶ月だが、同僚はみんなここへの配送をイヤがってるみたいなんだ。なんでだ？」

　なんでだと言われても……おおかた荷物の受け取りに出てきた搬入係のアルバイト生徒が手も触れていないのに段ボール持ち上げたり、どこからともなく呼び出した使い魔まに荷物を運ばせているのでも目もく撃げきしたからではないかと思う。

　僕は彼の第一の質問は飛ばして、第二の質問にこう答えた。

「さあ……」と、いかにも困惑したふうを装い、「なぜでしょうね」

　このドライバーはＥＭＰ能力者についてのあれやこれやを知らないらしい。知らないほうが幸せなことはやはり知らないほうがよい。いずれ知ることになるにしても。

　髭ひげ面づらが僕のほうへと向き、

「あんた、普通の高校生だよなあ。俺の聞いた話だと、いやすまんな、人から聞いただけなんだ。なんか変な生徒ばかりがあそこに集められてるってのは本当かい？」

「変という言葉の意味にもよりますが」

「単刀直入に言って、頭がおかしい子供たちだと聞いた」

　後ろの襟えり足あしにチリチリが走る。

「やめとけ春奈」

「何だって？」

「いや何も。独り言です」

　運転手の口調はまさしく単刀直入で、妙なニュアンスが皆無であることは僕にとっては好印象だった。彼は純粋に辺へん鄙ぴな場所にある学校に対し素朴な疑問を持っているだけだ。

　僕は前々回くらいの寮りよう長ちよう会議で真ま琴ことから聞いた話を思い出した。その時の会合場所は女子寮のロビーで、気を利かせた寮生が運んできた手作りクッキーをむっしむっしと食いながら、真琴はいつものニヤニヤ笑いを満面に広げては他ほかの寮長たちから三歩ほど敬遠され、僕の横で勝手に喋しやべっていた。

「この前さ、何とか言う人権団体のオジサンオバサン連中が何人かやって来たわけ。見るからに生き真ま面じ目めそうなのが。どうもさー、この学校、頭が不自由で可哀かわい想そうな生徒たちを全国からかき集めて閉じこめてるんじゃないかって勘違いしてたわね。ＥＭＰ能力なんか説明しても解わからないと思ったから、あたしが逐一連中の心の中を読んで言い当ててやったら青白い顔になって帰っちゃったけど。たまにいるのよねぇ、変に思い込んで視察とかに来る人たち。そっとしておいてくれたらいいのにねぇ」

　真ま琴ことが冗談を言っているのでなければ、その人々にとってはさぞ災さい厄やくであったことだろう。三つあるＥＭＰは別に秘密組織でも何でもない公立学校だが、率先して情報を公開するほど大っぴらにしたいものでもないので、身内にＥＭＰ能力に目覚めた子供でもいない限りこの学園の内容を正しく認識している人間も少なかろう。当然、国家当局からの情報操作も大なり小なり入っているだろうし、期間限定で超常現象を振りまく少年少女が日本にちょろちょろ発生しているなんてことを喧けん伝でんして社会不和を起こす可能性にかけるよりは隠いん蔽ぺい工作に走る、まことに日本的な処置である。

　頭のおかしい子供たち云うん々ぬんもなんとなく人為的に流された噂うわさのようにも思えるが、宮みや野のや真琴や他ほかに思い当たる数名の顔を思い浮かべるとあながち間違っていないような気もする。

　僕が第三ＥＭＰ学園で送らねばならぬ生活に不条理なものを感じる根幹はこの辺にあるように思う。学内において僕はいつまでも自分の立ち位置を見失ったままなのだ。いっそ宮野や真琴的狂気に浸ってしまったほうが主観的には幸せになれるだろう。

　僕がドライバーの問いに何と答えようかと考えていると、

「いらんことを訊きいてすまんな。まあアレだな。積み荷の受け渡しに出てきた学生たちは全然普通だった。何かワケがあってこんな山ん中の学校にいるんだろ？　そこまで立ち入ろうとは思わねえよ」

　ハンドルが大きく切られ、僕の身体からだを左右に大きく振りながらトラックは徐々に標高を下げていく。フロントガラス越し、木々の間から市街地がちらほらと垣かい間ま見みえる。懐なつかしの俗世界。

　眼下の街は別に僕の生まれ故郷というわけではない。第三ＥＭＰに来るまで僕や若わか菜なの暮らしていたのはもっと遠くの地方都市だった。もう二年も帰っていない。

　後頭部のチリチリが治まった代わりに声が聞こえた。

《このままかえる？》

　──自宅に帰りたいのか？

《にいさんがいるとこならどこでもいい》

　──じゃあしばらくは寮りよう生活だ。

《わかった》

　春はる奈なの思念波は春の夕焼けの香りがして、妙に懐かしい思いに駆られる。春先の夕日のイメージ。春奈が霊れい体たいになったのもそんな日の夕方だったことと、撥はねたのが今僕が乗っているようなトラックであったことを思い出した。

　運転手とはそれから当たり障りのない世間話に終始して、部屋にテレビもラジオもなく外界の情報に疎うとい僕はもっぱら相づちマシーンと化してひたすら適当な返答（「へえ」とか「ほう」とか「なるほど」とか無思考の反射的感嘆符）をしているうちに、山道は終わり、左右の濃のう緑りよく色の壁かべも途と切ぎれた。やっと学園から離れたという実感が湧わいてきた。







　目的地まで送ろうかと言ってくれた運転手の言葉に甘えることにして、僕は目当ての場所に近い田舎いなか道までトラックに揺られて運んでもらった。山のふもと、民家もまばらな田園地帯だ。田植えが終わったばかりの田んぼと、畑ばかりが広がるのどかな風景がどこまでものどかに続いている。

　地図と地名を表示する標識とを交互に見て、該当地点に接近したことを知った僕は、

「このへんでいいです」

　ダルマ顔に似合わぬ穏おだやかな運転でトラックは停車する。僕は丁寧に運んでもらった感かん謝しやの言葉を述べ、助手席を開いた。

「よおまたな。職場に帰ったら仲間に言っといてやるよ。何を怖がってんのか知らんが、あっこの学生は感じまともな奴やつらだぜってな」

　前向きに勘違いしてくれている。そのうちこの運転手も自分が早とちりしていたことに気づくかもしれない。ここは如じよ才さいなく微笑ほほえみつつ一礼するだけにとどめておく。
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　追い越し車線のない狭い県道でＵターンするべく切り返しをおこなうトラックの後ろで対向車の確認をして、ディーゼルエンジンの吐き出す黒煙が見えなくなるまで姿を見送った。

　ＥＭＰ学園に群れ集う生徒たちの本質を知ったあと、あの運転手にもう一度会うことはあるだろうか。会ったとき、どんな顔で僕を見るだろうか。

　予知不可能な未来を頭から追い払い、僕は五月さつき晴れの下、見知らぬ土地を歩き出した。

　真ま琴ことにもらった地図によると、第一のチェックポイントはここから農道に逸それてしばらく行ったところにあるはずである。

　僕はジャケットのポケットに突っ込んでいた紙束を取り出して該当するページを探った。

　調査すべき超常現象スポット第一弾は、ＵＦＯ集団目もく撃げき事件だ。

　資料のコメントはこう説明している。

　先月の半ば、午後十時過ぎ。巨大な光の玉がこの辺りで乱舞しているのが地域住民によって観測された。大きさは目撃者ごとにバラバラ、ある者はアドバルーンくらいだったと言い、ある者はドーム球場ほどもあったと言い、またある者はスイカ大だと言う。目撃証言を平均すると直径約五メートルの球形で、赤青オレンジ明るい灰色と目まぐるしく発光色を変化させる五つから十二個の間の数のＵＦＯ群が無秩序な軌跡を描きながら急降下ズーム上昇スプリットＳインメルマンターンリターンメントなどの機動をおこない、見物者たちを感嘆させたと言う。

　何事かと表に飛び出した住民たちの頭上で約十五分間のアクロバット飛行を披ひ露ろうした後、ＵＦＯの群れは一つまた一つと光を弱めて消えていったそうだ。

　水田に囲まれた閑散としている未舗ほ装そう道路、トラクターの轍わだち跡に沿うようにして歩く。地図と睨にらめっこしながら徒歩十分、そこだけ水の張られていない藁わらまみれで土剝むき出しの一角が視界に広がった。何ヘクタールあるのか、やたら広い面積の枯れた田んぼだ。

　一面に描かれた円形の幾何学模様。ひいふうみい……たくさん。

　あぜ道から見下ろす僕の目の前に展開しているのは俗に言うミステリーサークルそのものだった。実物を見るのは初めてだが、初めてだからと言って何ら感動を呼ぶ物でもない。

　一ダースはある。僕はあぜ道から降りて、一際大きいサークルのそばに膝ひざをついた。本場イギリスのミステリーサークルは爺じいさんコンビによる悪戯いたずらが本家本元だったとどこかで聞いたし、あれは確か麦畑の麦の茎を踏みしめて製作されたはずだった。ここは日本で、そいでもって田植え前の田んぼである。サークルは、黄土色の地面に白く輝かがやくように捺なつ印いんされていた。

　顔を近づけてみる。どうやらサークル部分の地面は結晶化しているようだ。ガラスのような手触りで、つるつるしている。指でほじくると簡単に剝はがれた。もろい水晶状の欠片かけらが指先に付着する。

「すこぶる興きよう味み深ぶかい」

　と、宮みや野のなら言いそうだ。

　高温を発する円形の物体が着陸して地面に触れた部分を瞬しゆん時じに焼きこがしてガラス状にしたような、つまりマジモノのミステリーサークルだ。オリンピックのマークよろしく幾重にも重なって付けられている。

　幾つかはこの田んぼからハミ出してあぜ道を越え、隣りん接せつする水田まで続いていた。そちらのスペースはすでに田植えを終えた状態で、水の底に消えていた。

　僕が宇宙に地球人以外の知的生命体が存在する可能性について考察を深めていると、背後からしゃがれた声が唐突に、

「まあ、あんた、誰だれから聞いたんや？」

　飛び上がるに充分な不意打ちだった。大急ぎで振り返ると、あぜ道と田んぼの境目に座り込んでいるちっちゃいお婆ばあさんが僕に目を向けていた。

　あまりに小柄なので声をかけられるまで気付かなかった。田畑から一段高いあぜ道にもたれて、お婆さんは水筒のフタで茶らしきものを飲んでいた。ツギハギだらけのもんぺに余り布っぽい頭ず巾きんという、どこからどう見ても農業に従事して幾年月というベテランのグランマファーマーである。

「まあ困ったもんや。隣となりの杉すぎ浦うらさんとこはさっさと耕して苗植えとるちゅうに、うちんとこはそいつのおかげでまだ水も張れんのや。ほんま、迷惑だがあ」

　色黒シワシワの顔をくしゃりと緩ゆるませてお婆さんは、腰痛をわずらった伊い勢せエビみたいな姿勢でよたよたと歩いてきた。

　僕が何も言わないうちに、

「うっとこの息子がなんやーこれは一大事や言いよって、田んぼに水引かせへんのやで。こんなん邪じや魔まやよって、だーっと耕してもうたらええとわしは言うとんのやけどな。なんやー、ＵＦＯ（婆さんは、ゆーえーおーと発音した）がどないやこないや言うて、このままや。早よ稲植えなあかんのやけど」

「ええと……。これは、そのＵＦＯが出た日にできたんですか？」

「ようは知らへん。わしはもう寝とった。なんやー朝起きたら杉浦さんとこやら吉よし野のさんやらが大おお騒さわぎしとったわ。えらいもん見てもうた言うてな。兄ちゃん、これ見に来たんか？」

「ええ、まあ」

「ほうか。何やねんなこれなあ。息子はテレビ局じゃー新聞じゃー言うて駆けずり回っとったけど、どこも相手してくれんー言うてゴネとったわ。そんなたいそうなもんなんか？」

「どうでしょうね。たいそうなもんではないと思いますが」

　息子さんの気持ちも解わかる。まずこの出来事はニュースになどなっていまい。だいぶ上の方からの情報規制が働いていることは想像にやすい。でなければ今ごろこの辺はちょっとした観光地の様相を呈しているはずだ。

　お婆さんはむぐむぐとヒビだらけの口を動かして、豆粒のような目を僕に向けた。

「兄ちゃんもそう思うか。わしもそうなんだがあ。やのにあのバカ息子ときたら、よそんちの田植えも手伝わんとボラボラしてばかりおるのや」

　その後の十分ほどお婆ばあさんの会話を拝聴し、僕は彼女の息子が地元の役場に勤めていることと、その嫁は息子には過ぎたオナゴであることと、爺じいさんは五年前に他界して田畑の世話はそれからお婆さん一人でやって来たことと、今年で三歳になる孫の男の子が一週間前ドブに落ちて二針縫ぬったことと、その孫にそろそろ弟か妹ができそうであることなどを知った。

「では、僕はそろそろ」

　このまま行けばこのお婆さんが満まん州しゆうから引き上げてからこの地に住み着くまでの半生を語られそうだったので、僕は遠えん慮りよがちに暇を願った。

「兄ちゃん、タバコ吸うか？」

　お婆さんはもんぺのポケットからマルボロメンソールを取り出して勧すすめてくる。

「いえ、吸いません」

　一応未成年だし、なにより飲酒喫煙は緩かん慢まんな自殺であるというのが僕の信条でもある。

「ほな、飴あめ食べるか」

　透明な包み紙の駄菓子をカチカチになった掌てのひらに載せて僕に突き出した。

「疲れたときは甘いもんがええんや。遠慮しんとき」

　有り難くもなかったが、お年寄りの好意を無にするのは悪いと思う程度には僕は偽善者であった。梅味とおぼしき飴玉を拝領しようと伸ばした僕の手に、半透明の白い手がかぶり、僕の右横で子供のような笑顔の春はる奈なが、片手を出して老婆の掌に自分の左手を重ねていた。

「あーら、かわいい子やね」

　お婆さんは糸みたいな目をさらにすがめて春奈を見ていた。彼女の老眼が進んでいることを切に願うほかない。

　飴玉はひょいと宙に浮くと、僕のジャケットの胸ポケットに忍び込んだ。

「ありがとうございます。いただきます。では本当にこれにて」

　きびすを返した僕に、老婆は、

「来週には苗植えるでえ、これ見たかったらまた来きいや」

　声が追ってきた。振り返って会釈すると、老婆はうまそうにタバコを吹かしている最中だった。春奈は背の曲がった老農婦に向けて、主人を前にした犬の尾のように手を振っていた。

　そう言えば僕たちの爺さん婆さんにも長く会っていないことを思い出し、僕はもう一度頭を下げると、

「行くぞ、春奈。適当に見計らって消えろよ」

　あぜ道を県道目指して早足で歩く。白い衣装を揺るがせながら、春奈は僕の隣となりで老婆の姿が小さくなるまで後ろ向きに飛び、お婆さんが親指の爪つめほどの大きさに見えるくらいまで離れて、やっと姿を消した。







　だからどうした。

　という感じだった。他ほかでもない、ＵＦＯと謎なぞのサークル模様についての感想だ。想念体が未確認飛行物体の形状をなして乱れ飛んだなどという事態は多分初めてのことだろうが、だったらウニや死神だって前例があるとは思えない。だいたい被害と言える被害もないようである。天然もののミステリーサークルを見せ物にしたがっている息子さんによりお婆ばあさんの田植えが遅延しているくらいのものだ。むしろ珍奇な光の演舞が多数の人々の目を楽しませたであろうことはメリットデメリットで言えば前者にカテゴライズしてもいいくらいだ。せいぜいが人心を惑わした程度のものだろう。この程度の情報など放っておけば自然に風化する。矢継ぎ早に発生したら別だろうが、

「ああそうか」

　矢継ぎ早に発生する可能性を会長は憂ゆう慮りよしているのか。

　あぜ道からアスファルトに復帰して、僕はまたコピー用紙を取り出した。この場所を最初の調査地点に選んだのは学園から最も近かったからに過ぎない。丁寧なことに真ま琴ことからもらった資料は回るべき地点を順序立ててルート設定してくれている。真琴にこんな気配りの精神があるとは信じられないから日ひ比び木き会長の配慮だろう。そのワープロ打ちの文字が印すところによれば、次はここから南下し、市街に接近した川べりである。市バスに乗っていけと書いてあったのでそうすることにする。

　県道に出た僕は最寄りの停留所を目指して路側帯を歩き始めた。さっきのお婆さんを横目で窺うかがうと、ぎっくり腰にかかったダンゴムシのように身体からだを丸めてまだ一服中だった。切り取って額に納めたら印象派の油絵にそのままなりそうな牧歌的なランドスケイプ。

　田舎いなかにありがちな屋根付き停留所で確認したところ、次のバスが来るまであと半時もある。

　あちこち腐食の進んでいる木製ベンチに腰掛けてバスを待つ。時間の有効利用として、僕はこれから調査すべき事件のあらましを斜め読みした。

　日比木会長が見てこいと言っていた地点は残り四つだ。

　一つは、川にかかった橋の不可解な倒とう壊かい事件。

　一つが、駅前雑居ビルの外がい壁へきに現れた謎の影。

　次に、繁はん華か街がいの看板が突然歩き出した不思議。

　最後に、巨大な蜘く蛛もが交差点の真ん中に巣を張ったとかなんとか。

　看板が歩き出すってどういう事かと思ったが、よくよく読んで納得した。それは全国的に有名なカニ料理のチェーン店で、軒先にでっかいタカアシガニの模型を飾っていることでも知られているアレだ。どうもそのカニが独立して飲屋街を散歩したらしい。大した思考を持たないはずの想念体がやっているにしては奇妙に解わかりやすい行動だ。宮みや野のみたいなお騒さわがせ野郎たちがつるんで計画的にやっていそうな気け配はいすらする。真ま琴ことは学園内に犯人はいないと言ったが、外部の人間が第三ＥＭＰを疑うのも解わかる話だ。

　バス道に人通りはなく、通り過ぎる車もほとんどない。春はる奈なは僕の言いつけを守って完全透明化して気配だけの存在になっていたが、

《だれかみてる》

　後ろ髪を引くような声を届けた。

「あのお婆ばあさん？」

《ちがう》

「どこから？」

《とおくのほう》

　目の前にあるのは、何年も補修してなさそうなアスファルト道路、その向こうには田畑、そして山の緑と、点在する民家、農作業をしているごく少数の人影しかない。誰だれもこっちを眺めているようには見えない。

《あっち》

　顔の前に白い手首だけが浮かび上がった。春奈の人差し指だけを伸ばした右手、向く先は少し離れた場所にある山の中腹あたり。目をこらしてみても、目に痛いほどの緑黄色しか──、いや、何か動いた。

　淡い明るい色がゴマ粒くらいの大きさで木々の間から一いつ瞬しゆん覗のぞき、すぐに見失った。しばらく両眼の視力の限りを尽くして凝ぎよう視ししてみたが、人工的な色彩は二度と現れず、人影のようにも見えたものの自信はない。だが青っぽいパステル調の色合いだけは見て取れた。

《きえた》

　こっちを見ていた奴やつが消えたのではなく、僕に向ける意識が違う方向へ行ったということらしい。

　さてさて。

　どうやら僕は誰かの監かん視しを受けているようだ。誰だろう、と疑問に感じるのもばかばかしい。会長の手の者に決まっている。最初に思いつくのは僕らがこのままどこかに行かないように保安部の誰かが張りついているということだ。それなら解る、常識的な行動に違いない。解らないのは、なぜそうまでして僕にＵＦＯ騒さわぎやぶっ壊こわれた橋はし桁げたや歩くカニ看板の調査をさせねばならないのかということだ。

「ま、いいか。帰ったら問いつめてやる。それまでは久々の普遍的な一般常識世界を楽しませてもらうさ」

　一人ごち、僕は目の前で一人じゃんけんをしている春奈の手に自分の手を重ねた。

「そろそろやめとけ。誰かに見られたら腰を抜かされるぞ」







　バスが来た。













○四章







　何の気なしに時計を見て、デジタルの数字が秒数の下一ひと桁けたまで同じで揃そろっていると「おお」とか思うことはないだろうか。４時４４分４４秒とか５時５５分５５秒とか、あるいは二十四時間制時計表示ならば２２時２２分２２秒とか。一見それは、ごく低い確率でしか目にすることができない珍しい現象であるように思える。実に二十四時間制表示で八万六千四百分の一の確率である。人によってはそこに偶然以外の何かを見いだすことがあるかもしれない。なんせ八万六千四百回に一回だ。

　しかしながらこれは単なる確率統計でしかなく、１５時３８分４２秒とか２０時０７分１３秒でもまったく同じ印象を受けるべきなのに人間は意味がある、もしくは意味があると思いたくなるような数字にしか注意を喚起されないのだ。

　このことから、人間が不思議を不思議と思う心理にはその人間の恣し意い的な思考が混入していることが解わかり、たとえばさっき僕がチラリと目を落とした腕時計には１２時３４分５６秒という数字が表示されていたが、ひとこと「偶然」と言ってしまえば事足りるものでしかない。「偶然」を「必然」にしたがるのは、その現象でなく、現象を観測している人間側の精神に問題がある。観測されて初めて現象は意味を持たされるのである。

　そしてこの世は偶然で満ちあふれている。

　真っ昼間ということもあるのだろうが、バスの乗客は僕一人、プチ貸し切り状態だった。市営でなければ即刻廃線処理されてそうな客の少なさである。

　乗り込んで三十分、幾つかの停留所を経由したがバス待ち顔の利用者は皆無で、信号も黄色を虚むなしく点滅させるのみの一本道をノンストップで走り抜け、ようやくバスが乗客第二号を乗せたのは緑多き大自然から相当離れて市街地の端っこに到達したあたりだった。

《たいくつ》

　頭の中で、春はる奈なが見えない椅い子すに腰掛けて足をブラブラさせているイメージが湧わき出てきた。春奈は拗すねたような顔つきで頰ほおを膨ふくらませている。

　宮みや野のは春奈が僕の頭の中に存在するとか言ってたが、賛成はしないものの実際に姿を見せず思念だけが頭に木こ霊だますると、そんな気分にならないでもない。

「大人おとなしくしてろ」

　同乗者に聞こえないよう小声で呟つぶやいて、僕は資料をもう一度確認する。

　二番目の事件現場はこれよりさらに南下した川沿いである。そこまで行くともう住宅街で、川も下流域に入っている。ドブ川や工業用水路ではなくて、自然の外観を残した二級河か川せんということになっている。

　コピー用紙に捺おされた明みん朝ちよう体たいの印刷文字は次のように語っていた。




　それは桜舞い散るうららかな朝日の中で起こった事件だった。川の両岸から計ってほぼ中央に、突如として渦巻きが発生したのだ。散歩中だった数名の通行人が不ふ審しんを覚えて足を止める。彼らの目前で渦巻きはさらなる成長を遂げ、一帯の川の水がすべて渦巻きへと変化し、上流も下流も干上がって底が見えるほどになった。凄すさまじい勢いで回転（右回りだったそうだ）するそれは、やがて今度は竜巻のように空中に舞い上がり、そして一匹の長大な龍りゆうに姿を転じると、たまたま付近にあったコンクリート製の橋の下へ潜もぐり、体当たりするように橋を破は壊かいしてから上空へと飛び去った。早朝と言うこともあり人や車両の通りがたまたま絶えていたのはもっけの幸いと言うべきであっただろう。空の彼方かなたへ消えた水龍の行方ゆくえはようとして知れないが、そこから一キロ以上離れた県境で魚が降り、かかる異常事態との関連は否定できない……。




　川の水が渦巻いて龍を飛び出させるのも世も末だが、その後遥はるかな高みから地面に叩たたきつけられた魚たちが一番の被害者だ。ちなみにこの龍は西洋ファンタジー風のドラゴンではなく、東洋思想的な辰たつ年どしの年賀状に描かれるような姿態をしていたそうである。きっと誰だれかが目の玉を入れるとかいう余計なことをしたせいに違いない。

　てなことを思いつつ車窓の外に目をやると、周囲の景色はすでに一変していた。

　山の香りを遥はるか遠くに残し、今やここは閑静なる住宅地であった。

　それから五つの停留所を経由して、僕はバスを降りた。

　第二チェックポイントまでは徒歩五分とある。不動産屋の住宅キャッチコピーなら「早足で」という隠された枕まくら詞ことばがかかるところだが、こんな資料でサバを読むわけもあるまいと思いつつ歩いていたら、七分弱で到着した。なんともツッコミにくい、中途半端な所要時間である。

　それは市町村の区切りにちょうど良さそうな、底は浅いが幅だけはそこそこある中州だらけの川だった。







「ふーん」とか思った。

　その橋は車が二台も並んだらドアミラーをぶつけ合いそうになるくらいの規模のもので、市道と言うより私道っぽく見えるチャチなシロモノだった。

　真ん中からめくれ上がるように倒とう壊かいしている。十メートルほど幅のある川で、橋が残っているのは両岸から二メートル程度か。通行止めを表すロープが橋の入り口に張り巡らされて往来を阻んでいた。

　錆さびかけた鉄筋が露あらわとなって灰色のコンクリがざらざらの表面を晒さらしていた。大部分は川の中で瓦が礫れきの小山を作り上げ、深くもない川の瀬せにちょっとした堤を形成している。護ご岸がん工事の行き届いていない岸辺では群生する葦あしたちが、無関係を装って風にたなびいていた。

　子供の溺でき死しを防ぐと言うよりは「この柵さくを乗り越えて川で溺おぼれようともそれはそいつの責任ですよ」と言いたげな鉄柵に寄りかかり、僕は渡河に適さなくなった橋の残ざん骸がいを眺めた。

　川のせせらぎはそれなりに爽そう快かい感を生じる自然を残していて、川の両岸にしつらえられた並木道に植えられた桜の木々は、もう少し季節が早ければ絶好の花見場所として陣取り合戦が繰くり広げられたことだろうが、今は蓑みの虫むしが絶好とする住すみ処かでしかない。

　シジミのように小さな蝶が微風に流されるように僕の目の前を通過した。

　平和だ。

「まだ誰だれか見てるか？」

《いない》

　ちょっと自信なげに春はる奈なは答えた。

《と、おもう》

　僕は水色の服装をした人間がいないかとさり気なく周囲を窺うかがい、道行く人影はまばら、そこでハタと気が付いた。今日は平日だ。真っ昼間に制服丸出しな紺ブレで街中をうろつくのは、ちょっと目立ちやしないだろうか。補ほ導どうでもされて校名を訊きかれた日には面めん倒どうなことになりそうな気がするが、

「まあいいか。気にしても仕方がない」

　次の現場に行く前にもう一度、橋のなれの果てを眺めてみる。

　もし通常世界で何も知らずに暮らしていたなら、川の水が龍りゆう神じんになって橋を撃げき破はし天高く舞い上がったなんて一ナノグラムも信じなかっただろう。渦巻きは単なる水流の加減で、龍に見えたのは集団幻覚、橋の倒とう壊かいもただの老朽化が原因で、それらの出来事がたまたま偶然にも同時多発的に起こったのだ、という「感想」を持ったに違いない。

　これ以上見るところなしと判断して川に別れを告げようとした時、

「偶然なんてものはこの世にありませんよ。世界はすべて必然によって運営されています。あたかも偶発的なように思われる事態の裏に隠された要因を感知できなかったとき、人はそれを偶然と呼ぶのです」

　横合いから澄すんだテノールの声が飛んできて、僕は振り向いた。

　背格好が僕とそう違わず年ねん齢れいも変わらないだろう男が一人、髪をかき上げながら僕に微笑ほほえみかけていた。

　ジーパンに焦げ茶のハーフブルゾンを羽は織おったそいつは、柵さくに身体からだを寄りかからせて首をこちらにむけ、ポスターなら「明るい学園生活」というキャプションをつけたくなりそうな、いかにも好青年みたいな笑みで顔面を装飾していた。なんとなく五人組のアイドルグループの右端くらいに混じっていてもおかしくないような顔立ちをしている。

　僕は自分でも解わかる無表情な顔になって、その爽やか男を見つめた。




　どこから湧わいて出た？




　先ほどまでそれらしい奴やつが近くにいないかと気を配っていたばかりだ。地回りのセールスマンと犬に散歩させられている還暦前後の老人以外に視界に入る人間はいなかった。確かだ。なのに、こいつはここにいる。

　そんな僕の疑問に構わず、

「たとえばこの僕たちの出会いのように。つまりですね、ここで僕たちがこうして出会っているのも偶然ではなく、必然の帰結なのですよ。高たか崎さきさん」

「誰だれだ、おまえ？」

「抜ぬき水みず優ゆう弥やと申します。以後お見知りおきを」

　男にしては鮮あざやかすぎる唇をほころばせて、優弥と名乗るそいつはハンサム面づらに喜色を浮かべた。

「初めまして。後ろのインビジブル・プリティなかたも」

《なあにそれ》

　春はる奈なが困惑の思念を届ける。

「第三ＥＭＰの学生か。見覚えはないが……」

　言いかけて、僕を監かん視ししてるのがこいつかと思いつく。監視者がのこのこと現れたりするのもおかしいが、

「保安部か？」

「いえ違います。むしろ彼らの真逆の立場にいる人間ですよ。僕はあなたのよき理解者です。どう理解しているかと言いますと、そうですね、愛は親等の差を超えるってな世界でしょうか」

　爽さわやかすぎて何だか無性に腹が立ってくる笑顔だった。黙だまって微笑ほほえんでいるだけで女が寄ってきそうな。

　優ゆう弥やは口の前で人差し指を立てて片目を閉じた。

「大きな声で言えませんが、高たか崎さきさん、あなたにだけはお教えしましょう。正直な部分のところ、僕は第三ＥＭＰとは無関係です」

　無関係なのに春はる奈なの存在を知っているとはどういうことだ。この場所にこのタイミングで登場する人間がＥＭＰ能力者以外であるはずがない。

　考えたことがそのまま顔に出たのか思念を読んだのか知らないが、

「そう、ご想像の通り、僕もＥＭＰ能力の恩恵を望まずに被こうむっている人間です。ああ、それから僕には読心能力はないですよ？　あなたが考えたことに返事をしているように見えたら、それは僕の卓越した洞察力に帰するもので、他意はありません。まあ少しばかり登場の演出の妙を意識してみたって感じですか。スベったようでしたらすみません」

　第三でなければ第一か第二の生徒、でなければ噂うわさには聞くがあるかどうか定かでない国家所属の不ふ穏おん当とうな組織がらみだ。

　あるいはイリーガルな組織。

　優弥はほがらかな口調で、

「高崎さん、タバコ吸います？」

「いいや」

「僕も吸いません。ですから……」

　男にしてはやけにしなやかな手を伸ばし、優弥は指を鳴らした。

　まるで「グッジョブ」と言わんばかりに立てられた親指の上に、小さな赤い炎が風にそよぎつつ揺れていた。

「こんな力を持っていても別に便利でもなんでもないわけです。コンビニで百円も出せばこれくらいの芸当なら誰だれでもできますからね。まあ花火するときくらいですよ、重宝されるのは。せめて趣しゆ味みが放火であったらよかったですかね。ああ、これは冗談ですよ？」

「それで」と僕は言った。「結局、お前は誰なんだ？　ファイヤー・スターター」

「それに関しましては」と優弥は言った。「おいおい語っていきましょう。あなたとお話しできることを僕は待ちわびていたのですよ。せっかくですので、この調査行に僕もご一緒してよろしいでしょうか。多角的方向から考察を加えることは決してマイナスにはならないと思いますが？」

「詐さ欺ぎ師しはたいてい親切めかして近づいてくることになっている」

「もっともな話ですねぇ。でも僕は高たか崎さきさんとその姉妹をあの学園から解放するきっかけになるかもしれませんよ？」

「なんだ、春はる奈なを強制成仏でもしてくれるのか」

「とんでもない。そのような可愛かわいらしいかたを抹消するのは大いなる罰当たりです。僕はあなたがたには末永く幸せになってもらいたいと考えてるしだいですよ」

　しれっと言い放つ優ゆう弥やをねめつけながら僕は心の内で問いかけた。




　──春奈。こいつをどう思う。

《へんなの》

　もやもやとした思念が脳内に立ちこめる。

《わるいひとじゃないみたい》

　判断保留のイメージが、ためらったように告げる。

《みかたかも》

　──誰だれの……って僕たちのか？　で、会長と真ま琴ことは敵なのか？

《そう》




「ご相談はお済みですか。ところでお昼もお済みですか？　いや僕もさっきから空腹で堪たまりかねておりましてね。よろしければ昼食にしませんか。記念に奢おごりますよ？」

「それは助かる話だな」

　懐ふところの金一封が余れば余るほど僕は愉快な気分になれるだろう。だからと言って男にナンパされてもちっとも嬉うれしくない。

　さてどうするか、と僕は考えた。どう考えたってこの男は怪しい。こいつは僕たちのことを知っているらしいが、それからしてすでに怪しい。わけ知り顔の丁寧口調が胡う散さん臭くささ爆ばく発はつだ。

　ひょっとして、と僕は思う。

　会長と真琴の狙ねらいはこれか？　僕というエサにどんな魚が引っかかるかという、その観察対象がこいつなのだろうか。釣り針の付いた糸をたどるとそこにあの二人がいるという仕掛けなのか？　しかし解わからない。なぜ僕なんだ。

　優弥は明朗な微笑ほほえみとともに、

「お悩みですね。無理もないでしょう、自分でもそう思いますよ。ちょっと登場シーンに思わせぶりな演出を入れすぎたかもしれません。はっきり言って怪しい奴やつにしか見えないことでしょう。ですが天地神明に誓って僕にやましいところはありません。あなたに感応力がないのは残念です。僕のこの処女雪のように清らかな精神を読んでいただければ一いち目もく瞭りよう然ぜんだと言うのに。ああ、そちらの妹さんには少しはあるんでしたっけ？」

　春はる奈ながさっきから伝えてくるのは、たどたどしい困惑だった。イメージで言えば野道で食べられそうなキノコを見つけたものの毒のあるなしが判断できずに困っているような感覚。

　僕は優ゆう弥やの顔から視線を動かさずに、

「会長と真ま琴ことの企たくらんでいることを知っているのか？」

「まあ、そうです。だからこそあなたを放っておけないと言うか、彼らとはイデオロギーが相反すると言うか、少なくとも手を組みたくなる相手ではありません。あなたもそうではないのですか？」

「お前が知っていることを話すというのなら、少しは話を聞いてやらんでもない」

「かまいませんよ。あなたに隠すことなんてそうそうありません。そうですね、手っ取り早く言いましょう」

　優弥は邪気ゼロパーセントの明朗快活さで、

「僕はあなたがたの理解者で、味方です。利害は確実に一致しているとおもいますよ、ええそれはもう」







　閑静な住宅街にはコンビニはあっても飯の食えそうな店はなく、もう少しニギニギしい地域に出るには南へと下らねばならない。

　下流に向かって僕は優弥と肩を並べ、駅前へと歩いていた。綺き麗れいに並んだ石畳の桜並木は、休日にでもなれば格かつ好こうのデートコースとして情報誌に掲載されそうな雰囲気だが、隣となりにいるのが同年代の男というのも虚むなしいものだ。

　同世代の女十人とすれ違ったならそのうち三人は振り返る可能性があるという微妙なハンサム野郎は歩く間も喋しやべり続けていた。

「いったい世の中はどうしてしまったと言うんでしょうね。夜空をＵＦＯが彩り、龍りゆうが天を舞い、看板が歩き出して、怪かい獣じゆうみたいなものが交通を妨げる……。ひょっとしたらですよ、これが世界の正しい姿なのかもしれませんね。我々ＥＭＰ能力者はずっと異常事態として認められてきましたが、まさに我々こそが人間のあるべき姿で、ようやく世界がそれに追随を開始した、というのはどうでしょうか。それなりに納得できる説だとは思いませんか？」

「思わんね。それに、『我々』という言葉に僕が混じっているようなことを言うな。僕はノーマルだ」

「おやそうですかね？　あなたはＥＭＰ学園での生活をそれなりに楽しんでいるのではないんですか？　後ろの妹さん込みで」

「狂った世界に積極的に同化するつもりはない。いまだに正気を保っている自分は何と忍耐強いのだと自分で自分を褒ほめてやりたい気分だ」

「あなたを一般人と呼ぶのは大いなる語ご弊へいのような気もしますがね。一般人はすべからく『かくあるべき』という予定調和に支配されています。蕎そ麦ば屋の出前持ちがザル蕎麦片手に自転車でふらついていると転ぶに違いないと思うし、未来銀河の通貨はクレジットだし、恋愛ドラマで女性が吐き気を訴えるとそれは間違いなく妊娠しているのです」

「最後のは違うんじゃないか？」

「そうですね。でも僕は思うんですよ。なぜドラマに出てくる男女のカップルはああも避ひ妊にんに杜ず撰さんなのかと。僕ならちゃんと気をつけますよ？」

　こいつ、自分で振っておきながら自分で話を逸そらしている。

「ああ、つまり僕が言いたいのはですね、そんな世界の予定調和から自由でいられる人種が、すなわちＥＭＰ能力者であるってことですよ。なぜなら、我々は『何でもあり』の世界に生きていて、その『何でもあり』を身体からだで体験しているからです。無論、あなたもね」

「あの学園生活には少しくらい予定調和が必要だと思うね」

「楽しい世界でしょう。退屈しなくていいです。夢のようですよね。万民がカム・トゥルーしたいと思っているほうでなく、明け方のノンレム睡眠時に見るドリームです。僕は夢ってすごくお得なエンターテインメントだと思うんですよ。だって無料で映画を観ているようなものですからね。おまけに自分の深層意識まで探れる一石二鳥です。夢だけに何でもアリってところもスラップスティックでいい感じですしね。これ、何かに似ていると思いませんか？」

　何でもありなんてことになるからかえってメリハリがなくなっているような気がするし、ドリームってよりはナイトメアだと思う。

「しかし世界がすべて狂ってしまえば、その世界では正気の人間こそが異常な存在となるのではないでしょうか。一つ目人の村に混じった普通の人間が差別の対象になったように」

　優ゆう弥やはブルゾンのポケットに突っ込んでいた手を出して、

「僕はねえ、高たか崎さきさん。なぜ全人類が同時にＥＭＰ能力を発現させなかったのかなあなんて思うんですよ。だとしたら僕らが社会から爪つま弾はじきになることもないでしょう？　なるほど、能力が持続するのは高たか々だか数年間のことでしかありません。しかしそれは部外者の論理ですよ。いつだって世間は少数派には冷たいものです」

　と言って、また指をパチリ。指先の炎を見つめながら、

「僕はこれくらいのことしかできませんが、これだって何かの役に立たないかと考えるのです。ライター代わり以外にね」

「手品師にでもなればいい」

「ＥＭＰ能力というのは、ようするにタネのない手品です。で、それ以上のものではないですね。でもそれって、相当すごいことだと思いますよ。手品や奇術が人々に娯楽を与えるのは、そこにタネや仕掛けがあるとあらかじめ知っていながらタネも仕掛けもないように振る舞うマジシャンの手際に感嘆を覚えさせるからです。しかしながら我々がタネも仕掛けもない、その手のことをやったとしても、誰だれも驚おどろいてなどくれませんよ。だってこんなの我々からしたら呼吸同様に簡単なことですからね。そこには何の技術もギミックもない。それに僕は炎を出すことはできても鳩はとを出すことはできませんしね。手品師はあきらめたほうがよさそうです」

「だから何が言いたいんだ、お前は」

「僕ですか？　僕の主張はただ一つですよ。あなた及びあなたの妹さんたちが、これ無事平へい穏おんに生きていてもらいたいという、その願望。それだけです」

「僕にはお前みたいな奴やつにそんなことを願われる心当たりはないけどな」

「あなたになくてもあなたの後ろを嬉うれしそうについて歩いている妹さんにはあるかもしれませんがね……。まあそれは余談です。ところで第三の生徒自治会は今回の想念体騒さわぎについてどのような見解を持っているのですか？」

「僕が聞きたいね。お前が教えてくれるんじゃなかったのか？」

　優ゆう弥やは、もっともです、とうなずいて、

「あなたもご存じのＰＳＹサイネットワークが原因でしょう。それ以外に考えられません」

　よほどその言葉は最近のトピックスになっているようだ。誰も彼もが口にして流行に取り残されまいとしているように思う。宮みや野のが呟つぶやき、日ひ比び木き会長が懸け念ねんし、僕が真ま琴ことに実地に体験させられたＰＳＹネットワークとやら。

　優弥は底抜けに人好きのする笑顔を絶やさずに、

「ＰＳＹネットのことをどこまで知らされましたか？」

「能力者間の大規模な精神結合ってやつだろ」

　僕は真琴の脳と繫つながったことを思い出して気持ちが悪くなった。あいつの頭の中はとりとめのない感情に満ちた、カラスの大群につつき回された生ゴミ置き場みたいな乱雑さだった。

「何年も前ですが、ＰＳＹネットの構築と崩ほう壊かいを僕は実際に体験しました。あれはちょっと言葉では説明できない概念でしたね。どう言えばいいでしょう？　自分の意識と他人の意識が繫がっている、というのも一面的な説明でしかありません」

　優弥はやけに遠い目をした。

「それは個人の主観が一つの巨大で確固とした客観に触れた瞬しゆん間かんでした。そこにあったのは何千人もの意識の集合体というだけではなく、何千人もの人間の間で構成された明確な客観性だったのですよ。解わかりますか？」

　解らない。

「ある日突然ネットワークが発生して、それから消失するまではわずかな時間しかありませんでした。数分か、あるいは数秒程度のものだったかもしれません。しかしその一瞬は無限と思える時間的空間的広がりさえ感じさせてくれましたよ。なぜあんな精神ネットワークが突然発生し、また突然消失したのか、解わかりますか？」

　だから解らんと言ってるだろうが。

「そうでしょうね。今となっては僕にもよく解りません。あの時僕が感じたアレを、今の僕が正しく認識しているかどうかも。ですが、僕はもう一度、あのネットワークに接続したいと思うこともあります。実は可能性ならまだあるのです。ＰＳＹサイネットは完全に消えたわけではないからです。九割九分まではなくなりましたが、残り一分、あるいは一いち厘りん程度かもしれませんが、微弱なものはまだ残っているのですよ。大部分の能力者は気づいてもいません。でも気づいている人たちもいる。あなたのところの生徒会長氏や、書記さんのようにね」

　優ゆう弥やは甲子園で惜しくもノーヒットノーランは逃したが完投勝利を飾った高校球児のような笑みで、

「では残りの九割九分のＰＳＹネットワークを構築していたエネルギーはどこに行ったのでしょうね？　不思議なことです」

　ちっとも不思議そうでなく言った。







　浅い水面を眺めながら歩いているうちに、僕らは大通りに突き当たった。二車線以上ある道路を見ると懐なつかしい気分がどこかからやってくる。
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「ところで高たか崎さきさん、ずっとつけられているのをご存じですか？　ああ、こっちに行きましょう」

　優ゆう弥やはたゆまぬ笑みとともに僕に注意を喚起して、車道を横目に左に折れる。僕はその横に並びつつ、

「いつからだ？」

「ですからずっとですよ。あなたがバスに乗っていた頃ころからでしょうね。おそらくは乗る前から。今も付かず離れずバックを取られていますよ？　あ、振り向いても無駄です。視線の届く範はん囲いにはいません。妹さんが感知できるかどうかギリギリのそのまた外側ってところですね」

「お前には感知できるってわけか」

「ええ、まあ。火付けだけが取り柄ではないもので。とは言え、これくらいＥＭＰ能力者なら誰だれでも訓練次第でできますよ。妹さんは精神波走査にはあまり興きよう味みないみたいですね」

　僕につきまとうのは春はる奈なだけにして欲しい。

　太陽がさんさんと降り注ぐ歩道を十分ほど歩き、僕と優弥は通りに面した小こ綺ぎ麗れいな喫茶店のドアをくぐった。







　僕はナポリタンスパゲッティにはウスターソースは必ひつ須すであると常々考えている。であるがゆえに、この喫茶店のテーブルにソースの容器がなかったとき、はなはだ不機嫌になった。なったが、わざわざウェイトレスさんにソースを要求して味付けに文句でもあるのかといらぬ気を持たせるほど僕は他人に気配りのできない人間ではないので、腹いせに粉チーズを死ぬほどかけて食っていて、これでは宮みや野のと同じではないかと我ながら愕がく然ぜんとしていると、窓際の席の向かいでミックスサンドをちまちまと口に運んでいる優弥がファサリと前髪をかき上げて囁ささやき声を出した。

「我々が世界からズレているのではなく、世界が我々について行き損ねているのではないかと思いませんか？　であるならば、世界のほうを変えてしまえばいい。そうすれば我々は異常分子というカテゴリーから解放され、もはや隔離すべき存在ではなくなります。どうでしょう。我々にとって心地よさそうな世界になると想像できるでしょう？」

　パスタの皿の横にあるアイスティーのグラスで氷がカランと音を立てた。僕は少し考えた。その提案には欠陥がある。

「能力はいずれなくなる。そうなりゃお前だって一般人の仲間入りだろう。けったいな力を思いのままに振るえている今はいいが、その時になって発狂したような世界を見て、いったいどう感じるのだろうな。実際に僕はひどくうんざりしているぞ」

「それでも僕は能力者が普通に闊かつ歩ぽできる世界のほうを選択するでしょうね。ＥＭＰ能力を発現する子供たちは、知ってますか？　順調に増加中です。今はまだ少数派ですからいいですが、無視できない勢力になったとき、力を持たざる人々は我々に対してどのような思いを抱くのでしょうね？」

「それでそんな思いを抱いているお前はいったい何者なんだ」

　いきなり核心ですねぇと微笑ほほえみとともに呟つぶやいて、優ゆう弥やはアイスコーヒーのストローを指で弾はじいた。

「ＥＭＰ能力者の自由と社会貢献を第一に考える会の会員とでも言いますか、つまり、そう言う感じです」

「どういう感じだか、さっぱりだ」

「あなたがたの味方であることは間違いないですよ。少なくとも、あの人たちよりはね」

　優弥はちょいとストローの吸い口をガラス窓へと向けた。

　車の行き交う車道の向こう、自動車販売会社のショールームを眺めている小さな後ろ姿。白い日傘をさした水色ワンピースがこちらに細い背中を見せていた。頭部は日傘に隠れて見えないが、長い髪をひとまとめに三つ編みにした先の方だけが揺れている。どこかで見たような真っ黒な髪の毛だった。

　姿なき追跡者が、あれか。茉ま衣い子こを捜していた宮みや野ののことが思い浮かんだ。道理で姿を消したはずだ。てことは宮野はこの件には無関係なのか。

　カラン。グラスの氷が不自然に転がる。

「でもあなたの妹さんであるところの春はる奈なさんですが、よいですね。いちいちご飯を食べなくてもいいのですから。高たか崎さきさん、僕はね、たまに思うんですよ。精神だけの存在になってしまえば肉体をまとうがゆえにしなくてはならない煩はん雑ざつな行為から解放されるのだろうなとね。たとえばエネルギー補給のために食しよく料りようを摂取したり、食料を買うための金銭獲かく得とくに奔走したり、金銭獲得のために人間関係に気を遣ったり、つまり、生きていくために必要なすべての煩わずらわしさから自由になれるのですよ。羨うらやましいことですよ」

「そうか？　僕は幽ゆう霊れいになってまで地上に残りたくはないぞ」

「それはあなたが誰だれかに死んでも離れたくないと思うほどの執着を持っていないということでもありますね。今のところ僕だってそうですが、しかし不便な肉を脱ぎ捨てて見たり聞いたり考えたりするだけの存在になれたらとは考えます。僕なら退屈しないでしょう」

　春奈もそうだったらよかったのだが。今この場で姿を現さないように努力しているのは春奈にしては上出来だが、退屈しのぎか、さっきからアイスティーのグラスの中で氷をカラカラと搔かき回しているのはやめてもらいたい。

　茉衣子らしき後ろ姿は、まだ熱心にショーウィンドウを眺めている。いったいどんな顔をして国産の新型車を凝ぎよう視ししてるのか見てみたい気もする。

「いや本当にあなたの妹さんには感服しますよ。感動的、と言っても言い過ぎではないでしょうね。掛け値なしに大したものです。ここまで想われて、あなたも兄冥みよう利りに尽きるでしょう？」

　聞き飽きたセリフだった。

「僕にも妹が一匹いましてね」

　とうとう家族紹介まで始めやがった。

「これがもう可愛かわいいの可愛くないのと言ったら全然アウトでして。一イニングで四つのアウトが記録されるくらいのかわいげのなさですよ。あ、知ってますか、実際に一回にアウトが四つ記録された実例があるのですが」

「知らないし、説明しなくていい」

「雑学ネタとして仕込んでおいたらどうです？　将来どこかのクイズ番組に出た時に○×問題として出題されるかもしれませんよ？」

「いらん」

　優ゆう弥やは、そうですか、と呟つぶやきつつ添え物のパセリを口に放り込み、幼児に笑いかける誘拐犯のような顔で、にっこりと、

「ところで、あの人ですが、どうします？　追い払うことも可能ですが」

　ピストルの形をした片手で、道向こうに佇たたずむ水色ワンピの背中を指す。僕はグラスの中で回り続ける氷の勢いに負けないようにストローの回転運動を続けながら答えた。

「シカトしてりゃいいさ。学校に帰ってから直ちよくで訊きいてみる。ついて来たいならそうさせておくよ。害にはならん。おおかた僕がサボって遊んでないかを見張る係だろ。それより、お前は何の係なんだ？」

「ファーストコンタクト係とでも申しましょうか。僕の役目はあなたと会ってお話しすることです。まず第一段階は成功と自画自賛しています」

「お前は、学外に発生した想念体騒さわぎの原因を知ってるのか？」

　それが解わかれば調査の必要もなく、とっとと学校に帰れる。ま、せっかく降りてきたのにそんなあっさり帰りたくもないが。

「さあどうでしょうね。思い当たるフシがないこともないという程度には心当たりがないでもありませんというような薄はく弱じやくな推理なら成り立ちますが、古今東西の名探偵がそうであるように物語中ちゆう盤ばんで開陳する推理は間違っているに決まっているのであまり言いたいものでもありませんねぇ。まれに正解だったりすることもありますけどね、それに答えは自分で考えるものですよ。問題集の解答欄らんの書き写しは自分のためになりませんよ？」

「はぐらかしているのか、回答をごまかしているのか、どっちだ」

「両方です。そう遠くないうちに解りますよ。あなたにもね。誰だれかが教えてくれるでしょう。いやでもそうなります。とりあえず、僕はそう予言しておきましょう。何なら賭かけますか？　僕が負けたら僕の妹を熨の斗しをつけて進呈しますが」

「あいにく僕に賭ける物の持ち合わせがない。ついでにこれ以上、妹も欲しくない。充分間に合ってるからな」

「そりゃ残念」

　だったらもうちょっと残念そうな顔をすればいい。さっぱりした笑顔で言われても説得力の欠片かけらもない。







　他人の金で飯を食うのは実に気分がいいことであり、それが返さなくていい金であればなおさらで、僕が晴れやかな気持ちのまま店を出る頃ころにはショールーム前の人影はどこかに消え失うせていた。

　茉ま衣い子こに見えたが確証はない。髪質と背丈が似ていただけで別人かもしれないが、パステルカラーのマリンブルーは緑の山で見えたものと同じものに違いない。

「次はどちらに向かいますか？　ここから近いのはカニですけど？」

　優ゆう弥やの問いかけに僕は即答した。

「いや、そこは飛ばしてビルの倒とう壊かい現場を先に見ることにする」

「遠回りになりますよ」

「かまうもんか」

　茉衣子でも第三ＥＭＰの保安部でも何でもいいが、この歩く正体不明と横並びで行動している僕を見て、そいつは何も思うところはないのだろうか。接触を控えているだけで、まずは観察しているのか、それともこいつの出現も織おり込み済みなのか。もしや事情を把握していないのは僕だけなんてことはないだろうな。茉衣子を捜していた宮みや野のの言動も今となっては演技くさく思えてくる始末だ。真ま琴ことはもとから信用ならん奴やつだし、日ひ比び木き会長は僕の目の前にいる抜ぬき水みず優弥とかいうライター美少年同様に胡う散さん臭くさいし、光こう明みよう寺じ茉衣子も妙な女である。つまり、みんな怪しい。

　なんだか春はる奈なの存在がまともに思え始めてきた。

「いかんな」

　春奈がまともと言うなら、猫が逆立ちして百メートルを十秒フラットで走ったとしてもそれはまともになる。

「何か言いましたか？」

　優弥が怪け訝げんそうに言い、僕は頭を振った。誰だれやらが僕の周囲で勝手な踊りを踊っているみたいだが、僕は踊るつもりも踊らされるつもりもない。

《おどる？》

　網膜のさらに奥で、白いセーラー服の春奈が手を広げて一回転した映像が映った。真さらな髪と膝ひざ下したスカートが遠心力でふわりと宙に舞うイメージ。僕の頭の中だけで、春奈はくるくると舞っていた。

「高たか崎さきさん」

　優ゆう弥やの声はどこまでも明るい。あらためて陽ひ射ざしの下で見てみると薄うすい鳶とび色いろに見える瞳ひとみまでが微笑ほほえみの色で塗り込められているようだった。

「あなたの守るべきものは何でしょうか。学園の平和ですか。違いますね？　管理する寮りようの平へい穏おんですか。これまた違うはずです。会長氏や書記さんでもない。その他ほか、あの学園にいる赤の他人でもないですね？　この超常現象の調査でどのような印象的判断をするにせよ、あなたの出す最終結果だけはすでに決定されているはずです。僕がここに現れたのは単に後押しのためだけですよ。本当なら出てこなくてもよかったぐらいです。あなたは正しい選択をするでしょう。僕はそう信じていますよ」

　僕の頭ず蓋がい骨こつの裏側で、春はる奈なは首を傾かしげていた。

《なにいってるの？》

　僕にだって解わかりはしない。無言で僕は歩き出した。

「高たか崎さきさん？」

　振り向くと微苦笑を浮かべた優弥がその場から動かずにいた。ついてきたい奴やつだけ来ればいいのだ。僕は我が道を行かせてもらう。

「駅に行くんだとしたら、そっちは逆方向ですよ？」

　無言で僕は百八十度ターンを決め、また黙もく々もくと歩き始めた。優弥は当たり前の顔をして、人を小こ馬ば鹿かにする意図はありませんよと言わんばかりの明るい笑みをそのままについてきた。

　なんか気に障った。













○五章







　駅まで歩いている間も優ゆう弥やは頭が腸ちよう捻ねん転てんを起こしたようなことを話し続けて僕の精神世界に余計なさざ波を立てていた。

「地球ってひょっとしたらバカじゃないかと思うときがありませんか？　夏から秋を飛ばして冬になったり、春だってのにやたら暑かったり、かと思えば妙に冷えたり、いったい地球は何がしたいんでしょうね？」

　さあ。

「僕はね、高たか崎さきさん。一度でいいから吹雪ふぶきの山荘に閉じ込められてそこで起こる殺人事件なんてのに巻き込まれたいなとか思うのですよ。そんな時、他ほかの宿泊客がどんな反応を取るのか、ステレオタイプな反応でヒステリックになったりパニックに陥ったりするようなリアクションを取るのかどうか、観察したいと思いますね。僕ですか？　僕はそんな面おも白しろいことになったらひたすら楽しむことでしょう」

　そうかい。

「冷静に考えるとほとんどのスポーツって奇妙ですよ。たとえばサッカー。人間は手を使うことで進化したと言ってもいいような動物ですが、わざわざ足だけでボールを蹴けり転がすというルールには得とく心しんできません。いったい何の恨みがあって球をキックしまくるのか、ボールに感情移入するとまことに心が痛みます」

　勝手に痛めるがいいだろう。

「いろんな意味で最強の言葉を考えたことがあるんですが聞いてくれますか？　それはね、『人生そんなもんです』ってやつです。他ほかには『人それぞれです』ってのも考案したんですけどね。どっちがいいと思います？　どちらも収拾のつかなくなった議論を強制終了するのに便利でしょう？」

　優ゆう弥やが何者なのか、ほとんどどうでもよくなってきた。ただのヤニ下がり男で充分だ。

　切符の買い方を覚えていることに安あん堵どしながら僕は販売機に紙し幣へいを食わせ、三駅分の切符を購こう入にゆうして、自動改札をくぐり抜けた。

　各駅停車しか止まらない、周囲はほとんど住宅地というこの駅の利用客は、この昼過ぎの時間帯には用がないと見えてプラットホームに立っているのは僕と優弥の二人だけというガラガラぶりである。当然、ホーム同様に車内も空すいていた。一つの車しや輌りように二ふた桁けたも乗っていないだろう。平日の日中であるという現在時空を再確認する思いだ。いったん気になるとますます制服姿に座りの悪さを覚えるようになってくる。

　僕は横長の座席の一番端に腰を降ろし、その横に優弥が座った。

「人間はどうして座席に座るとき、端っこを好むのでしょうか。実はこれは心理学的な要因がありましてですね」

　訊きいてもいないことをベラベラ喋しやべる奴やつと、訊かなければ何も言わない奴とどちらがより悪質だろう。僕は油を塗ったみたいによく回る優弥の口を無視して、そろそろよれ始めてきた資料を取り出した。

　移動時間の有効利用方法は考え事をするか活字でも読むかと相場が決まっている。さて、次の目的地の予習でもすることにしよう。

　要約すると次のようになる。




　五階建ての貸しビルがあったのである。今はない。そのビルの壁かべに、巨大なトカゲがへばり付いていたそうだ。ブラックホールみたいに真っ黒で、まるで厚みがないように見えたという。間違いなく想念体の一種だ。と言うか、建物にくっついているんだったらそれはヤモリじゃないのか？　五階もあるビルの最上階から二階まで届いていたというから、全長で言えば、ええと、一階分が三メートル強として、およそ十メートルか。もはや怪かい獣じゆうと言ってもいいだろう。ローバジェットのＣ級特撮映画にありそうだ。巨大トカゲの恐怖、とか。

　へばり付いてただけならそれなりの名所になっただけで終わったかもしれないが、トカゲモドキはそれでは気がすまなかったようだ。真っ黒な身体からだをズブズブと壁へき面めんにめり込ませていき、大型爬は虫ちゆう類るいの形に陥没していったあげく、内部で暴れるかどうかして、ビルを丸ごと破は壊かいしてしまった。

　折からの不況でテナントが全然入っていなかったのが幸いし、またトカゲの発生からビルの倒壊に至るまでに半時間ほどのタイムラグがあったため、死傷者がゼロであったのはまことに重じゆう畳じようであるのだが、貸しビルのオーナー的にはどうなのだろう。果たして損害保障は適用されるのか？　怪かい獣じゆうが現れてぶっ壊こわしましたと説明して、気前よく金を払うほど保険会社は一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　しかしな、と僕は思った。

　ＵＦＯにしろ龍りゆう神じん様にしろ巨大ヤモリにしろ、いったい何がしたいのかさっぱりだ。わざわざ学外にスケールアップして出たもののやってることは単なる破壊工作で、それも瞬しゆん間かん的なものに過ぎず、あっさり消えてしまっている。昨日の一つ目ウニや今日の影死神のほうがまだ粘り強さがあったと言える。基本的に、学校校内で発生した奴やつらは宮みや野のやら茉ま衣い子こやらのＥＭＰ能力で相そう殺さいしないといつまでも存在を続行し、ほったらかしておくと生徒たちの精神か肉体かに悪あく影えい響きようを及ぼすのだ。それに比べると、僕が見回った二ヶ所の異常現象は、本当に異常現象というだけのもので、むしろ自然災害に毛を生やしたくらいだ。極端に局地的であるぶん、異常気象よりもタチがいいのかもしれない。







　久しぶりに電車に乗ったせいか、春はる奈なは初めての遠足でハイになった幼稚園児のように窓にかぶりつきになっていた。もちろん僕の脳内でのことだ。姿を消すだけの注意力が残っているというよりは可視化するのを忘れるほど景色に見入っている感覚。

　そう言えばと、僕は顔を上げて優ゆう弥やに言った。

「まだ誰だれかつけて来ているのか？」

「来てますね。三輌りよう後ろにいますよ。挨あい拶さつしに行きます？」

「遠えん慮りよしておこう。空気を読めない奴だと思われるのもシャクだ」

「いっそこのまま終点まで行ってしまいますか。ちょうど観たかった映画がそのあたりでやってるのですよ。この時間なら空すいていると思いますが」

「それも遠慮しておこう。何が悲しくて男二人で映画館に入らねばならないんだ？」

　列車内対面の座席にいるのは携帯電話にぼそぼそと話しかけている三つ揃ぞろいの営業マンと、付き合い始めて一ヶ月くらい的な雰囲気を漂わす大学生っぽいカップル、職安のでかい封筒を抱えて暗い顔で目を閉じている壮年男性だけだった。

　中高生の集団で生活しているせいで、そんな何て事はない人々の姿を眺めるだけでも新しん鮮せんな感覚がする。やっぱりあんな所に何年も籠こもっていると次第に感性が特殊化していくのだろう。アブノーマルな状況を当然と考える危うさを改めて思う。たとえば宮みや野ののアホウが能力を失って元の世界に戻ったりするとあいつはどうなるだろう。待ち受けているのは喜き劇げきか悲劇か。まあアレのことだ、何にも考えずに平気な顔で生き続ける可能性大、宇宙空間に裸で放り出しても真顔で乾かん布ぷ摩ま擦さつしているくらいの非常識さであらゆる世界に順応するに違いない。

　こんなバカなことを考えていたのが悪かったのか、列車の単調な揺れ具合とポカポカ陽気が相乗効果を発揮して僕の眠気を強烈に誘ってきた。

　夢うつつの僕の横で、なおも優ゆう弥やは何かを言っているようだった。

「想念体という不可思議な意識体は、我々の頭の中から湧わいて出るものです」

　うつらうつらしている時に話しかけられるのは迷惑だが、あいにく耳を閉じる機能を僕は持ち合わせていない。

「想念力とは人の意志の力です。インプットしたものをそのまま留め置き続けることはできません。必ず余分なものをアウトプットする必要があります。食べた物ならトイレで出してしまえば終わりですが、想念はそうはいきません」

　なぜだと問うのも面めん倒どうくさい。

「純粋で一いち目もく瞭りよう然ぜんな数値結果があります。第一及び第二で出現する想念体の数は第三のそれよりも格段に少ない。問題にならないくらいの少なさです。もちろん、その二校とも周辺区域に規格外の異状が発生するようなことにもなっていません。これは何を意味すると思いますか？」

　面倒だったが答えてみた。

「第三に何かの問題があるということだろう？」

「はい正解です。ではその問題とは何でしょうか」

「前の二校よりもおかしな奴やつが集められているってな噂うわさを聞いたことがある」

「約五十点の解答ですね。部分点しかあげられません。いや、高たか崎さきさん。あなた本当はとっくに気付いているでしょう？　知らんぷりしてるだけでは？　それともあなたの無意識がそうさせているのですか？」

　何のことだか。

「保証はありますか？　あなたがあの強力なテレパス娘、人の頭をいじるのが大好きな縞しま瀬せ真ま琴ことに、最初から最後まで精神操作されていないという証拠がどこにあるのでしょう。彼女なら鼻歌まじりにやるのでは？」

　されていない証拠が必要か？　されている証拠がない、ということが、すなわち証拠になるんじゃないか。

「あなたの主観は本当にあなたのものですか？　それが誰だれかに植え付けられたものではないとなぜ解わかるのです？　今考えていることは、本当にあなた自身が考えたものですか？　あなたの訊きいている僕の声は本当に耳から届けられた声ですか？　あなたの脳が都合よく生み出した幻聴では、本当にないのでしょうか？」

　そうなのだとしたら僕の妄想パワーは大したものだ。

　さすがに反論しようとして目を開けて、すぐさま僕は目を擦こすり、そののち目を疑った。

　座席には僕以外に誰だれも座っていなかった。

　啞あ然ぜんとして左右を確認する。

　誰もいない。

　そんなバカな。電車はまだ発車してから一度も駅に止まっていないはずだ。さっきまでいたはずの乗客はどこに行った？　会社員もカップルも失業者も目の前のシートから消滅している。いや、それどころか、前の車しや輌りようにも後ろにも、誰一人として人影が見えない。見渡す限り、この電車の乗客は僕だけだった。

　列車は何事もないように走り続けている。

　窓からさす陽光がオレンジ色に車内を染めていた。さっきまで昼だったのに、いつの間に太陽はあんな低い位置に来たんだ？　不気味なまでに巨大な太陽が目に痛い蛍光色を発散させながら地平線に接地しようとしていた。

　カタン、電車は揺れ、つり革も揺れた。そして僕も。

　しばらく呆ぼう然ぜんと為なす術すべなく座りつくし、やっと僕は気付いた。誰もいないという事の真の意味を。

「春はる奈な」と僕は呼びかけた。

「どこにいる？」

　応答はなく、気け配はいもなかった。いつもの野イチゴのような思念波がどこにも感じられない。どこに行くにもオナモミの実のように僕のどこかにくっついていた春奈の存在感が完かん璧ぺきに無になっている。彼女は存在しない。ここには。どこにも。

　大気中から酸素がすべて消え失うせたような感覚が僕を襲おそった。いくら呼吸をしても息苦しさが消えない。背骨に液体窒素を注ぎ込まれたような寒気が身体からだを貫いた。

「春奈、姿を見せろ」

　あの迷惑な、僕を何年もの間苛さいなんできた騒さわがしい霊れい体たいは、これ以上ないというくらいの十全さで存在を否定していた。地球が自転を止める日まで僕が生き続けたとしたなら、その最後の日まで側そばにいただろうと思えた、春奈の舌足らずな精神が聞こえない。

「高たか崎さきさん」

　声が聞こえた。微笑ほほえみのスパイスを振りかけた、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくそのものの優ゆう弥やの声。

「高崎さん。あなたは人類より高次元の存在を信じますか」

　耳元で囁ささやかれているような至近距離から聞こえるにもかかわらず、優弥のあのむかつく笑顔はどこにもなかった。どの車輌の中にも誰のどんな姿もない。

「どこだ。お前はどこにいる？」

「どこにいるかですか？　それはまた陳腐であるばかりではなく恐ろしく意味のない質問ですね。いったいそのような問いかけに答えることのできる人間が、この世に何人いるでしょうか。あなたはできますか？　では僕が問いましょう。あなたは今、どこにいるんですか？」

　目が眩くらむ。物理的な形を持った不安が押し寄せる。僕はどこにいるのか。僕のいる世界はどこだ？

「さて高たか崎さきさん、あなたは神の概念についてどう思われますでしょうか。神なるものへの信仰はですね、ざっくばらんに言って、自分への決意表明に他ほかならないのですよ。願ったり祈ったり、いないものを信じてはいけないことはないでしょう。まあ願うのは筋違いかもしれませんが、あるものをないことにしたり、ないものをあることにしてしまう、人の思いこみの力とは、かように強力なのですよ」

　夕日の奔流が乱れ飛ぶ中を物言わぬ列車だけが疾走している。

「教会で懺ざん悔げする神と賽さい銭せん箱ばこにジャラ銭を投げ込んで祈願する神とが同じ概念を持つわけがないでしょう。言葉で『神』、『ＧＯＤ』、『造物主』、『デミウルゴス』、何でもいいですが、同じ単語を口にしていながらその意味するところが違うなんていうのは人間界では珍しいことではないですよ。言葉とは、それほど不確実なものなのです。なぜこんな不完全な意思伝達手段が有史以来使われてきたのか、僕には理解不能ですね。もっと理解できないのは、不完全な意思伝達手段しか持たない人類が滅びもせずにこうして地球を覆おおっていることです。このまま行けば宇宙を覆いそうですね」

　──春はる奈な。お前はどこにいる？

「ＰＳＹサイネットワークに接続し合えば、相互の意思伝達は完かん璧ぺきにおこなわれます。なぜならそこに『有る』のは自分の意識でもあるのですから。言葉はもはや不要です」

　優ゆう弥やの声が無人の空間で泡のように弾はじけていた。

「国家間、民族間、組織内のセクショナリズム。百人の人間がいれば百通りの価値観が発生する。それは争いの火種に他ならない。いくら討論したとしても『あ、そうですね。あなたの言うとおりです。私が間違ってました』なんてことには絶対にならないのです。しかしＥＭＰの世界はご存じの通り『何でもあり』の世界です。それが何であろうと不思議ではないので、他の価値観をすんなりと流せてしまうのですよ。衝しよう突とつすることなくね。一般的な世界では不思議を不思議のままにせず合理的かつ論理的に解体して日常に返す必要がありますが、ＥＭＰにはこの世の科学法則はまったくの無関係です。不思議は不思議のままなのです。そして不思議であることを無批判に納得するしかない。それがためにＥＭＰはうまく運営されているのです。主観がぶつかり合うことがありませんからね」

　あっという間に太陽は書き割りのような地平線の下に潜もぐり込んだ。窓の外は闇やみ。明かり一つない、コールタールのような黒一色。

「主義主張なんてものは、大したものではありません。そんなの、しょっちゅうコロコロ変わって当たり前なんですからね。むしろ同じ論旨をずっと言い続けているような連中こそ頭がおかしいと言うべきです。なぜなら万物は流転し、世界もまた変容し続けているからです。価値観が時代時代で変化していることは歴史が証明しています。だからこそ、パラダイムシフトが発生するのですよ。新しい法則が発見された時、世界もまた新しくなるのです」

　優ゆう弥やの声は歌うように囁ささやく。

「人間が最も情報収集器官として依存しているのが、目、です。そして人間の知覚組織としてこれほど騙だまされやすいものもありません。目で見たものが真実だなどと、ゆめゆめ信じないように。これは僕からのささやかなアドバイスです」

　視界に蜘く蛛もの巣が現れた。白いひび割れ。ガラスに小石をぶつけてできたような。広がっていく。音もなく。世界が粉々に砕け散った。春はる奈なの羽毛のような声が聞こえた。

《　　　　　　》

　──何？　何だって？

《　　　お　　　　》

　──聞き取れたと思った瞬しゆん間かんに、その声は朧おぼろに霞かすみ、意味を失う。

《　　　　　》

　生まれて初めて綿菓子を食べたような、触れた途と端たんに消えていく感覚。待て。まだ消えるな。

「高たか崎さきさん」

　うるさいな。お前は黙だまっていろ。

　脇わき腹ばらを硬い物が突いた。くすぐったいだろうが。

「高崎さん、もうすぐ着きますよ」

　知ったことか。これ以上わけのわからんことを言いくさるとぶっ飛ばすぞ。

「それは困りますね。でもそろそろ降りなければ。まあ僕は構いませんがね」




　ガクン、と列車が減速し、僕は目を開けた。

「それとも本当に終着駅まで行きますか？　そっちのほうがどちらかと言えばお薦すすめですね。事故現場巡りをしていても心が安らぐことはありませんからね。むしろ殺さつ伐ばつとするでしょう。ここは一つ、パアッと遊びに行くに一票を投じますよ？」

　そこは電車の中だった。昼日向ひなたの現実空間である。少しは離れて座れと思いたくなるほどくっついている大学生カップルもまだそこに座っていて、女の方と一瞬だけ目があった。何がおかしいのか、彼女は笑いを堪こらえるような顔をして、横を見ると優弥も似たような表情で僕を観ていた。

　僕は優弥の肩に手を置いた。ちゃんと手触りがする。

「なんでしょうか？」

　優弥は頰ほおを染めるマネという器用なリアクションを返して、

「いや高たか崎さきさん、あなたさっきから僕にもたれ掛かって寝てましたが、いやいや、ちょっと困りものでした。あんまり気持ちよさそうにしてるので起こすのもなんだと思ってそのままにしておいたんですけどね、まるで僕らが倒とう錯さく的恋愛関係にあるような疑いをかけられてもおかしくないような、いえ、僕はいいんですよ？」

　よかねーよ、と思いながら僕は一応尋ねた。

「どのくらい寝てたって？」

「十分くらいでしょうか。それはそれはスヤスヤと罪のない寝顔で。どうですか、僕の肩は安あん眠みん枕まくら代わりになりましたか。ああ安心して下さい。ヨダレは垂らしてませんでしたから。僕にとっても幸いなことに」

　寝てただと。じゃあさっきのは夢か。また何やら暗示的な夢を見たものだ。僕は大きく深呼吸して、もう一度目を閉じた。

　──春はる奈な。

《なあに》

　白い春奈のイメージが脳裏で振り向いた。

　──僕が寝てたってのは本当か？

《うん》

　──マジでか？

《まじで》

　──何かこう……変な感じはしなかったか。そうだな、誰だれかの精神が入り込んでいるような……そう、朝に真ま琴ことに食らったようなやつだ。

《んーん》

　──全然？

《ぜんぜん》

　──まったく？

《まったく》

　春奈の伝える思念の波動はクスクスと笑い始めた。猫を抱き上げて毛皮に顔を埋めているような埃ほこりっぽい香りがする。

《ぜんぜん、まったく》

　春奈はそう何度か繰くり返す。どうもその言葉がツボにはまったらしい。

「変だな」

　僕は口の中だけで呟つぶやいた。夢、と言うよりは白昼夢だ。僕の深層意識が見せたと言うくらいなら、優ゆう弥やが実は真琴クラスのテレパスで強引に僕の思念に割り込んできたって解答のほうがまだいい。人工的な夢。

　本当に世界がこうして「在る」のが怪しく思えてきたとき、車掌が停車駅の近いことをアナウンスし、電車が徐行運転を開始した。







　地図を見ることもなかった。トカゲビルの場所は優ゆう弥やが知っているらしく、僕は後についていくだけだ。

　ここまで来ると都市部に近づいたぶん、さすがに人通りも多い。降りた駅から歩いている間、春はる奈なは僕らの周りをふらーりふらーりと飛び回っていた。くどくどと言い聞かせた僕の苦労が報われた結果として、不意に姿を現すことなく、気け配はいだけが僕を中心にしてキョロキョロしていた。

　優弥が苦笑している。ＥＭＰ能力が無くても春奈がここにこうしているということを「なんとなく」感知できるらしい事実を僕は第三ＥＭＰに来る前にすでに学んでいた。人前に出る際は可能な限り透明化するように努力させた僕だったが、そうやっていても周囲にいる人々は「なんとなく」落ち着かない気分になると言い、まさか妹の幽ゆう霊れいに取り憑つかれていることを告白したところで納得を得ることができるとも思えなかったので、僕はただカラ笑いをしてごまかすしかなく、さりとて第三に行って春奈が誰だれ彼かれはばかることなく幽霊的な振る舞いをすることになっても面おも白しろがるのはやはり春奈以上に迷惑な奴やつらばかりであって事態は何も変わっていない。

　今日もまた、寄ってきたのは正体不明の爽さわやか好青年といった案配で、どうせ怪しいのなら妖よう艶えん系の美女であったほうがまだありがたい。

《むー》

　僕の思考を嗅かぎ取ったか、春奈がむくれたイメージで割り込んできた。

　──誰かつけてきているらしいけど、解るか？

　話を逸そらすことにする。

《わかんない。でも》

　小首を傾かしげる感覚。

《みられてるかも》

「ちゃんとついてきてますよ」

　僕と春奈の思念交換を傍受していたとしか思えないタイミングで優弥が顔を向けた。

「追跡者としては二流ですね。まるで気付かれることを前提として動いているとしか思えませんが、案外それが真実なのかもしれませんね。あ、いや、あなたと妹さんの精神波を盗み読みしたわけではありません。あなたの黙だまり込む雰囲気から、そんなことを言い合っているのではないかと推理しただけでしてね。ところで僕が思うに、ミステリ小説の名探偵って実は単なる邪推マニアでしかないのではないか、という側面からの論評も可能ではないでしょうか。しばしば彼らは論理的な推理ではなく直観的な思いつきをさらに飛ひ躍やくさせることで真相を喝かつ破ぱしているとしか思えないことも多いのですよ。どう思います？」

「どうも思いやしない。好きにすればいい」

　邪心のなさそうな笑顔が実に似合っている。そして僕はそんな笑顔の似合う男があまり好きではない。ファウスト博士の前に現れたメフィストフェレスがこんなふうに笑ったのではないだろうか。真ま琴ことの浮かべる笑みによく似ている。

　優ゆう弥やはゆっくりした歩調で、それが最短距離なのだろう、人ひと気けのない路地を何度か折れ曲がり、ハンミョウのように僕の前を歩きながら、やがて国道に出た。

「この道沿いに例のビルはあります。でももう見るものも残ってないかもですね。事件は一ヶ月以上も前のことですし、撤てつ去きよ作業はだいぶ前に始まってます」

　優弥のセリフ通りだった。幹線沿いに数分ほど進むうちに見えてきたのは、四方を青いビニールシートで覆おおわれた一角、双子みたいな雑居ビルの間に挟まれた、そこだけ歯を抜かれたように空いている空間だ。三つ子の真ん中だったのではないだろうか。

　瓦が礫れきを運ぶトラックが手前に止まっているおかげで中をチラリと覗のぞけたが、灰色のコンクリの塊を数台のユンボが搔かきだしているだけ、五階建てビルの名残なごりもない。黄色ヘルメットに作業服姿の働くおじさんたちがそれぞれの仕事に額ひたいを汗しているのみである。

　三秒も見ていれば飽きがくるような光景だったし、ダンプの横に立っている警けい備び員が不ふ審しんな者を見る目つきで僕らを窺うかがい始めたので、とっとと背を向けることにした。

　しかしこんな破は壊かい後現場を見たところで、何を思えばいいと言うのか。これではただの史跡巡りだ。今のところ、それなりのおもむきを感じたのは最初のミステリーサークルだけで、あとは単なる瓦礫の山、龍りゆうが飛んだりヤモリが張りついたりしてるのを実地に見たならともかく、コンクリの残ざん骸がいを観察したところで感想の持ちようもない。酷ひどいと言えば酷いことだが、死人も出てないし、僕にとってはどうでもいいことだ。

「高たか崎さきさん、面おも白しろい写真があるんですが、ちょっと見てみます？」

　優弥が僕の袖そでを引いた。

「面白いと言ってもリビドーに訴えかけるような写真ではなくてです。とある筋から入手した、大変貴重なものでしてね。世間には公表されてません。いわゆる報道管制というやつですよ。本当にこの国は民主主義の理念を正しく理解しているんでしょうか。時たま思いますよ、日本には辞書通りの民主主義がないんじゃないだろうか、この国の政治は実は理想的な共産主義体制なのではないだろうかとね。衆愚政治の見本として額に入れて飾りたいほどですが、後世の歴史家たちなら何と言うでしょうか。僕が察するに、」

　どんどん脱線しそうな話を遮って、僕は優弥が手でもってヒラつかせている紙切れを受け取った。全部で五枚のそれはプリントアウトした画像データだ。

　ビルの壁かべに付着する滲にじむ影のようなものが映っていた。遠景で撮ったものらしい。確かにその黒い物体はヤモリに見えた。普通紙に印刷した割には綺き麗れいに姿形が出ているが、かえって胡う乱ろんな印象が増している。よくできた合成写真っぽい噓うそくささ満点だ。

　二枚目と三枚目はヤモリモドキが壁かべにめり込んでいく過程、その様子はなんとなくギャグマンガで勢いよく壁に突進したキャラクターがそのまま突き抜けて、人型の形に壁が抜けたようなマヌケさが漂っている。

　四枚目は砂煙を上げて崩ほう壊かいするビル、五枚目に完全崩壊後の産業ゴミの小山の映像が印刷されていた。

「なるほどな。誰だれが撮影したのかは知らないが、一世一代のシャッターチャンスだっただろうに、どの新聞も取り上げなかったと、そういうことか。どこで手に入れた？」

「そいつは機密事項ですね。僕があなたに隠している数少ない秘密の一つです。あ、どうぞ、差し上げますのでお持ちください。まあ、あなたのところの会長さんならとっくに入手済みのような気もするのですが、お近づきの印と言うことで」

　タダでくれるというなら大抵の物を僕は貰うことにしている。

「次はどうしますか？　あと行くべき所はカニと蜘く蛛もですが、カニのほうは今更行ってもヤモリ以上に何もありませんよ？　看板もとっくに直されて平常営業してますし、事件からしてでっかいカニの看板が五百メートルほど商店街を練り歩いたってだけです。僕としましては蜘蛛のほうをお薦すすめしますね。スクランブル交差点の真ん中に直径十メートルのクレーターがまだ残ってます」

　カニとか蜘蛛とかヤモリとか、いったい何の会話だ、なんだっていいや、と思いつつ、僕は優ゆう弥やの提言に乗って第五の行き先に向かうことにした。ふと春はる奈なの気け配はいに頭をすますと、心底どうでもよさそうに足をぶらぶらさせていた。













○六章







　もと来た道を駅へと戻る。

　無駄なまでの快晴が気分を滅め入いらせる。学園生活では晴れようが曇くもろうが雪で閉ざされようがお構いなしの準引き籠こもりライクなスクールライフだからいいのだが、平和ボケな下界の吞のん気きな太陽の下を正体不明のヤサ男と幽ゆう霊れいを連れてうろうろ歩いていると「こんないい天気に僕は何をしておるのか」と自分のやっていることに疑問を感じ始める。

　隣となりで歩く優ゆう弥やは多幸症か何かソッチ系な症状を感じさせる微笑ほほえみくんと化して、

「いやぁ、素す晴ばらしく退屈な日常ですよ。やはりこの世は非常に常識的ですね。指から火を出すくらいでは微み塵じんも揺らぎそうにありません。まるで変化というものがないですね。このぶんなら急に変わり身があることもなさそうです。うーん、平凡」

　退屈で常識的、かつ平凡で何が悪い。物理の教科書を反ほ故ごにしかねないＥＭＰ学園内の日常が宇宙規模であらゆる法則性から逸脱しているのだ。

　幹線道路から外れると途と端たんに人通りも少なくなる。民家が軒を連ねる一般道路には、電柱と街灯くらいしか影を落とすものもなく、僕と優ゆう弥やはそんな家屋の隙すき間まのような道を急ぐこともなく歩いて駅へと向かっていた。

「高たか崎さきさん、どうでしょう」

「どうでしょうとは何だ？　何がどうでしょうなんだ？」

「本当にこのまま第三ＥＭＰから脱だつ藩ぱんしてはいかがですか？　僕はそのように提言しますね。惰性に流される生活が人間の精神に芳かんばしい影えい響きようをもたらすとは思えません。現にあなたは相当、一般性とはほど遠い性質を獲かく得とくしつつあるようですし。ここはバーンと一発、いずことも知れぬ地へ逃亡してしまうのもいいのではないでしょうか。追っ手なら僕が何とかしてあげられなくもないですよ？」

　そして僕はどこに行こうと幽ゆう霊れい憑つきだと後ろ指を差されて暮らすことになる。

「まあ無理にとは言いませんよ。無理強いしても、あなたのその妹さんは言うことを聞いてくれそうもありませんからね。気の向いた時にどうぞ。さっきも言いましたけど、僕はあなた方の味方で理解者ですからね。便べん宜ぎを図るという意味では、ＥＭＰ学園以上のことができると思いますよ」

　優弥は一陣の涼すず風かぜのごとき流し目をくれた。

　僕は首を振った。

「僕はどんな組織にも属するつもりはない。ＥＭＰ絡みとなるとなおさらだ。なぜなら僕は一介の一般人に過ぎないからな。お前が目を付けているのは僕じゃなくて春はる奈なだろう。オマケ扱いされても嬉うれしくないね」

「はは、見抜かれてますね。でもあなたがうんと言わない限り、春奈さんも言うことを聞いてくれないでしょうし、それはむしろ厄介です。将を討ち取るにはまず馬のほうを懐かい柔じゆうしなければならぬと昔の人は言いました。ああ、あなたを馬扱いしているわけではありませんよ？　あなたがたは人馬一体とも言うべき絆きずなで結ばれている存在です。これ、褒ほめ言葉ですよ」

　妹の霊に付着されて以来の記き憶おくを総ざらえしてみる。心根の素直な女の子には敬遠されるし、平気で寄ってくるのは真ま琴ことみたいな変態女くらい、妹という概念に何か過度な期待を持っているらしい男どもには不当に羨うらやまれる。

　道の左右に立ち並ぶ平和そうな住宅を眺めつつ、僕はスラックスのポケットに手を突っ込んでゆらゆらと歩いた。メインストリートから外れているせいで、行き交う人間は僕ら二人しかいない。

　他ほかに歩いているのは一匹の犬だけだ。黒っぽい色の雑種がただ一匹。野の良ら犬なのか首輪もリードも付けておらず、ほとほとと気ままに歩いている。何も不ふ審しんなところはない。長い耳、長い鼻、長い毛と尻尾しつぽ。アフガンハウンドに少し似ている。

　僕らに興きよう味みを見せることもなく犬は舌を出したまますれ違った。普通の犬だ。四本足、濡ぬれた鼻、垂れた尻尾、鳴けばワンと発声するに違いない。

　にもかかわらず僕は収まりの悪い印象をそいつに抱いた。なぜか？

　しばらくしてから僕は違和感の原因を知った。

　その犬には影がなかった。

　僕がそのことに気づくと同時に犬も気づかれたことを知ったようだった。僕は振り返り、犬もまた振り返った。足が止まる。

　首をねじ曲げてこちらを見たまま、犬の目が燃焼させた塩化銅のようなエメラルドグリーンの光を放っていた。

「どうしましたか？」

　優ゆう弥やの能天気な声が後頭部にかかると同時、犬が犬ではない何かに形態を変えようとするのを僕は見た。

　黒っぽいと見えたのも影がないのも当然だ。そいつは存在そのものが影だった。平面であるはずの陰影が立体化したような物体。身体からだを形作る描線を滲にじませながら、そいつは犬の形にくり抜いた真っ暗な空間になっていた。犬型に擬ぎ態たいした残留想念、攻性の想念体。

　静かに、まったく静かにそいつは僕に向き直った。嫌な予感がした。

　しばらく僕と無感情な視線の交換をし合い、そして──。

　脚をまったく曲げずにふわりと飛び上がったそれは、緩ゆるやかな放物線を描きながら僕の頭上を襲おそった。







　ゆっくりと落ちてくる黒い犬の姿態を観察しながら、僕は既視感を感じていた。お馴な染じみの反応だ。慣なれっこと言ってもいい。ただしここは第三ＥＭＰではない。

　真っ黒な犬の影に二つの緑の光点が浮いて、その鼻はな面づらが迫り来る。

《だめよ》

　スイッチを入れたばかりの蛍光灯のように瞬またたき、春はる奈なの薄うすく白い姿が僕の前に現れた。大柄な黒犬がそこに降下、見えない壁かべにぶち当たり、春奈の一メートル手前で青白い火花がバチバチと弾はじけた。

《いぬはきらい》

　春奈の怒りの精神波。

《きえちゃえ》

　まばゆいフラッシュが差し伸べた春奈の両手からほとばしった。立体的な犬の影絵がヘビー級のアッパーカットを食らったかのごとく後ろ向きに舞い上がり、一回転して着地、したときには攻こう撃げき前よりも一回り体積を増して再度の予備動作なしの跳ちよう躍やく。

　ライフル弾のように飛んできた黒犬は、またしても僕の目の前で春奈に遮られて盛大な火花を散らした。

　想念体が犬とか猫とかで出てきたらまだマシだとは思ったが、それはポメラニアンやチンチラを想定してのことで、こんな牛ほどもある化け犬はお門違いだ。

　春はる奈なの防御障しよう壁へきと力比べをしている犬の顔は真っ黒なせいでよく見えないものの、どうやら牙きばを剝むいて嚙かみつこうとしているようだ。もしその顎あごにかかるようなことになれば僕の肩上はさぞ平坦になるだろう。

　びりびりと空気が振動するのが僕にも解わかった。こいつは今まで見た想念体の中でも最大級だ。ウニや死神の切り絵とは種類が違う。

「なんとかできそうか」

《わかんない》

　僕を守るように立ちはだかる春奈が焦しよう燥そうの思念を伝えてきた。

《すごいちから》

　強力な磁石が反発するように細かく震ふるえながら、黒犬は春奈の障壁を破ろうと力押しに押しまくっている。じりじりとこちらへ侵入を図っていた。春奈の防御が破られようとしている。

《もう！》

　マグネシウム光が閃ひらめき、犬の影が弾はじけ飛ぶ。空中で垂らしたインクのシミのように身体からだをぼやけさせた黒犬は、ふんわりと着地すると、脱皮でもしたかのように表面積を増して、三度目の特攻をかけてきた。

　犬の首が四つに剝けた。もはや犬でも何でもなくなったバケモノがバスケットボールを丸吞のみにできそうな口を開いて飛びかかってくる。

　青い光が飛び散る。春奈が発生させたシールドに当たって止まる犬の牙を剝いた裂けた頭部。が、犬の武器は牙だけではなかった。

　空を薙なぐように振り上げられた黒犬の前脚がいきなり変化した。外科用メスのように尖とがった先端が、僕の側頭部に振り下ろされる。反射的にかわし、髪の毛を数本持っていかれて、恐怖するよりも愕がく然ぜんとした。

　かわせたのは春奈の防御障壁が僕の周囲を覆おおっていて、それが犬の爪つめを減速させる役割を果たしたからである。つまり、こいつは春奈のシールドを突破して僕まで攻こう撃げきを届かせたのだ。ありえない。今まで第三ＥＭＰで出会った想念体は、例外なく百パーセント春奈が防いでくれた。文字通り指一本僕には触れることができなかったのだ。

　なのにこいつは力を減じられたとは言え僕に触れた。

「春奈──」

《これ、へん》

　黒犬と見えない力で押し合いをしつつ、春奈は、

《ふつうのおばけじゃない。こんなのしらない》

　僕のさまよわせた視線が、ブルゾンのポケットに両手をつっこんで電柱にもたれている優ゆう弥やのニヤケ面づらを捉とらえた。

「おいこら、何を傍観してるんだ、お前も能力者なら何とかしろよ」

　優ゆう弥やはアメリカンな仕し草ぐさで肩をすくめた。

「百円ライターに何を期待しておいでです？　残念ながら僕にはそのような人知を超えたエネルギーの塊をどうにかする力はありませんよ。無駄で無む謀ぼうなことはしてもしなくても同じことでしょう。知ってますか？　道に落ちている一円玉を拾うには一円以上のカロリーを消費しなくてはならないのですよ？」

　あくまでオーバーアクトでやり通すつもりか、

「僕にできることは祈ることくらいです。ですので、せめて祈らせていただきます。どうか世界が平和になりますように」

　両手を組み合わせて頭こうべを垂れた。

　ごりごりと金属と石が擦こすれる音を立てながら、マンホールの蓋ふたが春はる奈なの不可視の力で宙に浮かび上がり、まさしく円えん盤ばん投げの要領で黒犬獣じゆうに向かって飛んだ。しかしマンホールは犬形を素通りして民家の壁かべに激突してめり込んだ。

「無駄ですよ。想念は想念で相そう殺さいするしかありません。物理的な衝しよう撃げきを与えても暖簾のれんに腕おし糠ぬかに釘、コンニャクに斬ざん鉄てつ剣けんです」

《もう！》

　ついにトサカに来た春奈は新たな武器を求めて不可視の力を放った。電信柱が音を立ててへし折れ、電線を引きちぎりながら想念体の上に落ちかかる。

「うわ！」

　犬の前脚攻撃に加え、のたくる高圧電線までが僕の周囲に降ってきた。剝むき出しになった金属線が地面で踊り狂う。こっちはこっちで危険だ。だが電線たちは自意識に目覚めたように、僕を無視して犬モドキに襲おそいかかった。ぐるぐる巻きにしようという腹らしいが、やはり効果はない。

　いかん、これ以上やってると、想念体よりも春奈による被害のほうが拡大しそうだ。人が集まって来ないうちに何とかしないとヤバイような気がする。

《むかー》

　春奈の純粋な攻撃精神波が僕の頭ず蓋がいを震ふるわせた。こんだけ怒っている春奈を見るのは久しぶり、今年のバレンタインデーに教室の僕の机にチョコレートが山のように置かれていたのを見たとき以来だ。もっともそれはすぐに真ま琴こと一人の仕業だと判明し、僕はぬか喜びのやるせなさに春奈以上に不愉快になったのだが、この黒犬は伊だ達てや酔狂で登場したのではなさそうだ。

　鋭えい利りな刃やいばとなった前脚が横合いから斬撃、春奈の障しよう壁へきで減速しながらもついに突破、僕は軽くスウェイしてそれをかわす。目の前を暗黒物質のように黒い棒が通過する。

　春奈の不安定な姿から輝かがやく蒼そう光こうが発生、巨大犬はまたしても中空に吹き飛んだ。ただしノーダメージ、大きく裂けた顔の真ん中で無機質な緑の光点は健在、滲にじむ影のような姿態も凝ぎよう固こしたままだった。

　スローモーションで着地体勢──、とその時。

「あらまあ、可愛かわいらしいワンちゃんでございますこと」

　皮肉たっぷりの声色がソプラノの音域で僕の鼓膜を震ふるわせた。同時に、僕の顔の横をピンボール大の蛍火が輝き線せんを描いて通り過ぎ、黒い影に吸い込まれる。

　着地するその瞬しゆん間かんでは避さけようもなく、犬の首の真ん中を直ちよく撃げきした蛍火は瞬時に花弁を開き爆ばく風ふうを生み、黒い犬の上半身は無惨に吹き飛んだ。

《むー》

　不機嫌そうに口を尖とがらせて春はる奈なは振り向き、僕もまた振り向いた。

「なぜ高たか崎さきさまと出会い頭にはいつも余計な妄念が暴れているのでしょうか。運命的な何かを感じないでもありません」

　こんな大時代的な口調で話す知り合いは一人しかいない。喫茶店で見かけた後ろ姿と同じ服装をしている光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こが白い指先をこちらに向けて佇たたずんでいた。

「僕は誰だれかの致命的な悪意を感じるけどな……」

　のそり。半はん壊かい状態の黒い影はなおも身を起こし始めていた。広がる雨雲のように身体からだが修復していく。

「さすが、しつこいことですこと」

　茉衣子は片手の人差し指と小指だけを立てて、それぞれに紅あかい唇から息を吹きかけた。二本の指に光点が灯ともる。茉衣子が何か呟つぶやくと、二つの蛍火はひょいと舞い上がって、キレのいい高速スライダーの軌跡を大気に残しながら黒の塊へと体当たりを敢行し、爆破二連発。

　煤すすの粉をまき散らして巨大な想念の集積物は路上から消滅した。

　すいっと僕の横に移動した春奈がふるふると首を揺らす。舞い散る黒い粉が風に流されるように背後へと追い立てられていく。

「ごきげんよう、高崎さま」

　茉衣子は見み慣なれた黒衣ではなく先刻ちらりと見かけた後ろ姿そのままの服を身につけて、それだけはカラスの濡ぬれ羽ば色の前髪を揺らし僕に一礼した。

　スカイブルーの膝ひざ丈たけワンピにレモンイエローのカーディガンを羽は織おり、足元はピンクのパンプス。片足の爪つま先さきで地面をコンと蹴けって、白い日傘をくるりと回す。上品な足取りで近寄ってきて、三メートルほど離れたところでピタリと止まる。

　茉衣子は、僕の左横で自分を睨にらみつける春奈を一いち瞥べつ、長い髪を背中で一本の三つ編みに編み込んで鼈べつ甲こうの眼鏡めがねまでかけたその姿は、そうだな、何を着ても似合う奴やつというのはいるものだ。

「驚おどろかれませんわね。まことに意外です。気付かれていたとは思いませんでしたけれども。ふむん、春奈さんはけっこうセンシティブだったのですね」

「その格かつ好こうは何の仮装だ」

「不本意ながら変装などしてみましたのです。こんな良家のお嬢じよう様のような服装は好みではありませんが、わたくしの私服はそれなりに目立つものですから」

　不本意と言いつつまんざらでもなさそうに胸を慎ましやかに張る茉ま衣い子こだった。

「てっきり黒しか着ないポリシーでも持ってるのかと思ってたよ」

　茉衣子はパステルカラーで統一された己の服装を見下ろしてすまし顔、

「制服姿でうろうろするよりはマシでしょう」

「ああそう」

「ええ、そうなのです」

「そう言えば宮みや野のが捜してたぞ。今日は一緒じゃないのか」

　陶器じみた白い顔が素足でゴキブリを踏んづけたように露ろ骨こつに歪ゆがみ、

「なぜわたくしと、かの男をセットでお考えになるのか、理解に苦しみます」

「宮野はお前を気に入っているようだったが」

「怖おぞ気けがします」

　黒衣からフェミニンスタイルに鞍くら替がえした自称お嬢様は、少しばかり上うわ目め遣づかいになって僕をじとっとした目で見つめた。

「それよりも、他ほかにおっしゃることがあるのではありませんか？　たとえば感かん謝しやの言葉とか、あるいはねぎらいのセリフとか、それとも賞賛の単語とか」
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「……ああ、助かったよ。ありがとさん」

「心にもないお言葉、ありがとうございます」

　着る物がパステルカラーでも顔立ちはガラス製、黒百ゆ合りのような冷えた微笑だった。気の利いた切り返しを考える間もなく、白いものが網膜の端っこに映った。

　春はる奈なの半透明な指が僕の側頭部をちょいちょいとつついている。

《あれ》

　僕が見下ろすと、春奈は眉まゆを寄せて背後を示し、つられて目をやって、

「げっ」

　雲散霧む消しようしたはずの黒犬が復活を遂げていた。

　微細な黒い粒子が朝あさ靄もやのようにたなびいている。見る間に黒い霧きりは一ヶ所に集まると、その濃のう度どを高めていった。高感度カメラの早回しを見るようだ。二呼吸の間に黒犬獣じゆうは元通りの姿に復帰した。いや元通りどころではない。さらに巨大化している。最初の犬らしさはどこへやら、今や少しスリムなインド象クラスだ。

　光るエメラルドの幽火が二つ、仄ほの暗ぐらく燃えていた。

「あらまあ、ですわね。やっぱり単独攻こう撃げきでの完全滅殺は無理でしたか。だと思っていましたけど」

　納得ずくでうなずいている茉ま衣い子こだが、僕には目の前の光景をおおらかに受け入れるほどの寛容性はない。

　春奈が僕に同意する思念を送ってよこした。

《しつこいの、きらい》

　茉衣子が日傘を閉じた。丁寧にたたみながら、

「そこで提案です。第三十六番目の計略といきましょう。ここはかくもとりあえず転進すべきと意見具申いたしますわ」

「ようするに、逃げるしかないのか」

「転進は転進です。撤てつ退たいとは意味合いが違います。どう違うのかは後ほど国語辞典でも引いて下さいませ」

　太平洋戦争末期の大本営発表みたいなことを言いながら、茉衣子は長い三つ編みを翻ひるがえした。

　言われるままに足を踏み出しかけて、そう言えば忘れていた。あいつはどこだ、抜ぬき水みず優ゆう弥や。ざっと見渡したらどこにもいない。一人で安全圏へと遁とん走そうしたらしい。

　僕は嫌な感じのサイズに大型化した黒犬を見上げ、高層ビル級の怪獣の足の裏に踏みつぶされるのと、中途半端に大きい肉食獣にパクパク囓かじられるのと、どちらが安らかな死に様だろうかと考えた。

　無音のまま跳ちよう躍やくの気け配はいを感じさせ始めた巨大な影に背を向けて、僕は茉衣子の後を追った。







　ヒールの高いパンプス履ばきのくせに茉ま衣い子こは俊敏だった。交差路に出るたびにてらいもなくさっと曲がり、しなやかに疾走する。その横並びになって僕は、

「気のせいだろうか」

「何がでしょう」

「僕が狙ねらわれているような気がしている。どうも最近、人と言わず人外と言わず、変な奴やつらが僕に向かって突進してくるような感じだ」

「それは明らかではないですか。想念体に好かれる本質的な要因があなたがたにあるのです。決まっています」

「冗談だろう？」

「解わかっているのなら笑っていただかないと」

　いくらなんでも我々の走る公共の道路が無人であるのを期待するのはあまりに御都合主義といえる。ちらほらと見え出した通行人が、逃げるようにダッシュする僕と茉衣子に目を丸くし、すぐさまその目を上空に移して口まで丸くさせた。

　僕は素早く背後に目を走らせる。糸で吊つられているような不自然なジャンプ、みょーんみょーんと跳ねて来る。建て売り住宅などひとっ飛び、しかもいかなる重力制御が働いているのか砂さ塵じん一つ立てやしない。

　形のいい茉衣子のふくらはぎに視線を落としつつ、ひたすら走っているとやがて目の前が開けた。

　広い道、連なる車、そして通行人の皆さんたち。

　何のことはない、またさっきの国道沿いに出てきてしまったのだ。こんな人通りの多い場所に犬怪かい獣じゆうを誘ゆう導どうして何の秘策があるんだ？

　茉衣子は足を止め、「間違えました」と、あっさり言った。「さっきの角は左に曲がるべきでしたわ。裏道を抜けるはずでしたのに。申しわけありません、わたくし、少々方向感覚に先天的な欠損がありますの。仕方ありませんわ」

《あぶない》

　春はる奈なが警けい告こく、僕はたった今出てきた路地裏を見返して、猛スピードで突っ込んでくる黒妖よう犬けんを発見、とっさに横っ飛び、弾丸のように直進した黒妖犬は急制動をかけつつ、しかし制動しきれずにその勢いのまま車道に飛び出した。もし信号が青であったなら大惨事だっただろうが、不幸中の幸いと言うべきか、そこには信号待ちの自動車が群れをなしてアイドリングに励むのみであり、突進した黒妖犬は停車中の車に激突、跳ね飛ばしながら中央分離帯にまで達すると、何事もなかったようにむくりと起きあがった。

　最初に直ちよく撃げきされたのが頑丈そうな外車でよかった。運転手が鞭むち打うち症になるのは避さけられないだろうが、球突き状態で二次被害にあったミニバンが対向車線にはみ出して横転しているのに比べたらまだしもだ。

　黒妖よう犬けんは重力を無視してアスファルトを蹴ける様子もなく浮き上がり、あちこちからは悲鳴が上がった。

　春はる奈なはしっかり半実体化して僕のかたわらでふよふよしていたものの、象の体たい軀くを持った黒い獣けもののほうがどうやったって目立つ、だが明らかにのんびりと安心している状況ではない。

「こちらへ！」

　茉ま衣い子こが僕の手を取ろうとして、

「あちゃあっ！　もう春奈さん！　こんな時にまで妹風を吹かすのはおやめください！」

　パンプスの硬質な音を響ひびかせて茉衣子は地じ団だん駄だとでも言うべきものを踏みつけた。

「いいから！　早く！」

　走り出す茉衣子の後を追う。黒妖犬が人々の恐きよう懼くの叫びを引き連れてさらに僕を追って飛ぶ。

　不意に見覚えのある景色が広がった。双子のビルの真ん中、歯抜け状態の空間。青いビニールシートが風ではためき、黄色の重機がキリンのような長い首をもたげている。一面の瓦が礫れき。

　茉衣子の向かう先は、あの崩れ落ちたビルの解体工事現場だった。

　鉄筋コンクリートの欠片かけらを満載してたダンプトラックはすでになく、歩行者を誘ゆう導どうしていた警けい備び員もいない。動いている重機もなく、ひっそりとした無人の工事現場に、ためらうそぶりも見せずに茉衣子は侵入する。

　どうするのかと思っていたら、スカートの裾すそをまくって瓦礫の山に登り始めた。僕が目のやり場を見失っていると、

「何をボサッとしているのですか。さっさと来て下さい」

　走ってズレた眼鏡めがねのブリッジをついと上げて、手招きをする。

　悲鳴の声がだんだん大きく聞こえるようになってきた。それだけ接近中ということだ。策があることを期待して僕はスニーカーを灰色のコンクリ塊に踏みしめさせ、危なっかしく前進する茉衣子に近付いた。

「この場所に何の意味があるんだ？　あいつをどうにかできるプレイスポットなのか、ここは？　僕にはただの人ひと気けのない廃はい墟きよだとしか思えないがな」

「もちろん意味はございますし、どうにかもします。でなければわたくしはともかく、高たか崎さきさまは八つ裂きの刑を黒妖犬によって味わうことになるでしょう。その前に春奈さんが何とかしてくれるかもしれませんが、そうなればなったで周辺環境に及ぼす影えい響きようは甚大であると予想されますから。できるだけ穏おん便びんに処理したいものですわ。班長がここにいないのは大正解です。もしいたら哄こう笑しようしつつ現況を娯楽の対象にするでしょうね」

　追っ手が派は手でに登場した。鉄パイプの囲いを破り、青いビニールを引き裂いて、闇やみよりも暗く黒い非現実存在が。

　茉ま衣い子こはこの期に及んで手にしていた白い日傘をくるりと回して僕に突きつけた。

「これは自前ですので傷つけたくはありませんの。どうか持っておいてください。それから、春はる奈なさんにもご協力いただきたく存じますわ」

《やだ》

「そうおっしゃっても高たか崎さきさまを守るためでしたら、わたくしが強制しなくとも自動的にやってくれるでしょうけど」

《むう》

　一応訊きくだけ訊いてみよう。

「で、僕は何をすればいい？」

「日傘をよろしく」

「…………」

　茉衣子は建築廃棄物の山に立ち上がり、女王のような面持ちで両腕を上げた。揃そろえて伸ばした指は合計七本、そのすべてに息を吹き、蛍火を瞬またたかせて斜め上空からダイブする黒妖よう犬けんに差し伸べた。

　残像を引いて飛んだ七つの光球がモロに物の怪けの顔面で炸さく裂れつする。が、爆ばく炎えんの中から巨大な犬妖はわずかに減速しただけでそのままの形状で降下、春奈の防御障しよう壁へきに激突して青い火花をいっせいに咲かせた。

　無能力者の僕にでも解わかる、不可視の圧力が不可視のシールドを軋きしませている。目の前、それも二、三歩も歩けば手の届く位置でこちらを見据える緑の鬼火には心こころ穏おだやかでいられない。

　さっきの繰くり返し、バケモノと春奈の見えざる押し合いへし合いだ。

「これじゃ何の解決にもならないだろ。次の手は何だ？」

「終わりです」と茉衣子は眼鏡めがねを外してツルをたたみ、ワンピースの襟えり元もとに挿した。黒こく曜よう石せきのような双そう眸ぼうが僕とその脇わきで黒犬を押し留とどめている春奈を通過し、また僕へと戻った。

「あとはこの場を離れるだけです。ご心配なく、黒妖犬はもう何もできません。無害なワンコロベエと成り果てておりますわ」

　そうは言ってもまだバチバチは続いているじゃないか、と言おうとして、茉衣子が平然とゴミ山から降りるのを見て、僕は背後の黒妖犬を振り返りつつ、足元を確かめながらコンクリの上を移動して奴やつから離れた。僕が歩くにつれて自然と春奈も黒犬から遠ざかる。

　小山のような黒い影はその場から動こうとしない。

　いや動けないのだと僕は悟った。

　妖犬はもがくように蠢うごめいて、しきりと首や前足を振りたくっている。口の中まで真っ黒な顎あごを引き裂き、暴れる様子を見せつけているが前にも後ろにも進まない。まるで透明な鎖くさりにがんじがらめにされたようだった。

　ふわりと浮いた春奈が僕の肩口に滑り降り、細腕で地面を指差した。

　黒犬がジタジタしている空間の下、崩れたコンクリで溢あふれた剝むき出しの地に、一辺が五メートルほどの正方形が蛍光色の青い線で引かれている。一目でまたどこかのロクでもないＥＭＰ能力が関係していると解わかった。

　線から直角に湧わき出した薄うすい光が壁かべとなって犬っころを閉じ込めているのだ。目をこらさないと解らない薄い光のカーテンが四方を囲っている。四隅から伸びた光のワイヤーフレームがやはり五メートルほど伸び、そこから九十度の角度で折れ曲がって結合して立方体を形成している。簡単に言えば光の線で作られた正六面体だ。面の部分は余すところなく薄うす蒼あお色。

　その大きな半透明の箱の中に、黒い犬の影が囚とらわれていた。

「あれはお前の仕業か」

「それこそご冗談を。わたくしにできるわけがないでしょう。わたくしの能力はピンポイントのミドルレンジ攻こう撃げきのみ、対想念体破は壊かい専門能力なのです。捕ほ獲かくの心得はありませんわ。ついでに、あれだけ大規模の念積体を処置するのは一人の力では無理です」

「じゃ、誰だれがやってるんだよ」

「対想念体の保安部要員は何もわたくしや班長だけではございませんの。それはそれは有能なかたがたがたくさんいらっしゃいます」

「ということは何か。アレか。僕を追跡していたのはお前だけじゃないんだな」

「今となっては隠すこともありませんわね。そうです。何か問題でも？」

「そりゃあるさ。プライバシーの侵害だ……とか言う以前に、意味が解らない。僕をストーカーして何が楽しいんだよ」

「自明です。このような事態から高たか崎さきさまをお守りするためにです。そのための保安部ですわ。決して偏執狂的興きよう味みからストーキングをおこなっているのではありません」

　ソフトフォーカスのかかった身体からだを揺らがせつつ、春はる奈なはぽかりと半分口を開けて蒼い四角形を見ていた。

　暴れる黒犬を閉じこめたまま、得え体たいの知れない光の箱はぷかっという感じで宙に浮かぶと、コマのように回転を開始した。最初はゆっくり、段々ピッチを上げ、高速回転。まるで遠心分離器だ。あまりの回転速度で立方体が円柱形に見える。

　回転する光の円柱は、やがて緩ゆるやかに縮ちぢこまっていき、ほとんど円えん盤ばん状にまで平面化して、そして消滅した。中身の黒妖よう犬けんともども、この空間から。

　最初から何もなかったような、あっさりとしたものだった。

　ふう、と息を吐く音が聞こえる。茉ま衣い子こがホッとした表情で頭をノックするように拳こぶしで叩たたいていた。

「なんとかなったようですわね。安あん堵どいたしました。ぶっつけ本番にしては、うまくやれたと言うべきでしょう。それでも四人がかりで、能力値を限界まで上げなければなりませんでしたか……。やれやれですわ。はい、こちらは全員無傷です」

「……誰だれと話しているんだ？」

「高たか崎さきさま言うところのストーカーのかたがたと、です」

　僕は周囲を見回して誰もいないことを確認した。少なくともこの倒とう壊かいビル跡には人影はない。両りよう脇わきに建っているビルを見上げる。屋上から誰かの顔が引っ込んだような気がしたが、気のせいかもしれない。

　茉ま衣い子こは片かた頰ほおだけで微笑ほほえんで、

「それより、早くここを出て行きましょう。不幸なことに黒妖よう犬けんと、それに追われるわたくしどもの姿は無視できないほどの人目に触れてしまっております。無む辜この人々の誰何すいかを受ける前に退散したほうがよろしいかと」

　僕だってこんな埃ほこりっぽい工事現場に長居をするいわれはない。誰かに捕まって「おい、あれは何だったんだ？」などと訊きかれても答える言葉を持たないし、訊きたいのは僕のほうである。

　砕けたコンクリートと折れ曲がった鉄骨にまみれた地面を歩いているうちに日傘を預かったままであることを思い出した。返そうとして茉衣子を振り向くと、小柄な長い髪の蛍火使いは屈かがみ込んで何やらうんうん唸うなっていた。

「どうした？」

「ああ高崎さま。ヒールのかかとが石の間に挟まってしまい抜けないのです。どうかお手を拝借」

　手を伸ばそうして、僕は春はる奈ながまたアヒルの口をしているのに気付き、

「今だけ大人おとなしくしてろ」

《ぷう》

　不機嫌な顔でそっぽを向く。

　僕は茉衣子の片手を取って、そのひんやりした体温を掌てのひらに感じて、女の子の手を握ったのなんかどれだけぶりだろうと考えながら身体からだを支えてやる。瓦が礫れきに埋まっている左のパンプスから素足を抜き、茉衣子は立ち上がってぴょんぴょんと跳び、

「春奈さん、しばし堪こらえてくださいね。ビリビリはなしでお願いしますわよ。わたくしも触りたくて触っているのではないのです。不可抗力というやつなのです」

　その掌を離し、僕はしゃがんでピンクのパンプスに手をかけた。茉衣子は僕の背中に手を置いて転倒を防いでいた。

　どういう挟まれかたをしたのか、ちょっと引っ張っただけでは抜けない。ここは力任せでいこう。えいやっと。バキ。

「あら」

「……」

　女物の靴を片手に僕は視線を落とした。ピンク色のヒールがコンクリの間に残っていた。そして本体は僕の手中にある。

「壊こわしてしまいましたわね。あらまあどうしましょう。その靴は借り物なのです。あらあら、まあまあ」

　ヒールを失ったパンプス片手に佇たたずむ僕に、

「修理しなければなりませんわね。そのような傷モノを持ち主に返還するわけにもいきませんし、なによりわたくしの歩行に支障が出ます。高たか崎さきさまがおぶってくれるというのなら話は別ですが、春はる奈なさんの逆げき鱗りんに触れるのも嫌ですわ。それからところで、わたくし、小銭しか持ち合わせておりませんの。これを使ってしまえば帰りの電車にもバスにも乗れません。困ったことですわ」

　ふと気づいた。

「その服も誰だれかの古着なのか？」

　流りゆう麗れいな顔にバツの悪そうな表情が浮かんだ。

「え、ええ、ちょっと。確かにお借りしました。わたくしは黒以外の私服を所有しておりませんから。その……同室のかたに」

「若わか菜なのか、それ。着ているところを見たことないが」

「タンスの肥やしにしているのみと言うことでしたので、忌き憚たんなく借り仰おおせました。他ほかにも色々取り出して、まるでわたくしを着せ替え人形のように……、一度お訊ききしようと思っていたのでこのちょうどいい機会にお尋ねします。なぜ若菜さんは、ああも年中楽しそうなのですか？　この服装に決定するのに夜通し大おお騒さわぎで……ほとほと疲れました」

「妹の人格形成にまで責任は持てないね」

　僕は左手に日傘、右手にかかとの抜けた靴をぶら下げて嘆息した。

　実は超常現象史跡巡りはもうどうでもいいような気がしているのだが、まずは靴屋を探さねばならないようだ。それも修しゆう繕ぜん費用僕持ちで。

「春奈」

　白い幽ゆう霊れいはこのうえなくご機嫌斜めのようだった。

《…………》

「しばらく消えてろ。それから、何もするな。わかったか」

《おこるよ》

「しょうがないだろう。それともこいつを背負ったほうがいいか？」

《だめ》

「わたくしに嫉しつ妬としてもそれは勇み足というものです。なぜならわたくしは高崎さまにまったく懸け想そうの念を抱いておりません。アウト・オブ・眼中と言えます。わたくしの理想は──、あちゃっ！」

　僕に触れていた手をバタつかせ、フラミンゴみたいに片足を上げていた茉ま衣い子こがバランスを崩す。反射的に茉衣子の身体からだを引き寄せて、僕は言い聞かせるように言った。

「春はる奈な」

　心持ち目を吊つり上げて、若わか菜ながスタイリスト役となった茉ま衣い子こ（どーりで全身パステルだと思った）をじろじろ睨にらんでいた春奈は、

《ばか》

　針のような攻性の思念波を僕に伝えると、陽かげ炎ろうのように揺らめいて消えた。

「ひどいですわ。高たか崎さきさま、昨日今日でもう三度目です。あなたがたを守ろうと色々骨を折っておりますのにこの仕打ち。いったいどこに訴え出ればよろしいのでしょう」

　僕は茉衣子の鳥の羽みたいに華きや奢しやな腕を抱えるようにして解体工事現場を後にした。







　歩きながら考えていた。

　どうやら僕の知らないところで何かが起ころうとしているらしい。

　山から下りてきてぶらぶらしているうちにたまたま偶然、調査しろと言われていた異常現象に出くわす確率はどれくらいだろう。狙ねらいすましたみたいに出現した黒妖よう犬けん。奴やつが出てきた所に必然性なく僕は通りかかってしまったとでも？　今僕が感じているモヤモヤは、僕の意識がただの偶然に何かの意味を持たせようとしているだけなのか？　どこかで聞いた囁ささやき声が蘇よみがえる。

『偶然なんてものはこの世にありませんよ』

　まるでそうなると知っていたかのように、保安部員たちは僕の周囲に配置されていた。監かん視しなら茉衣子一人で充分だ。それが大勢ともなると、あらかじめ事態を予測していたとしか思えない。

『世界はすべて必然によって運営されています』

　何が始まっているのか、あるいは誰だれかが何かを始めようとしているのか、自分の意思とは関かかわりなく僕は舞台に上げられてしまっているのだろうか。ピッタリのタイミングで茉衣子が登場し、無数の黒子たちが背景に紛れて黒妖犬を退散させる。この噓うそくさい展開は誰の書いたシナリオだ？

　もし演出を付けているのが真ま琴ことだとしたらこれほどムカつくことはない。が、あの女に筋道だった脚本を書けるとも思えないから日ひ比び木き会長の作かもしれない。どっちだろうが違いはない。思うことは一つだ。




　僕らを巻き込むな。













○七章







　表通りに野や次じ馬うまが集まりつつある気け配はいを察した僕たちは敷しき地ちの裏口から外に出た。僕の左腕にすがりついている茉ま衣い子こは一本脚歩きでひょこりんひょこりんと、憂ゆう鬱うつな顔を隠そうともせずに、

「誰だれかに見られたい姿ではありません」「誤解されます」「靴を交換いたしませんか」「これがもっと素す敵てきな……いや何でも」などとぶつくさ呟つぶやき続けている。どうも僕の人生には女難の相が出っぱなしのようだ。

　瞬しゆん間かん接着剤でも買ってくっつければいいだろうという僕の主張はコンマ二秒で却下され、左腕に茉衣子をぶら下げつつ通行人の奇異の視線を浴びつつ、ようやく見つけた靴屋に飛び込んだ時には僕の後ろ髪は春はる奈なの負の感情でバリバリに逆立っていた。

　店の人が貸してくれた丸椅い子すに腰掛けた茉衣子は、見事なまでの余よ所そ行きの微笑ほほえみで靴の修理が終わるのを待っている。頭の上のかぶり物がさぞ重かろう。

　修理だけでなくピカピカに磨かれて出てきたパンプスに足を入れる茉衣子を横目に代金を払わされる僕であった。

「後で返せよ」

「なぜです？」

　真顔で訊きかれた。茉ま衣い子この言い分によると、この靴は若わか菜なの物であり若菜の物を修理するのにかかった金銭的負担はその持ち主が持つべきで、万一自分に返済義務が発生するのだとしても払った金の出所は生徒会であり（くそ、知ってたのか）返すならそっちに返す、ということになるそうで、精算所でレジを打つ若い男の店員までが同意するような顔になってて、言葉を失った僕に反論の機会は残されていなかった。

　なおかつ店を出るとたちまち能面に戻り、そればかりか今度は喉のどが渇いたとか言い出した。

「思わぬ運動をしてしまったものですから。わたくしの体内が適度な水分を要求しているのですわ。しかたがありません」

「我慢しろ」

「なぜです？」

　声は心底不思議そうだが表情は冷れい徹てつだ。なんでも、妖よう犬けんと追いかけっこするはめになったのは僕の責任でありその結果干上がった彼女の喉を潤うるおす義務が僕にはあるそうだ。ＤＮＡ並みにねじれた理屈である。

　再びパラソルを広げて小首を傾かしげ、茉衣子は冷ややかな目つきで僕を凝ぎよう視しして、

「妹以外には優しくないという噂うわさは本当でしたのね。わたくし、ショックヘビーです」

　そんな噂初めて聞いた。

　物もの凄すごく当たり前の顔をして、そのくせ三メートル以内に近寄らず、茉衣子はしゃなりしゃなりと優雅に歩を刻み、自販機の前で止まった僕を不平不満を満タンに搭載した顔で見上げた。

「わたくしをおちょくっておられるのですか？　これは侮辱です。自動販売機の缶入り飲料程度の女にしか見られていないとは、あまりの恥辱に卒倒しそうですわ」

「勝手に倒れてろ。だいたい、何だって僕についてくるんだ？　どっか遠くで見張ってればいいじゃないか」

「バレた今となっては、こそこそするだけ無駄ですので。それに何かあったとき、いち早く対応できますし。ときに晩ご飯はお食べになってから学園に帰るのでしょうか」

　どこまでタカるつもりだ、あつかましい。

　心持ち顎あごを上げて茉衣子は薄うす目めで僕を見ながら平然と、

「せっかくの外界なのですから、どこかムーディかつエレガントかつグレイスフルなお店でクラッシーかつスプレンディッドでラクシャリィなお料理を──ぎゃ！」

　絡み合った蛇みたいな三つ編みが持ち上がって引っ張られ、茉衣子は後ろに反り返りながら日傘を振り回した。

「なんとかしてください！　八つ当たりにもほどがあります！」

　本気で怒りかけている春はる奈なの思念が焦げ臭い香りを僕に感じさせた。わぎゃあとか言ってる茉ま衣い子こを放置しようかと考えてみたものの、文字通り見えない手にひっぱられて僕への抗議の言葉を羅ら列れつしている娘の姿は天下の往来ではいささか目立つ。しかし道を歩く人々は一様に目を合わさないように足早に通り過ぎ、僕は安心してしばらくそのままにしておいた。

「痛い、抜けます！　高たか崎さきさま、わたくしにはこのような仕打ちを受ける覚えは絶無です！」

　どうも本気でそう思っているらしい。

「許し難い暴挙です！　横暴です！　抵抗できないのをいいことに、こんな、こんな……非道です！　悪逆かつ無道そして虐待です！」

　茉衣子の語ご彙いがどこまで続くのか聞いてみたいような気もしたが、いつまでも遊んでいるわけにもいくまい。

「やめとけ」

《ぷい》

　たらん、と三つ編みが垂れ下がって元の背中に戻った。これくらい長ければ絞殺に使えそうだなと僕は思い、春奈がそれを思いつかなかったことを茉衣子に変わって感かん謝しやしてやった。その気も知らず、

「言論の封殺は何よりも恥ずべき行為です！　わたくしは暴力には屈しません！　主張すべきことはこれからもどんどん発言させていただきます！」

　涙目で見当ハズレなことを叫んでいる。人に奢おごらせることがこいつの言う言論の自由なのか？

　茉衣子は僕を黒くろ飴あめみたいな瞳ひとみでキッと睨にらんでから、三つ編みをたぐり寄せ胸元でほどき始めた。

「もう変装は無意味です。こんなことになるなら普ふ段だん通りの格かつ好こうで来ればよかったですわ。まあ、なんてことでしょう、編み込んだおかげで髪が天然パーマ状態に」

　悪くないと思ったが言うのはやめとこう。

　僕は自販機にコインを投入し、茉衣子に好きなボタンを押すように促した。

　不承不承を隠そうともせずに茉衣子が白磁の指先を伸ばし赤いランプを押そうとした一いつ瞬しゆん前、自動的にボタンが押し込まれ、機械はガコンと缶入りポタージュを吐き出し、今どき珍しい当たりくじの電子ルーレットがピロピロ回りだして、見事にビンゴ、二つ目のポタージュ缶がゴトリと落ちた。

「…………」

　無言で二つのあったか飲料を取り出した茉衣子は、憮ぶ然ぜんたる面持ちでその一つを僕に差し出した。

「予測すべきことではありました。恨むべくは春奈さんではなく、もう五月だと言うのに、あったか～い飲み物をそのままにしておいた業者でありましょう」

　お互いシケた面つらで黙だまり込み、座るところもないので突っ立ったまま飲みたくもなかったコーンスープを飲んでいるこの不自然な状況を誰だれか何とかして欲しい。この際誰でもいい。あのスマイルゼロ円みたいな舌の滑らかな奴やつでも──、

　思い出す。

「おい、ところであいつはお前らの知り合いか」

　三メートル横で茉ま衣い子こはじろりと僕を見た。

「あいつとは？」

「抜ぬき水みず優ゆう弥やとか言う、百円ライターみたいな男だ。特に意味もなくニヤニヤしてて、でれっとした見栄えのいい野郎」

　茉衣子は空気を攪かく拌はんできそうに長い睫まつ毛げをバチつかせ、

「からかっておいでですか？　高たか崎さきさまはずっと一人で、まあ春はる奈なさんを除けばと言う意味ですけど、最初からお一人だったではないですか」

「バカ吐ぬかせ。川を見てたときに声をかけてきた奴がいただろうが。お前、僕を尾行してたんじゃないのか？」

「しておりました」

「だったら僕と一緒に喫茶店入ったり、電車の横にいたりしてた奴を見たはずだ。そいつだよ」

「存じ上げません。高崎さまはわたくしの知る限り単独行動をしておられました。誰かをお供にしてなどおられませんでしたわ」

「あのでっかい犬の怪物が襲おそってくるまで僕といた野郎だぞ？　いつの間にかどこかに消えてしまったみたいだが」

「おっしゃる意味がよく解わかりません」

「噓うそだろ？」

「いいえ、わたくしだけでなく……」

　こんこんと頭をノックして、

「どなたもそのような人物を見ていないとおっしゃっておられます。何かを勘違いされておられるのではないですか？」

「勘違いしてるのはそっちだろう」

　僕は優弥の姿形を脳裏に思い浮かべた。いくら僕が対人関係に無む頓とん着ちやくでもあんな変なことばかり口走る奴をそうそう忘れはしない。

「春奈」

《なに》

　脳の内部にあくびをする春奈のイメージが浮遊する。

「いたよな、あいつ」

《いた》

「確かだよな」

《たしか》

　僕は茉ま衣い子こに向き直る。

「春はる奈なもちゃんと見てる。間違いない。この手で触れもしたから実体もあったし、本当のことを言えば、お前の尾行に気付いたのは春奈じゃなくて奴やつだ。それから……そうだな、ＥＭＰ学園とは無関係だとも言っていた」

　茉衣子は柳の葉のような眉まゆをきゅっとひそめ、

「妙なお話です。とても奇妙な……」

　人差し指を下唇に当てて目を伏せる。何かを考えるふうだったが、どこかに電波を送っているかキャッチしているかどちらかだろう。

　それはさておき、僕は僕で考え込んだ。

　可能性としては、





１．茉衣子が噓うそっぱちを言っている。

２．僕が幻覚を見ていた。その幻覚は春奈にも及んでいた。

３．優ゆう弥やは存在したが、何らかの手段と事情により僕と春奈以外の人間には見えないような特殊な迷彩をまとっていた。

４．これは夢の中の出来事で、実際の僕は寮りようのベッドで安らかな寝息を立てている。






　私的には四番目を採用したい。そもそもＥＭＰ能力なんてものが夢想の産物としか思えない。その喩たとえなら夢が現実を浸食して出てきた現象がＥＭＰ能力だと言い換えることもできるかもしれない。つまり僕たちは誰だれかの見る夢の中の住人である。

　ようするに、と僕は思う。優弥はただのライター代わりではなかったということだ。

　混乱しかけてきた思考を停止して、僕は自分のペースを取り戻す。考えても解わかりそうにないことは考えないようにするのが一番だ。自分で自分を惑乱させてりゃ世話はない。

　世界が丸ごと発狂しても最後まで理性を保つ人間がいるとしたらそれは僕でありたい。

　それが幸福なのか不幸なのか、誰が判断するのかは僕の知ったことではない。




　腕時計を確認する。三つの「４」がフィーバーを告げていた。







　空き缶をゴミ箱に食わせた後、当初の予定通り僕は駅への道のりを再訪し、茉衣子は影のようについてきて、電車の座席でも正確に三メートル離れて座り、ただ黙だまりこくっていた。

　春奈はまた窓の外を眺め続け、僕は今度は睡すい魔まの撃げき退たいに成功し、目当ての駅で降りた。優弥の提案に乗ったわけではないが、カニは飛ばして蜘く蛛もを選択、そしてここを最後にするつもりだ。

　駅を抜けると太陽はオレンジ色をギラつかせて高度を下げている。山の稜りよう線せん以外の場所に沈もうとしている太陽を見るのも久しぶりだった。







　電車の中で読み流した真ま琴ことの資料はこう述べている。

　まんま駅前、交差点の真ん中に巨大な──また巨大な、か──かつ真っ黒──そうだろうとも──のコガネグモが瞬しゆん時じに出現したそうである。もう何でも出てこい驚おどろかないぜの世界だ。もちろん走っていた車は次々と蜘蛛モドキに突っ込む。蜘蛛の成分は不明だがゼリー状のシロモノだったとこの調書には書いてある。死者が出なかったのはそのせいだと思われる。さてその蜘蛛は十字路を仮の宿とでも決めたのか、せっせと巣を張り出して、絡め取られる車・車・車。大惨事は免れたが、巨大蜘蛛がドライアイスのように消えるまで、数時間に亘わたって閉じ込められた車中の人々には同情の念を禁じ得ない。ＰＴＳＤにかかっていないことを祈ろう。

　巣作り以外に興きよう味みがなかったらしく、黒蜘蛛は住すみ処かとなる巣を張り巡らせるだけ張ってしまうと後は何をすることもなく、囚とらわれた乗用車を粘着糸でぐるぐる巻きにしたあげく食い散らかすとか卵を産み付けるとかいうこともなく、静止していたとのこと。あの犬にも見習っていて欲しかった。

　そんなこんなで見物人や消防や警けい察さつやらでごった返す中、蜘蛛の巣もろとも徐々に輪郭を失って透き通るように消失し、大勢の目にさらされたにも拘かかわらずもちろん報道されることもなく、奴やつが消えた後、横断歩道に囲まれた舗ほ装そう道路には半球状のクレーターだけが残されたという。







　まだ残っていた。

　オレンジと黒の工事用鉄てつ柵さくに四方を囲われている。当たり前だが通行止めで、火の入っていない誘ゆう導どう灯を片手に持った警備員が何人かと、申し訳なさそうに頭を下げる作業着姿の立て看板、足を止めてクレーターを覗のぞき込もうとしているヒマな人間たちが目に入った。

　柵越しでは中がよく見えない。全体像を把握するには手近の雑居ビルの屋上にでも登らなければならないだろうが、もはや僕にそこまでする気力はなかった。日ひ比び木き会長なり茉ま衣い子こなりその仲間なり誰だれなりがすればいいのだし、とっくにやってるだろう。

　疑問は一つ、会長が僕を派遣した理由だけ。

　茉衣子はつまらなそうに穴ぼこの縁ふちに視線を送っている。あまりにもつまらなそうなので、ちょっと会話を振ってみようと思い立った。

「力がなくなったらどんな感じがすると思う？」

　茉ま衣い子こは自然パーマの長髪を一房つまみ上げ、枝毛を見るように毛先を凝ぎよう視ししながら「それと今の状況と何の関連性があるのでしょう」と言いつつも顔を上げ、

「ですが一考に値する質問です。確定された未来の絵姿ですから。そうですわね、片かた翼よくをもがれた鳥のような気持ちになるか、永い眠りから覚めたような気持ちになるのか、そのどちらかかと思います。猫と毒ガス発射装置の入った箱を抱えてひたすら待ちの体勢ですわ」

　詩的なのか即物的なのか量子的なのかよく解わからない比ひ喩ゆを使って表現した。

「もしお前に妙ちきりんな力がなかったら、ＥＭＰ学園にいなかったらどうしてた？」

「どうでもよい質問です。ちっとも困らなかったでしょうが、それが何か」

「なかったほうが良かったと思わないか」

「そのように思おうにも、現在のわたくしはそうでないのですから思いようがありません」

「少しは考えろよ」

「ではお答えします。何事も経験でしょう。たまたまそんな力があるというだけでそれ以外の人々にはマネのできない人生を歩ませてもらっております」

「なあ、お前は将来何になりたいんだ？」

「それでわたくしが可愛かわいいお嫁さんとか言えばどうなさるおつもりです」

「……そうなのか？」

「お腹なかが空すきました」

「はあ？」

「お腹が空いたと言ったのです」

「…………」

「今日は良い天気ですわね」

　壊こわれたアンドロイドと会話しているような気分だ。よく宮みや野のはこんな奴やつと毎日コンビ活動をしていて平気な顔をしていられるものだ。マイナスにマイナスを掛けるとプラスになるという理屈のマクロ的具体例がこいつら二人なのかもしれん。

「帰ろうか」

　と僕は言い、

「そうですわね」

　と茉衣子は答えた。







　とりあえず電車に乗ろうとＵターンした僕を茉衣子が止めた。

「帰途の交通手段は確保しています」

　茉衣子が先せん導どうして僕を誘いこんだ先はオフィス街の一角で、道の路肩に何だか半日前にも見た感じの輸送トラックが止まっていて、何だか見覚えのある運転手が大口開けてシートにもたれ掛かっているのが見えた。熊男。また寝てる。冬眠の季節にはまだ早すぎる。

　運転席側の鉄板を叩たたく音がエイトビートをきざみ始めた頃ころ、ダルマみたいな眉まゆと目をした大作りな顔を小さく揺らしてやっと覚かく醒せいし、ドライバーはカバみたいに口を開いて（笑ったのかあくびをしたのか判別しがたい）、顎あごをしゃくった。

　助手席から僕が先に乗り込むと、古こ墳ふんから掘り出されたばかりの土偶のような顔つきでドライバーははっきりと残念そうに唇を突き出した。

「よう」

　と彼は手を挙げて、

「なんか知らん、ここで待ってろと言われてたんだが乗っけるのはあんたらでいいんだよな。配送先はあの山の学校ってことだが、オッケーか？」

　うなずく。

　手回しのいいことに、誰だれかが、たぶん茉ま衣い子このお仲間が、段取りを付けてくれていたようだ。後ろのペイロードに乗ってろと言われないだけいいが、それにしても僕らは荷物扱いか。

　後からよじ登ってきた茉衣子は、

「くっつかないでください。もう、まるで電気クラゲと同乗しているようです」

　助手席側のドアに張りつくように僕から身を離して抗議、僕は心の内で春はる奈なをたしなめた。ここは人目もあることだし、耐えてくれ。

《んー》

　口を尖とがらせ、春奈は僕の左側から放射していた不可視の力を治めた。ドライバーは好奇心の鬼となったようで、僕と茉衣子に何か言いたそうな視線を送り、ついに言った。

「テイクアウトか？」

「なんでしょうか、それは」と茉衣子。

「こいつは同じ学校の生徒で、赤の他人です」

「まあ、そんな素っ気ない紹介もあんまりです。もう少し含みを持たせる続柄ではありませんか？」

　女魔ま術じゆつ師ですと紹介するわけにもいかず、三秒くらい考えて僕は言った。

「妹の友達ですよ。知り合いの後こう輩はいでもあります」

　本当のことだから胸を張って言える。運転手も三秒くらい考えて、

「ってことは、あんたの後輩か？」

「不本意ながら」

　茉衣子は目を半分の太さにして、

「何が本意ではないのか、わたくし、興きよう味み津しん々しんですが」

「他意はない」

「他ほかではない意見ならあるのですか？」

「一言もないね」

　気品ありげに鼻を鳴らし「では最初から何も言わなければいいのです」と憎まれ口を叩たたいて茉ま衣い子こはサイドガラスへと顔を向け、トラックが走り出すなり、コテンと寝てしまった。

　カーステレオから響ひびくオールディーズをＢＧＭに茉衣子はすやすやと、僕と運転手はぽつぽつとどうでもいいようなことを話し続け（あんた歳としは？　十七です。そうかい俺おれも十七だったときがあったよ。そうですか。どうだい学校生活は？　それなりです。親元を離れて大変だろう。それなりに。）、トラックは人の気け配はいが稀き少しような地域へと進み続けた。

　僕は横目で茉衣子の様子を窺うかがった。

　あどけない寝顔ではあった。なぜか眉み間けんにシワを寄せているのさえ除けば。

　春はる奈なのくすくす笑いが頭の中でわんわん木こ霊だまする。ここに油性マジックでもあれば茉衣子の白い顔をカンバスにして幼稚な悪戯いたずら書きをするに違いない、そんなうずうずとした精神波が寄せては返す。

　茉衣子の長い黒髪が何本か車の揺れとは無関係に動いて、見る間に一本のこよりを結びだした。三つ編みみたいな上等なものではなく、ただ縒より合わせただけ。一つが終わったらまた次の一房がくるくると絡み出す。春奈の無邪気な悪戯。

　僕はさり気なく身体からだを浮かせて、メデューサになりつつある茉衣子の頭が運転手から見えないような位置に固定した。
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　これくらいの行為なら可愛かわいいものだ。

　どんな悪あく辣らつな生徒だったとしても、ＥＭＰ学園には退学という制度はない。そこがすでに牢ろう獄ごくだからだ。しかし世間一般と同様の比率で法の順守に反旗を翻ひるがえす少年少女たちも当然いて、そんな奴やつらの中でも目に余ると判断された連中がどうなるかというと、通称「研究所」なる場所へ搬送されることになっている。研究所行き確定と相成れば、それはＥＭＰ能力者にとって死刑宣告にも等しいとは聞いたことがある。そこが何をする所なのか僕は知らない。知っていると言う奴も知らない。強制的に能力を抹消されるとか、自然消滅するまで軟禁状態に置かれるとか、ＥＭＰ能力の実態を解明したくて堪たまらない科学者たちに人体実験の被験者にされるとか、噂うわさだけは聞く。税金によって運営される国家当局的施設なのは間違いない。なんとなく誰だれかが作為的に放った流言のような気がしないでもないが、犯罪抑止力としては効果的だろう。

　辺へん鄙ぴな立地条件だからというだけでなくＥＭＰ学園は警けい察さつ権力とはほぼ無む縁えんの空間であり、では誰が治安の陣頭指揮を執っているかと言えば、生徒会長麾き下かの保安部なる組織で、しかし宮みや野のや茉ま衣い子こみたいな奴らにそんなことさせて大丈夫なのかと疑いつつも、まあこいつらは想念体討伐が専門だからそれはそれでいいのかもしれないなどとぼんやり考えているうちに、人のことは言えない、知らず知らずのうちに僕もまた眠り込んでいたらしい。熊に肩を揺すられて目を開けるとそこは我等が第三ＥＭＰ学園の裏口で、太陽の沈んだ天空は紫紺の色を帯び始め、西の空には金星が吉凶定かではない光をチラつかせて愛想を振りまいていた。




　今度は夢を見なかったように思うがこれも定かではない。







　僕がちょんとカーディガンの肩をつついてやると、茉衣子はうっとうしそうに目ま蓋ぶたを上げ、「ふあ？」とタワゴトをほざいてから口元を手の甲で拭ぬぐい、やっと状況を理解して五センチほど腰を浮かせた。

「まあ！」

「さっさと降りてくれ。僕が出られない」

　ぎこぎこと茉衣子はドアを開け、油の切れたマペットの動きで地上に降り立って、すさっと素早く例のごとく三メートルほどの間隔をあけた。日傘を忘れている。

　僕は髭ひげに礼を述べ、白日傘を拾い上げて車を降りた。思い切り勢いよくドアを閉めた。校舎に反射したその音が黒い山並みに消えていく。

　窒素酸化物を吐き出しながら走り去るトラックに手を振っていると、横で同様の行為をしていた茉衣子が小声で囁ささやいた。

「見ましたか？」

「何をだ」

「わたくしの寝顔です。個人的に見せたくない顔ベスト２にあげられます」

「一位がなんなのか、僕は知りたい」

「教えません。教えられません。見たのですか見てないのですか。見たふりをしたのか見て見ぬふりをしたのか、お答えください」

「見た、というか見えた」

　いきなり茉ま衣い子こは真っ赤になった。それはもうＳＦＸっていうくらいの見事な夜目にも解わかる赤面で、唇を嚙かんで身体からだを震ふるわせる姿には、そんな大仰なと思うしかない。

「……不覚……」

　目を閉じて天を仰ぐ茉衣子は自分の髪が手抜きのドレッドヘアになっているのに気付いていないようだ。

　外灯のわずかな光の中に、両手を広げるようなポーズで春はる奈なが大気から湧わき出してきた。半日の間、ほぼ完全に引っ込んでいてくれたことは春奈にしては賞賛に足る振る舞いだった。

　空間を切り取ったように暗い校舎を背景にして、春奈が緩ゆるやかに回り始める。

　それを眺める僕の、しつこいようだが三メートル横で、どういうわけだか茉衣子も朦もう朧ろうたる白い霊れい体たいに目を向けていた。

　僕の視線を感じたか、茉衣子はカーディガンの胸元を寄せながら、

「高たか崎さきさま。本質直観でお答えください。あなたは春の七なな草くさとベニリンゴとでは、どちらがお好きですか？」

「何の占いだ、それは。性格診断か？」

「わたくしは」考えながら喋しやべっているような、ゆっくりとした口調で呟つぶやいた。「七草のほうを好みます。服を貸してくれたからではありません。眼鏡めがねは自前ですし、同室のよしみは、まあ多少は、いえ、そうではなく……」

　僕は黙だまって拝聴するのみだった。

　ひとしきり踊り終わった春奈がいつもの定位置、僕の背後に回って首に腕を絡みつけた。僕はただひたすらに黙り続けた。

「賢さかしいですわね、高崎さま」

　茉衣子は笑う。宵よい闇やみを切り取れそうな鋭えい利りな微笑ほほえみが白色灯の薄うす明あかりに反射して遠くへ消えた。

「どうか心に留めておいてください。ではごきげんよう」

　校舎の闇に溶けていくパステルカラーを見ながら僕は思った。何を思ったか、それは言うまでもない。二人の妹のどちらがいいかとかいう極限なまでに恥ずかしい選択肢ではなく、茉衣子の帰還を宮みや野のに教えてやるか否かでもなければ、奈という漢字の持つ意味のことでもなく、日傘を渡しそびれたことでもなくて、真ま琴ことと日ひ比び木きを問いつめる必要がありそうだということだった。







　不気味に暗い校舎の間を抜けると、講こう堂どうにＵＦＯが墜つい落らくしていた。













○八章







　僕は立ち止まり、春はる奈なも止まった。見ると、春奈はぽかんと口を開けて元講堂だった瓦が礫れきの山を見つめている。今日はよく瓦礫の山を目にするものだ。いい加減飽きてきたが、それが現在の僕の日常の場所となると、また違った感慨を持つ必要があるだろう。だが不思議なことに、僕はなんとなく当然の出来事のようにそれを受け止めていた。いよいよ僕の感情的摩滅にも拍車がかかってきたと言うべきだろうか。

　神の鉄てつ槌ついを食らったバベルの塔のように崩ほう壊かいしている講堂の前で、数人の生徒たちがちょろちょろ動き回っている。その中の一人に見知った顔を見つけて僕は声をかけた。

「あ、兄さん」

　若わか菜なが言って目をくるりと回す。制服でなくて部屋着代わりのスウェットの上下を着ていた。

「なんだこれは」

「なんか、おっきい光の玉が落ちてきたんだって。すっごい音がしたよ。どかん」

「いつだ？」

「二時間くらい前かな。あたしは寮りようにいたから音しか聞いてないけど、びっくり。あれれ、聞かなかったの？」

　僕と茉ま衣い子こがトラックに揺られている頃ころだ。茉衣子の寝顔を盗み見ていた、ちょうどその時。学校では非日常の中にさらなる非日常が発生していたらしい。

　若わか菜なの伝聞情報によると、巨大な輝かがやくオレンジ色の未確認飛行物体が発見された時、それは学園上空を不規則に飛び回っていたそうだ。多数の生徒たちが眺める中、十分ほど夜間飛行していた謎なぞのフライングオブジェクトは、燃料切れを起こしたように失速、まっしぐらに落下してきたという。大きさは講こう堂どうとほぼ同じ、爆ばく発はつも炎上もなく、ただ天井と壁かべを押しつぶして、跡形もなく消え失うせた──らしい。時間が時間だけあって講堂は無人、人的被害はゼロ。もしこれが寮を直ちよく撃げきしていれば……。僕は首を振った。あまり愉快な想像ではない。

「それでお前は何をしてんだ？　そんな格かつ好こうで」

「ばりやー係だよ。他ほかにも落ちてきたら、ばりやーで防ぐの。そう言われてさ、生徒会の人に。でももう落ちてこないよね、きっと」

　若菜は楽観的に決めつけて、

「お部屋に茉衣子ちゃんもいないしー、ここでじっとしてるのも退屈だよ。ん、その傘なに？　どっかで見たような」

　講堂に隣りん接せつしていた学食は奇き蹟せきのように無傷だったが、当たり前のように閉まっていた。僕は真ま琴ことか会長がどこかにいないかと思って捜してみたが、崩れた講堂前でひそひそ囁ささやきあっている顔の中には見あたらない。その代わり妙なむず痒かゆさを感じる。視線に圧力があるのだとしたら、月ほどもある大きな目玉に観察されているような感覚だった。

「春はる奈なー、あたしと交代してよ。ばりやー張れる人ってあまりいないんだって。交代制で見張ることになってるんだけどさ。もう星は見飽きたよ。部屋に帰って寝たい」

《いや》

「真琴はどこだ？」

「んー？　見なかったけどなあ。寮にいるんじゃないの？　んんん、なんで？　兄さんひょっとして真琴さんが気になるの？　えっえっ、それどーゆーこと？」

「じゃあな。風か邪ぜ引くなよ」

　若菜の三日月みたいな目を無視して僕は歩き出す。女子寮は校舎をまたいで男子寮とは反対側にある。当然、男女とも互いの寮には原則的に立ち入り禁止で、ヘタにウロウロしていると痴ち漢かん容疑で引っ張られる。大抵の場合、男側の言い分は黙もく殺さつされることになっているので本来こんな時間に来る場所ではない。

　前回の寮長会議の場所だったから真琴が管理する女子寮Ａ棟の位置は知っている。その玄関に来たところで、一人の女の子がゴミ袋を担いでおっちら出てきた。

「おい、ちょっと」

「え……はい……？　ひええええっ！」

　配はい膳ぜん係の味み噌そ汁しる少女だった。僕の後ろに目を向けてゴミ袋を取り落とす。

「真ま琴ことはいるか？」と言ってからそれでは解わからないかもしれないと思い直し、「寮りよう長ちようを呼んでくれ。高たか崎さき佳よし由ゆ季きが聞きたいことがあると言っていると伝えて欲しい」

「はははは、はい！　はい」

　その女子は大急ぎで寮に戻っていき、すぐ帰ってきた。おどおど顔をさらにびくびくさせて、ぶるぶる震ふるえる手で僕に封筒を差し出した。

「ああああの、ししし縞しま瀬せさんはいなくて、その、ドアに手紙が張ってあって、ええええと、高崎さん宛あてのそのその……」

　受け取る。『ユキちゃんへ』と書いてある字は真琴のものに間違いない。

　封を切る。金かな釘くぎ流りゆうの文字が連なっている。

『この手紙をあなたが読んでいるということは、あたしはもうこの世には……ってのは噓うそ。生きてるよーん』

　破り捨てたいところだが、耐える。続き、

『ちょっと重要な会議に出かけてるのね。あー、ＵＦＯに関しては心配しないで。当分は大丈夫だと思うから。万一のために障しよう壁へき張れる奴やつを総動員して監かん視し業務に就かせてるし、まー、最悪でも今晩は乗り切れるでしょ。報告なら明日聞くわ。また会長室に来てくだされ。たのんますー。じゃーね』

　まだ僕の前でびくびくしていた少女に礼を言い、ついでにゴミ袋を持ち上げた。焼却炉まで持って行ってやることにする。

「あああありが、ととととございままま」

　そんな緊きん張ちようすることもないだろうとは思ったが、僕はあえて背後の春はる奈ながどんな顔をして彼女を見ているのかは確認しなかった。

　ここに来るまでに見上げた校舎、生徒会室の灯あかりはついていなかった。どこで何を会議してるってんだ。そういえば日ひ比び木き会長がどこの寮のどの部屋にいるのか僕は知らない。調べたら解るだろうが真琴が不在なら会長も同様だろうし、僕はやっても無駄に違いないという確信を得たことはしたくないという実に功利的な主義を持っている。

　焼却炉にゴミと真琴の手紙を突っ込んで、ラーメンでも煮て喰くおうと考えながら寮に戻ったところ、惨さん劇げきの事後処理が僕を待っていた。

「…………」

　とりあえず玄関には薄うす汚よごれた何百足もの靴が床を覆おおい尽くしていた。寮生が何人か、散らばった雑多な靴を拾い上げては自分の物ではないことを確認し肩越しに放り投げることを繰くり返している。下げ駄た箱ばこのフタが全部開いて収められていた外そと履ばきをすべて吐き出していた。

　一人が僕に気付いて顔を上げ、

「ああ、寮りよう長ちようか。なんとかしてくれないか」

「何が起こった？」と僕は尋ねる。

「バケモノが大量発生しやがったんだよ。小型の台風が寮の中で暴れ倒した感じさ。最初は寮長の妹が悪戯いたずらしてるのかと思ったけど、真っ黒い奴やつらが飛び回っていたからそっち系の仕業みたいだな。ところでどこ行ってたんだ？　えらい騒さわぎだったのに」

「被害は？　靴がまぜこぜになっただけか」

「んなわけねー。上がって見りゃ解わかるだろうよ。もっとも、半分くらいは宮みや野のの野郎が壊こわしたみたいなもんだがな」

　僕は脱いだ靴を自分の下げ駄た箱ばこに入れ、そこらに転がっていた誰だれかの上うわ履ばきをつっかけて階段を目指した。途中ですれ違った顔なじみの寮生たちが残らずうんざりした顔つきをしているのが気がかりだったが、ほどなくその理由が解った。二階フロアは誰かがコバルト爆ばく弾だんでも炸さく裂れつさせたのかと言いたくなるような惨状を呈していた。

　やけに薄うす暗ぐらいのは天井の蛍光灯がすべて粉々に砕け散っているからで、完全に暗くなっているわけでもないのは寮生たちの部屋から漏れる光のおかげだ。立ち並ぶドアがすべて打ち砕かれて単なる木製のゴミ屑くずになっていた。フローリングの床はそこかしこに大穴を開けているし、壁かべに走った亀き裂れつは二つや三つではきかない。そして全体に黒い煤すすがびっしり付着し、文句を垂れながらゴミを拾っている連中の顔や手足も黒く汚れていた。

　半ば覚悟しつつ僕は自室のある三階へと向かった。

　酷ひどい有様だった。

　部屋の一つはドアこそ無事だったが部屋そのものがない。荷物ごと吹き飛んだらしい。開け放たれた扉の向こうに直接夜空が見えた。廊下に呆ぼう然ぜんと立ちつくす部屋の主二人を確認して、生存していてくれたことに僕は胸を撫なで下ろした。よく見たら昨晩ドアをこつこつ直していた３０５号室の二人である。

　煤だらけの埃ほこりだらけ、床穴と壁に刻まれた爆発痕こんの数は二階より酷い。もはや掃除がどうのというレベルを超えていた。寮生たちもそう思ったらしく、まるで片づいていない。

「何があったんだ？」

　３０５号室の二人に訊きくと、彼らはあきらめを通り越して半笑いの表情でノロノロと語った。

　姿形はよく解らないが黒い塊みたいなのが壁から滲しみ出て来ると、紫色の火花を散らしながら部屋中を飛び回り、泡を食って廊下に出たところ似たような奴らがゴロゴロ転がっていて、爆発音が聞こえたので振り返ると部屋がなくなっていた。また、廊下で発生した黒い塊は壁やら天井やら床やらをピンボールみたいに跳ね回り、跳ね回るごとに穴を開け蛍光灯を破は壊かいしドアを打ち砕いてて、そのうち次々と爆弾みたいに爆発した。しばらくすると宮野が高笑いしながら現れてさらに色んな物を壊していった。想念体よりあいつが開けた穴のほうが多いのではないだろうか……？

　その後事情を尋ねたこの二人以外の目もく撃げき者しやたちも一様に語った。「宮みや野のが嬉うれしそうに笑いながら走り回っていた」

　僕は寮りようをすみずみまで歩いて回った。その結果、居住に適さなくなった部屋が一ダースほど、要修しゆう繕ぜんの部屋がその二倍、ドアを失った部屋がさらに倍、煤すすにまみれた部屋がそのまた倍くらい。一番簡単なのは寮をまるごと改築することだ。まったくの無事で通せた部屋は数えるほどで、そして僕の部屋はその数少ない部類に入っていた。

　住すみ処かを失った寮生たちに居住可能な空き部屋や一人部屋をあてがい、それでも足りない分は隣りん接せつするＡ棟とＣ棟（ふとどきなことに被害に遭ったのはＢ棟だけだった）の寮長を拝み倒して手配し、全員の受け入れ先を決定できたのは日付が回ったあたりだった。ちなみに僕の部屋も一人部屋だったが誰だれも入居したいとは言わず、それは僕が誰かにそう提案するたび横にいる春はる奈なが恐こわい顔をしたせいだったかもしれない。

　なんとかかんとかという感じで面めん倒どう事ごとを終え、よれよれの足取りで部屋に戻る。やっと眠れる。今の僕の心情に合わせたようなよれよれのブレザーを脱ぎかけたとき、廊下のスピーカーが大音量でハウリングを起こした。

　ガラスを粉砕するのではないかと思えるほどの不協和音が三十秒くらい続き、ふっつりと止やむ。耳鳴りの残る鼓膜に割れた声が被かぶさった。

『あーあー、こちらＥＢＣ。よう、起きたか？　今ので起きない奴やつはいねーだろ俺おれだって寝入りばなを叩たたき起こされてこんなことやってんだ、てめえらも起きてこれから言うことを頭に刻み込め。寝てる奴は夢の中で聞きやがれ』

　僕は片腕を抜いたブレザーを肩に引っかけたままドアを開いた。損そん壊かいを免れた部屋の寮生たちも同様に何事かと廊下に身を乗り出している。

『全員聞いてるだろうな。つーか聞け。いいから聞け。聞かない奴は死ね。生徒自治会からのお知らせだ』

　横おう柄へいな胴どう間ま声ごえが続けた。

『ＥＭＰ防災対策特別措置条例に基づき、当学園の全域に避ひ難なん勧告が発令された。これは何かって言うとだな、つまりお前らどこなりと行ってろってこった。あーなんだ、生徒手帳持ってる奴は後ろのほうに書いてある帰参許可がどうたらってとこを読め。あん？　俺に読めって？　面倒だな……』

　ガサガサと紙をまさぐる音が混じり、

『読むぞ、えーとだな、学内における生徒の円滑な社会的生活に重大な欠損が発生し、生徒への肉体的精神的損耗の防止を維持できないと判断した場合、当該生徒への一時的帰参を許可するものとする……。だそうだ。今回その対象になったのは、お前ら全員だ。一つ注意しておくぞ、一時的なもんだからな。戻ってこいっつったらまた戻れよ。戻ってこない野郎にはペナルティだからな。あーそれから、残りたい奴は残っていい。ただし死んでも文句言いに出てくるな』

　原稿の擦こすれるバリバリという音がして、

『あー、最寄り駅までの交通手段にはバスを用意してやる。聞いて驚おどろけ、無料で運んでやろうってんだ驚いたか畜生め。帰っちまえ馬ば鹿かども。俺おれもそうするからよ！　ただし始発は明日……ああもう今日か、今日の朝六時ジャストだ。そっから何台かで一時間おきに出る。今の内に荷物をまとめとけ』

　真ま琴ことが書いていた会議とやらはこれのことか。

『詳しくは近くにいる生徒会の役員に訊きけ。俺に訊くんじゃねえぞ。なお各かく寮りようの寮長は至急、学生会館一階ラウンジに集合せよ。出て行く奴やつと残る奴の確認点呼をせにゃならんそうだ。はっはー、ご苦労さん』

　まったくだ。僕は上着に袖そでを通した。

『じゃあな！　……ああ？　もっかい繰くり返すのか？　うぜー！　くそったれ、いいか、ＥＭＰ防災対策特別措置条例に……』

　やる気のない海賊放送みたいなアナウンスを聞きながらまた靴の小海まで取って返し、下げ駄た箱ばこからスニーカーを引きずり出す。オーバーワークを抗議するようにくたびれているが、それは靴だけでなく僕自身もだ。

　夜道をまばらな星と外灯に照らされながら会館までそぞろに歩く。春はる奈ながふらふらと後をついて来た。夜の暗くら闇やみに浮かぶ春奈の白い姿は幽ゆう霊れい以外の何にも見えないので僕は他ほかの生徒たちの精神の平へい穏おんのためにも陽ひが落ちてからはあまり出歩かないことにしていたが、しかし今はそんなことを言っている場合でもない。

　校舎外れにある学生会館には、中等部と大学部の寮長たちも揃そろっていたが真琴の顔だけがなく、代わりに生徒会の執行部員が一人いて、僕たちに寮生の名前がリストになったコピー冊子を配った。

　寮に残る生徒にチェックマークを付けて提出しろなどと言う。

「いつまでに？」

　女子寮Ｃ棟の寮長が怜れい悧りな声で尋ね、二時間以内に、という回答を聞いてため息をついた。

「いま何時だか知ってる？」

「もちろん知ってます。午前一時過ぎです」

　執行部の一人、デスマスクみたいな顔に眼鏡めがねをひっかけた一年男子が負けず劣らず冷れい徹てつにうなずいて、

「どうかお急ぎを」

　女寮長は気だるそうにリストを丸めて肩を叩たたく。

「説明はなし？　避ひ難なん勧告って何あれ。社会的生活の重大な欠損ってどういうこと？　講こう堂どうに火の玉が落ちてきたのと関係あるの？　寮生に何て説明すればいいの。教えて」

「解わかりません」　その一年生は冷たく答えた。「生徒会上層部からの命令をそのまま実行しているだけです。自分にも詳しくは知らされておりません。ただ急げとだけ」

　口を開きかけた他ほかの寮りよう長ちようを氷柱みたいな視線で黙だまらせ、執行部の一年は有無を言わせず宣言した。

「質問無用にお願いします。では二時間以内に」

「待て」と僕は口を挟む。

「真ま琴ことはどこだ。お前らんとこの書記だ。これはあいつの差し金か」

「知りませんし解りません。こっちが聞きたいくらいです。自分は言われたことをあなた方にお伝えするだけです」

「誰だれに言われたんだよ？」

「それは縞しま瀬せ先せん輩ぱいです。どこにいるのかは知りませんが先輩の精神波がこうするよう命じました。他の執行部員たちも同じです」

　そいつは恐ろしいことを平然と言ってのけ、眼鏡めがねをかけ直して、もう一度言った。

「では二時間以内に。ここで待っていますので」

　一年生は言外に問答無用の四文字を滲にじませて薄うすい口を閉ざし、それっきり地蔵と化してしまった。さっきの女寮長はまだ情報を引き出そうと地蔵に詰問口調を浴びせているが効果のほどは薄そうだ。

　他の寮長たちはとっくに諦てい観かんの表情を浮かべて散会している。だいたい寮長などという雑役を仰おおせつかるのは基本的にお人ひと好よしに決まっているのだ。僕が言うのだから相違ない。ゆえに僕もまた彼らと同じ表情で夜空の袂たもとへと繰くり出すというわけである。

　想念体が猛威をふるった高等部男子寮Ｂ棟だけでなく、普ふ段だんはとっくに消えているはずの全男子寮の灯あかりがすべて点ついていた。深夜と言うより明け方に近いのに、ほとんどの生徒たちがモゾモゾしている雑然とした雰囲気は学園祭前夜のようだ。しかし学園祭前の雰囲気と違って慌ただしいこと自体が楽しいという空気は皆無であり、とりとめのない不安感みたいなものが不可視の成分となって大気中に漂っている。

　部屋を失った寮生たちを分散させてしまったせいで僕はＡ・Ｂ・Ｃ三つの男子寮を順繰りに巡るはめになった。僕の背後に控える春はる奈なは、めったに入ることのない他の寮を珍しそうに眺め回して、目の合ったＡＣ各棟の居住者の頭上にいらぬビックリマークを与えていた。ボールペンとリスト片手に徘はい徊かいする僕に事情説明を求めてくる生徒たちもいたが、僕が解説できることは何もない。しつこく食い下がる奴やつらには春奈が口を尖とがらせて睨にらみをきかせてくれたため事なきを得て、全員の意思確認が終了したのは気の早いニワトリならそろそろ夢から覚めようかというような時刻だ。ちなみに我がＢ棟の住人に限っては、九十八パーセントが学外退たい避ひを選択していた。あんなことのあった後だ、当然だろう。

　会館にとって返して花か崗こう岩がんのように偏屈な執行部員にリストを渡し、ラウンジの長椅い子すに座り込んだ瞬しゆん間かん、僕の意識は吸い込まれるように睡すい魔まの巣そう窟くつへとフェードアウトした。







　誰だれかが頭をノックしている。額ひたいに冷たくて硬い物がゴンゴン当たる。接着剤で固められたような目ま蓋ぶたがようやく持ち上がり、僕は長椅い子すの上に横たわっている自分を発見した。

　ガラスの飾り戸からレーリー散乱した太陽光が床を照らしつけている。朝の光。

　額を叩たたいていたのは飲み残しの缶コーヒーだった。虚こ空くうに浮き上がって尻しりを振っていたスチールの缶は、僕の覚かく醒せいを確認すると目の前で八の字を描くような飛行パターンで旋回機動、しかし僕はすかさず二度寝に陥りかけ、二次攻こう撃げきを側頭部に食らってやっと木の椅子から身を起こした。

　目の前で白い足が二本ばかりぷらぷらと揺れている。春はる奈なが見えない椅子に座っているような姿勢で首を傾けた。

《おあよ》

　滑かつ舌ぜつの悪い明るい声が頭に響ひびいた。

「……はよーさん」

　まっさきに腕時計を見る。午前七時ちょうど、いつも自室の目覚まし時計がアラームを鳴らす予定になっている時刻だ。意識を失うように眠り込んでから数時間と経たっていない。立ち上がって伸びをすると身体からだ中の各関節が不平の声を漏らした。

　学生会館の一階には誰もいない。閑散としたラウンジの空中で、春奈だけが僕のそばにいて、朧おぼろな顔に朧な微笑をふらつかせている。

　役目を終えたコーヒー缶が宙を舞い空き缶専用ゴミ箱に落ちたのを合図に、僕は会館から外に出た。

　昨日から着たきりの制服が僕の疲労度を表現するかのようにヨレている。丸一日磨いていない口の中も気持ち悪い。せめて身支度だけでも改善させようと、僕は寮りようへ帰ることにした。

　上うわ履ばきに履き替える必要性があまり感じられなかったが寮長自ら寮則を破るわけにもいかず、僕はスニーカーを脱いで塵ちり屑くずだらけの廊下を注意しいしい進んだ。数え切れないほどの穴ぼこやらささくれやらを飛び越して、住み慣なれた自室に戻る。

　本日もまた無駄にいい天気でありカーテンのない窓から容赦のない陽光が降り注いでいる。昨日と変化のない朝の光の中に昨日と同じように春奈が舞い降りて昨日と同じように微笑ほほえんだ。肉体を持たない彼女にしてみれば寮がズタボロになろうがそんなことは些さ細さいなものでしかないのかもしれない。たとえ訊きいたところでハテナマークが返ってくるだけだから考えるだけ無駄だろう。別のことを考えよう。

　幽ゆう霊れいは存在しない、と言ったのは宮みや野のだったろうか、幽霊としか思えない事象に直面している僕だが、その意見には同意できる。僕は春奈を幽霊だと思っていない。

　つまりこうだ、僕は春はる奈なの正体を若わか菜なの第二人格が肉体から離脱したものだと考えている。

　以下は僕の推測だ。

　春奈の死を目前に見た若菜は、どうしてもその死を受け入れることができなかったに違いない。ショックのあまり自我を分裂させてしまうほどに。若菜は分裂した一方の自我に春奈の人格を与えた。難しいことではなかっただろう。もともと双子は同一のパーソナリティーを持っていたからだ。その若菜の内部で再構築された姉妹の人格を、肉体から追い出したもの、つまりそれが今の春奈であり早い話が生き霊りようだ。

　ようするに若菜は多重人格症の幽体離脱体質なのだ……。

　一度、若菜にも、そして春奈にもその僕の推測を言ってやったことがある。双子による解答、一方は三十秒ほど考えて、

「わかんない」

　と言い、もう片方は、

《なにそれ》

　と思念を送ってよこしたものだった。

　思い出に浸りつつシャツに袖そでを通していると飛んできたエンジ色の蛇が僕の首に絡みついた。ちっとも上達しない手つきでネクタイを結ばれながら洗面台に向かい、二三歩歩きかけたところで、廊下のスピーカーが増幅された吐息を発した。やけにか細い女の声が、

『はふー……あの……こちらはＥＢＣです……。本日の授業はすべて中止になりました……。新しい授業の配信はありません……前回までのリスタディはできますが……。あと……駅前行きの直通バス……次は三十分後です……。最終便は午後六時で終わりです……。乗車場所は……裏門から出てます……。急がなくても乗れますが……急いだほうがいいかもとのことです……。すみません……よく解わかりません……』

　歯を磨きながら思った。

　昨日一日だけでＵＦＯが墜つい落らくし、想念体が大量発生、僕は下界での破は壊かいの爪つめ痕あとを見て回り、おかしな男と茉ま衣い子こにつきまとわれて、黒犬にまで襲おそわれたあげくに深夜の避ひ難なん勧告だ。かなりせっぱ詰まった状況が始まりつつあるらしい。思わず呟つぶやきたくなったのでそうしてみた。

「僕には関係のないことだ」

　歯磨き粉を吐き出しながら鏡かがみを眺める。いつもと変わらぬ自分の顔と、いつもと変わらぬ春奈の顔が映っている。二つの鏡きよう像ぞうは僕の言葉を肯定も否定もしない。試しに違うセリフを言ってみた。

「今日は少し違った日になりそうだな」

　春奈の怪け訝げんそうな小さな顔がふわりと揺れる。

《きのうは？》

「そう言えばそうだな」

　なんせ昨日の僕はあちこち動き回って帰ってきたと思ったら晩飯返上で明け方までバタバタしていたのだ。ラーメンを茹ゆでる余裕もなかった。この上朝飯なしになるのはひたすらやりきれない。開いているのかどうかに少しばかりの疑問はあるが、というわけでまずは食堂へ直行しよう。

　すっかり歩きにくくなった廊下の惨状をなるべく見ないようにして外へ出る。寮りようから学食への途上、でかいバッグを抱えた生徒たちがぞろぞろ歩いているのを見かけた。私服がほとんどで、喜色を浮かべているのと狐こ狸りの類たぐいにつままれたような表情とが半々である。特別な事情でもなければ帰りたくても帰れなかったのだから、今回の全員帰参許可、しかもロクな説明なしという措置に疑問を持ちつつも、せっかく帰れってんだからそりゃ帰るさみたいな気分でもあるようだ。

　たぶん、いまだに帰り支度をしていないような人種は現況を正確に把握しているかまるっきり何一つ理解していないかの両極端な集合に分けることができるだろう。では僕はどちらに属するのかと考えて答えが出せないまま食堂に到着する。入り口に張り紙が張ってあった。

『食堂の営業は本日のお昼まで。ただし厨ちゆう房ぼうは開放しておきますので、学内に残る人たちは各自が自己責任で調理するようにしてください。お米と数日分のおかずは貯蔵庫にあります。作りすぎ食べ過ぎはだめよ。食器は洗って元の位置に。それと火の用心』

　さすがに食堂はガラガラだ。テーブルについているのは山を下りるにしても飯食くってからと考えている奴やつらと、初めから帰るつもりのない連中だろう。生徒たちから発する、いきなりどっか行けと言われても困るよね的な困惑の雰囲気が学食内に満ちていた。そんな雰囲気とは関係なしの顔が配はい膳ぜんカウンターで僕を出迎える。

　昨日と同じように若わか菜なはしゃもじをペタペタ振るっており、その隣となりでは僕を見るなり脅おびえた目をする昨夜の女子生徒が澄すまし汁を盛りつけていた。ここだけ切り取って見れば違ったところのない朝の一コマだが、いつも厨房を駆けずり回っているはずの調理担当生徒たちは人員もその運動量も半減していた。

　若菜は白い歯を除かせて、

「おあよー」

　まるで危機感のない、普ふ段だんの笑顔。

「お前は帰らないのか」と僕。

「どうしよっかなー。兄さんはどうするの？　帰るんだったら一緒に行くけどさ。一人じゃ帰りづらいよ、あのお家うち」

　若菜は緊きん迫ぱく感なく僕に茶ちや碗わんを差し出した。

「せっかく朝ご飯作ったのに今日はいっぱい余りそう。おかわりしていいよ」

　春奈は僕の右肩上に腰掛けるような姿勢で、緊張した面持ちの汁物担当少女が椀わんをカウンターに置く手つきを見つめていた。とうとう手渡しすらしてくれなくなったことに悲しさと切なさを感じながら僕はワカメの吸い物をトレイに載せ、若わか菜なから白飯を受け取った。

　春はる奈なが、ひょいと肩から飛び降りて、カウンターを素通りして若菜へと近づく。

　若菜は両腕を胸の前で交差させ、

「バツだよバツ。ダメダメ。そうそう身体からだを貸してあげられないよ。どうせ兄さんに抱きつくんでしょ。やだよ」

　ふよん、と舞い上がった春奈は若菜に重なろうと接近するも、どうしてもそれ以上進めないようで、

「へへん」

　若菜は得意げに腰に手を当てた。防御障しよう壁へきだけなら若菜は第一級の能力者だ。不意を突きでもしない限り、物理的にも精神的にも完かん璧ぺきな非透過性を誇る。

《むぅ》

　むくれた春奈はアヒル口で若菜を睨にらみつけ、また僕の後ろに回ってオンブお化けのように首に手を絡めた。

「そんなことしたって羨うらやましくないよだ」

　べえと舌を出す若菜を眺めながら、

「昨夜、あれからどうなった」

「なーんもなかったよ。拍子抜けー。もういいって誰だれかに言われたから部屋に帰って寝たよ。夜中の放送で起きちゃったけど。そしたらビックリ、茉ま衣い子こちゃんがいつの間にかベッドで寝てた。いつの間にーって、ゆさゆさしたら怒られたけど」

「さっさと避ひ難なんしたらどうだ」

「んー、なんかさー、真ま琴ことさんに残っててくんない？　って言われてるんだよね。寮りようのみんながいなくなっちゃったら寂しいんだって」

「あんな奴やつの言うことを真に受けるな」

　まあ、若菜ならどんな怪物が出たとしても自分の身だけは守れるだろう。

「んーんー、そそ、兄さん、また伝言を預かってるよ」

　割かつ烹ぽう着ぎの前ポケットから折りたたんだ紙片を取り出した。

「朝、寮で会ったときに預かったんだけど。真琴さんと仲いいんだね。いい人だよね、真琴さん。うん、いいと思うよ、あたしも」

「よかねーよ」

　僕は春奈と同じくらいの機嫌不足さで紙切れを受け取った。よくよくアナログな伝達手段が好きな女だ。

「すぐ読め今読め早く読めって言ってたよ」

　そう言われると読みたくなくなるのが人情だ。朝から電波混じりの怪文書など読みたくもないが昨日のこともある。受け取って尻しりポケットにねじ込みトレイを捧ささげ持った。

　僕の後ろに並んでいた生徒数名が一斉に安あん堵どの息を吐ついた。一度、配はい膳ぜん係をやってみるのもいいかなと僕は夢想する。

　夢見る自由くらいは僕にだってあるのだ。とか思いながら背中に春はる奈なをぶら下げてテーブルの間を歩いていると、宮みや野のの唐とう変へん木ぼくが相も変わらずクリーニングの袋から出したばかりに白い長なが衣えの片手をぶらぶらと振ってこちらに合図を送っていた。

　僕は出来るだけ無愛想な表情を意識的に作って宮野の隣となりに腰掛けた。ハムエッグにソースを滝のように注ぎながら宮野は、

「昨日は茉ま衣い子こくんが世話になったようだ。どうせろくすっぽ礼も言わなかっただろうから代わって上司たるこの私が言っておこう。寮りよう長ちよう殿、私はキミに感かん謝しやの言葉もない。だからと言って何も言わないのは信義にもとるというものだ。というわけでこう言おう、ありがとう！」

　まったく嬉うれしくない。僕は精一杯の皮肉を込めつつ、

「お前こそ、昨夜は僕の寮でご活かつ躍やくだったそうだな。ほとんど全員、想念体よりお前の大暴れが印象に残ったようだぞ。もうちょっと何とかならなかったのか？」

「何のことやらさっぱりだぞ寮長殿。キミは言ったではないか、寮に何か出たら祓はらっておいてくれ、と。私はその通りにしたまでだ。ちなみに私一人の力ではないぞ。茉衣子くんが雲隠れしておったので、他ほかの班員たちを引き連れて行ったのだ。彼らの活躍も賞賛されてしかるべきだろう」

「その割には誰だれも賞賛してなかったけどな」

「嘆かわしいことだ。しかし我々の尊い行動理念は賞賛のあるなしでいささかも揺るぎはしないのだ。それは私だけでなく、我が班員たちすべてに共有される心意気であると私は信じ込んでいる！」

「それは幸せだな。少なくともお前だけは」

「まさしく、私は幸せ者だ！」

　何を言っても無駄のようである。

「七しち味み取ってくれ」

「おお、いくらでも取るぞ。たっぷり振りかけてくれたまえ。何なら私がかけて差し上げようではないか。ストップと言うまで振り続けるので適量と判断したあたりで声をかけてくれるがいいだろう。遠えん慮りよせずに皿を出したまえ」

「いいから貸せ。こら、フタを取るな。逆さにするな。それは薬味であってふりかけじゃないぞ」

　生卵をといた器の上に伸びてきた手から七味入れをひったくる。

「ところで昨日の娑しや婆ばはどうだったかね。その顔つきだと堪たん能のうしたようには思えんが、茉衣子くんとのデートはそんなに苦痛に満ちたものであったのかな？」

　襟えり足あしに電気が走った。僕の手から七味の容器が飛び出して、宮野の澄すまし汁の上でフタが抜けた。中身がぶちまけられ、戻しワカメの上に活火山のような唐とう辛がら子しの山頂が出来るのを、僕と宮みや野のは淡々と見守っていた。

　すっかり内容物を吐き出し終えた空の容器は、最後に宮野の眉み間けんにぶち当たってから、ふわりとテーブルに帰還を果たし、僕はあきらめて醬しよう油ゆさしに手を伸ばした。

「どういう意図があるのか私には理解不能だが、春はる奈なくん、これはサービスのつもりかね？　ならばこの宮野、せっかくの好意を無駄にするわけにはいかぬ。ありがたくいただくことにする！」

　ぐしゃぐしゃと搔かき混ぜてもはや唐辛子スープとなったワカメ汁を一気に飲み干し、宮野は論評した。

「寮りよう長ちよう殿、最近、食堂の味が落ちてきたと思わないか？　まずいとかまずくないとか、そんな問題ではないぞ、この味は。人間の味覚を超えている」

「お前の舌か頭か、どちらかがバカなんだよ。黙だまって食ってろ」

「黙るわけにはいかんな。私は寮長殿に言うべき事がある」

「何だ」

「色々だ」

　そう言ったきり、宮野は再び食事に戻った。しばらく待ってみたが、何のアクションもない。黙って食ってろと言ったのは、まあそれは僕だが、言いかけて黙ることもないだろう。

　背後から声がかけられた。

「高たか崎さきさま。こんなメキシコ毒トカゲ並み頭の言うことに耳を傾けるなど鼓膜の汚れにしかなりませんわ。どうかさらりとスルーすることを諫かん言げんいたします。わたくしならそうします。あら、いつもそうしているはずなのですれども、なぜわたくしは班長と共にいなければならない時間が多いのか、不条理かつシュールです。謎なぞです。ミステリィですわ」

　類は友を呼ぶという格言の典型的な使いどころではないかと考えつつ目を転じる。全身黒ずくめの茉ま衣い子こがトレイを持って優美に唇を歪ゆがめていた。

　昨日のフェミニン系からすっかりいつものゴス系に戻っている。髪の毛もそこだけ重力が倍加したみたいに真っ直すぐだった。ドレッドヘアはお気に召さなかったらしい。

「お前らも山を降りちまえばどうだ？」

　僕が言うとすかさず宮野が、

「そうはいかん。我々保安要員は学園の平和に必要なのだ。こんな面おも白しろそうな事態の最中に舞台から降りるなど、私の享楽を求める心が許しはせん」

「高崎さま、念のために言っておきます。状況を正しく理解していないのは班長だけです。わたくしを含めたその他ほかの方々は無罪ですわ」

　調味料過多の朝飯を食い続ける宮野と笑わない白い顔で見つめてくる茉衣子を眺めていると果てしなく既視感を喚起される。昨日も同じ事をやったような……。ひょっとしたら一昨日もこんなことをしてなかっただろうか。僕は同じ一日を毎日繰くり返しているんじゃないか？　今日が違った日になりそうだというのは僕の錯さつ覚かくか？　そんなことを疑いたくなるほどの朝の一コマだった。だめ押しに天井のスピーカーが、

『ぴぽぱぽ。あーあーこちらＥＢＣ。いつもの奴やつ出現。何とかするように。ではでは。ぱぽ……あー、あれです、場所は中央校舎屋上。行って下さい。ぴぽ』

　放送委員が至って抽象的な放送を終えると同時に、宮みや野のが膝ひざをテーブルの裏にぶつけながら立ち上がった。

「行くぞ！　茉ま衣い子こくん！　出番だ！」

「ですから昨日も言いました通り、我々が急いで行かなくとも近くにいる誰だれかがやってくれてるのではないでしょうか。それにわたくしの名字は光こう明みよう寺じです」

「何を言っておるのかね光明寺くん、急いで行かねばならない理由は明らかではないか。なぜなら一番最初に到着しなければ、先を越した対たい魔ま班はん員の誰かが想念体を駆除してしまうからだっ！」

「けっこうなことですわ。助かります」

「しかしそれでは私が楽しめんのだ！」

「わたくしに班長の娯楽を押しつけないようもう何度も何度も言っているではないですか。お一人で急行されるがいいのです。わたくしはここで朝食を摂取せねばなりませんので」

　宮野は生まれてこのかたそんな不思議なことを聞いたことがない、という顔で茉衣子に仏像顔を接近させ、

「私は班長でキミは班員だ。部下が上司に付き従うのは社会の当然ではないか。再び言おう、何を言っとるのかね、キミは？」

「いつの時代の社会ですか？　それにわたくしは対魔班員かもしれませんが、班長の部下ではありません。上司だと言うのなら上司らしいことをしてからおっしゃるようにしてください。いたずらに現場を混乱させる人間が人の上に立とうなど、取とり締しまり役やく会かいが認めても労働組合が認めませんわ」

「その比ひ喩ゆは的確ではないぞ茉衣子くん。なぜなら保安部対魔班には株主総会も労組もないからだ！　そこにあるのは、そう！　宮野秀しゆう策さく率いる、という接頭語だけなのだ！　我いざ行かんとす、だ。律りつ令りようの如ごとく、私に従いたまえ。さすれば報われるであろう！」

「それが朗らかな報いであればいいのですが、そんなことが待っていないことをわたくしは経験上知り尽くしているのです」

「キミの浅い経験が何を訴えているかは知らん！　ここは年長者に追随するがよかろう！　来たまえ茉衣子くん！　想念体の呼び声がキミには聞こえないのかね！」

「聞こえません。聞きたくもありません」

　しかし宮野は茉衣子から強引にトレイを奪うと僕の前に乱雑に置いて、

「寮りよう長ちよう殿！　私の奢おごりだ、食ってくれ。食べ物を粗末に扱うわけにはいかんしな。私と茉ま衣い子こくんはこれにて失礼する。しばしの別れだ！」

　がっしと黒衣の腕をつかみ、白衣の対たい魔ま班はん班長は手足を直角に曲げて駆けだした。どがんどがんと椅い子すやらテーブルの足にぶつかりながら、拉ら致ち同然に茉衣子を引きずっていく。

「横暴です！　わたくしの栄養素が！　高たか崎さきさま、なんとか」

　してくださいー、という声はあっという間にドップラー効果とともに食堂から消え去った。おかげでゆっくりと飯が食える。

《ばかみたい》

　春はる奈なが発した思念に心から同意できる。

　二人前と半分の朝飯を胃に収めつつ、僕は渡された手紙を紐ひも解といてみた。飾り気のない便せんにしたためられた乱雑なのか達筆なのか判断を保留したい文字を目で追う。

『風かぜ薫かおる新緑の候そうろう、いかがお過ごしでしょうか。縞しま瀬せ真ま琴ことです。野山の青葉が日増しに色まさり五月さつき晴ばれの好季節、陽ひ射ざしに早、夏の気け配はいが感じられる頃ころとなりました。ふと気が付けば今年は鯉こいのぼりを見かけることがありませんでした。少々寂しく思います。古来よりの心温まる風物詩が消えゆくさまには日本人としていささか残念な思いを抱かざるをえません。ユキさまにおかれましては、季節の変わり目です、お体には十分お気を付けください。ところで梅つ雨ゆと言えば……』

　そこからさらに二十行くらい季節の挨あい拶さつが続き、最後に「朝一番で来るように。あたし、待ってるわ……。あなたを……（微笑）」と結んであって、読み終えるなり僕は近くに黒ヤギがいないかと思って周囲を探してみたがいるわけもなく、しかたなく手紙を四つに裂いてから丸めてゴミ箱を探し、食堂脇わきの自販機コーナーまで行ってから空き缶入れに向けてロングシュートを放った。スリーポイント獲かく得とく。




　会長室に向かう道のりで、僕は二度、想念体警けい報ほうの放送を聞いた。




　例のごとく人ひと気けのない四階校舎は気のせいか薄うす暗ぐらく、喧けん噪そうから切り離されていて、察するにこんなところで引っ込んでいるから真琴はあんな性格になってしまっているではないだろうか。

　ノックして返答を待つ。

「はーいよったらさい。入りよし」

　植物まみれの生徒会長室では、真琴がポニーテールを枕まくらにしてソファにしなだれかかるように横になっていた。日ひ比び木き会長の姿は見えない。

「ハロー、ユキちゃん。手紙読んでくれた？　会いたかったわあ、くくく、あら、お春はるちゃんはご機嫌斜め？　どうしてかなあ、あたしには解わからないなあ。座っとけ」

　よっこら、と言いながら立ち上がった真琴は、衝つい立たての向こうに引っ込むと、またあのコーヒーポットとマグカップを持って来て焦げ茶色の液体を僕に差し出した。

「このサーバはね、七回に一回はまともに飲めるコーヒーを吐くわけ。前にちったあマシな汁を垂れ流してからこれが通算七回目なのね。まあ、飲んでみてよ」

　言われるままに飲んだ僕がどうかしていた。泥水だった。

「ま、いいじゃん。世界には十七年に一度しか羽化しないセミもいるみたいだし、その気の長さに比べたらそんなの、どうってことないわよね」

「僕が飲むんじゃなければな」

　カップをガラステーブルに音高く置いて、ソファの背もたれに深く身を沈めた。春はる奈なは校舎の四階に着いたあたりからどこかに引っ込んでいる。ただ機嫌の悪さを意味するいがらっぽい香りが僕の頭の中で渦を巻いていた。

「昨夜はどこに行ってた」

「手紙読んだっしょ？　会議よ会議。それも重要なね。なんで重要かは解わかるでしょ？　こんな騒さわぎだものね。まあアレよ、他ほかのＥＭＰ学園の要職さんとか、その他のエライ人たちとかとね。脳内会議みたいなのをしてたわけ。善後策よ善後策」

「あの放送はどういうつもりだ」

「質問ばっかりしてる男は好かれないわよ。自分のことばっか喋しやべる男もそうだけどさ。まあ避ひ難なん勧告は保険みたいなもんよ。たぶんすぐにカタがつくと思うけど、万一ってことがあるからね」

　僕は心持ち緊きん張ちようを緩ゆるめた。真ま琴ことはいかがわしいことは言うかもしれないが噓うそは言わない。そういう女だ。

「言っとくけど、あんたは帰っちゃダメよ。あたし、寂しーい」

　真琴はしなを作りながら、そうするのが当然のように僕の隣となりに座り、

「じゃあ、ちょっと頭の中を覗のぞかせてもらうわね」

　嫌すぎることを言いながら真琴は顔を近づけてきた。僕の顔を両手で固定して、真正面からニヤリと笑って目を閉じた。気味が悪い。真琴は首を伸ばし額ひたいと額があわさった。真琴のデコは、やけに冷たい。

「接触型のテレパスだったとは知らなかった」

「んなわけないでしょ。くっつかなくても頭ん中くらい読めるわよ。こうしてるのは趣しゆ味みよ、趣味」

　真琴は顔を離して目を閉じたまま、珍しいこともあるものだ、ニヤケ面づらをひっこめてうーんとか唸うなった。

「だいたい解った。はぁん、抜ぬき水みず優ゆう弥やね。ふん、そう言えばそんな名前だったかしら」

「知ってるのか？」

「ろんぐろんぐあごー。いつだったかどこだったかでちょっとなんかあったのよ。あたしの言いたくない過去の記き憶おくの一ピースなわけ。ああ、鬱うつになりそう。よりによってあの野郎とはね。もうどんどん腹が立ってきたわ。なんで思い出させるのよ。ユキちゃん、ぶっていい？」

「殴り返してもいいのならな」

「それにしても、やっかいだわ、やっかいね。つーか、うっとうしいわ」

　真ま琴ことは指の第二関節をカリカリと嚙かんだ。

「あいつとどんな関係なんだ」

「あんたには無関係よ。どうでもいいのよそんなこと。好奇心は猫を殺すのよ。猫は九回くらい生き返るかも知れないけど、あんたは無理でしょ？」

「じゃあ訊きくが、あいつは実在したんだな？　茉ま衣い子こはそんな奴やついなかったと言ってたぞ」

「器用な奴だからね。認識される対象を恣し意い的に選択するくらいのことは鼻歌交じりでやるでしょうよ。あたしだってそれくらいできるもの。にしても、あいつかー、あー恥ずかしい。余計なことをいっぱい思いだしちゃうわね。若気の至りとはこのことね。わかるっしょ？　子供がやりそうなことよ。変なコードネームで呼び合ったりとか、近所の禿はげ山に秘密基地を掘ったりとかさ、思い返せば何であんなにバカだったの、自分？　って過去のあたしに訊きたくなるようなさ。あんただって妹を裸はだかに剝むいて遊んだりしてたでしょ？」

「してねーよ。そんなことより、あいつは何者なんだ」

「ふん。そうね、アホなポリシーに取り憑つかれたアホ集団の一員ってとこね。公式には家出した少年少女たちの集合ってことになってるんじゃない？　半分くらいは各ＥＭＰ学園の脱走者で、解わかりやすく言うと、非合法なＥＭＰ能力者組織なわけ。過激派と言ってもいいか。まー、悪役だわね」

　どのＥＭＰ学園にも属していないと言うのは本当だったようだ。こんな学校に閉じこめられるのはごめんだという心情も解るっちゃ解る。誰だれに掣せい肘ちゆうされることもなく己の能力を発揮したいという、ハタ迷惑なことを考える奴らがいるだろう事も。

　僕は体重をかけてくる真琴を押し返しながら、

「それからな、尾行が付いているなら最初からそう言え。なぜそんな無駄なことをする。意味がわからんぞ」

「役に立ったでしょ？」

　黒犬に襲おそわれたことを思い出し、納得しかけて、いや待て。

「あの犬は何だったんだ。春奈が力負けしていたが」

「だから、最初に言ったっしょ。学外に出没する想念体よ。なぜか学内の奴より強力なんだけど、まあ『なぜか』じゃなくて理由も原因も解ってるんだけどね。で、どうだった？　あちこち調査してもらったけど、その感想を述べたまい」

　真琴が顎あごを僕の肩に乗せて耳元に息を吹きかける、と同時くらいに、

「それは俺おれも聞きたいことだ」

　沈没した潜せん水すい艦かんの中から打電しているような暗い声が耳に届いた。

　逆光の中、会長机の上で指を組み合わせた日ひ比び木き会長が影を落とした顔を上げていた。確かに昨日ここで会った日比木会長だと思うのだが、本当にそうであるのかどうか自信がない。

「一ヶ所すっ飛ばした」と僕は話し始めた。「なんだっけ、ＵＦＯと龍りゆうとトカゲと蜘く蛛もが出た跡地か、まあ酷ひどいと言えば酷かったね。解体業者いらずだ。ビルを爆ばく破は処理する際には奴やつらを呼べばいい。見事なまでに局地的に崩ほう壊かいさせてくれるだろうよ」

　日比木会長はぴくりともせずに、

「もし、昨日キミが見た破壊衝しよう動どうの顕けん在ざい化が、もっと大規模に、広範はん囲いに、頻ひん繁ぱんに、発生したらどうなると思う」

　僕は肩をすくめて、

「そりゃ困ったことになるだろうな。ボロボロだ。それこそ宮みや野のみたいな連中が外の世界にまで出張して怪かい獣じゆう相手に正義の味方を演じることになるんじゃないか？　ヒーロー願望のある奴らを募集すればいい。けっこう集まるような気がする」

「このまま増え続けたら、学内外の区別がつかなくなるだろう。キミはいずれこの学校を出て行く願望を持っているようだが、首尾良く出ることができても同じ事になる。超常現象が跋ばつ扈こし跳ちよう梁りようする、今のこの学園と変わりのない、いやもっと悲惨な世界が待っていることになろう」

　日比木は重々しく言った。机が喋しやべってるみたいな無機質な声。

「昨夜のＵＦＯ墜つい落らくや、想念体の急激な増加がその良い証明と言える。世界は確実に変調し始めているのだ。これまで押し留とどめていたものが、一気に溢あふれ出そうとしている。もはやこの学園だけの問題ではない」

「…………」

「そもそも春はる奈なさんがキミに取り憑ついてる限り、キミは元の世界に戻れまい。そしてキミは、キミだけは、他ほかの生徒たちと違い永久にここに留まることになるだろう」

「なぜだよ。こいつ……春奈だっていつまでも存在しているわけじゃないだろ。ＥＭＰ能力はそのうち消える。……若わか菜なが力を無くせば、こいつだって消えるはずだ」

「キミは春奈さんが若菜さんの別人格だと考えているようだが、残念ながらそれは違う」

　そういや宮野が何か言っていた。死ぬ間際に春奈の精神が僕の頭に飛び込んだとか、そういうわけか。

「それも違う。春奈さんはキミや若菜さんの意識に宿っているわけではない。何に宿ることもない。ただ単体でそこにいるのだ」

　ではそのエネルギーはどこから来るのだろうな……。

「春奈さんは死ぬことがない。なぜならすでに死んでいるからだ。能力を失うこともない。なぜなら彼女は成長しないからだ。そのことをキミはすでに知っているだろう」

「解わからないね」

　苛いら立だたしい気分で僕は頭を振った。ああ、そうだ解わからない。僕が解るのはただ一つ、よく解らないということが解る、それだけだ。

　日ひ比び木きは言った。

「ＰＳＹサイネットワークは消滅したのではない。春はる奈なさんを現出させるためのエネルギー源として姿を変え、使用されているのだ。そしてそれはネットワークの正しい姿ではない」

「初耳だね」

　僕は考えずに返答した。だったら最初から正直に話しておけばいい。そんなことをいきなり言い出されても困るだけだ。

　日比木はさらに言った。

「先に説明したとしても、キミはこう思うだけだっただろう。『それがどうした？』と。だが今ならどうだろうか。一般市民の住む世界にできた破は壊かいの痕こん跡せきを目まの当たりにした、今のキミならば」

「…………」

「学外に蔓まん延えんしつつある大規模想念体は、間違った使用法によるネットの綻ほころびが生んだものなのだ。ＰＳＹネットは能力者たちの全意識を接続、集合して一つの巨大な客観性を生み出す相互補完機構である。そのためのエネルギーがただ一人の死者を地上に留とどめ置くために使われる、その歪ゆがみが漏れ出し始めているのだ」
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　だから……それがどうした。

　日ひ比び木きは答えた。

「再び問う。このままの状況が続けば世界はどうなるのか、それはキミの望むべき世界なのか？　俺おれの言うべきこともまた、それだけだ」

　まさしくそれだけだった。机に組み合わせた両手を置いたまま、日比木の暗いシルエットが輪郭を曖あい昧まいにし始めた。まるで紅茶に入れた角砂糖のように。生徒会長の姿がゆっくりと空気に溶け込んでいく。最初から誰だれもいなかったように。

　空席になった会長机をしばし眺め、肩にもたれ掛かっていた真ま琴ことの胸ぐらをつかんで引き寄せた。真琴は抵抗しない。

「答えろ。会長はどこに行った。あれは、お前の見せている幻か」

「だったらどうなのよ。殴られるの？　あたし。まーいーけーど。でもちょい違うのよねえ。会長は会長よ。ちゃんとそこに今まで存在したわよ。あたしがあんたの頭をいじって見せたんじゃないわけ。あたしならもうちょっと楽しい幻覚を見せてあげるわよ。脳内麻薬がドバドバ出そうなやつをね。あんたが昨日出会った、抜ぬき水みず優ゆう弥やとは違ってさ」

　僕は手を離した。真琴はいつもの意味無く艶つやっぽい目で僕を見上げていた。

「今の話は何だ。ＰＳＹサイネットワークがどうなんだって？　バケモノの出る理由が春はる奈なだと？　ふざけてんのか？　お前らは」

「さー、どうなんだろーねー。あたし、わかんなぁい」

　真琴は立ち上がると向かいのソファに身体からだを投げ出して寝ころび、長いポニーテールの先を指で弄もてあそぶ。

「時間はあんまりないのよ。個人的にはあんたとお春はるちゃんをもう少しいじって遊びたいんだけど、今のあたしはそんな気分にならないわけ。優弥のこともあるしね。じゃ、あたしは草木の声に耳を傾けながら朝寝するわ。おやすみ」

　そう言って背を向け、三秒で寝息を立て始めた。どうせ狸たぬき寝ね入いりだろうとは思ったが、長居をする気になれなかった。

　会長室を出て廊下を歩いていると、長らく引っ込んでいた春奈がゆらゆらと僕の目の前に現れた。

《ねえ》

　春奈は不安そうな表情で、氷菓子のような思念を送ってきた。

《あたし、ここにいちゃだめなの？》







　ぼんやりしながら歩いていたら僕の足は僕を教室へ運んで行った。せっかくだからこんな状況下でも勉強しようとする唐とう変へん木ぼくがいたら顔を拝んでやろうとしてドアを開けると、やはりクラスメイトは誰だれもおらず、ただ一人、優ゆう弥やが殊勝な顔で席に着いていた。

「何をしている？」

　窓際一番後ろの机で平然とモニタを覗のぞき込んでいる爽さわやかな顔に歩み寄った。どこで手に入れたのか制服を着込んでいやがる。抜ぬき水みず優弥は晴れやかに微笑ほほえんで、

「それはまた観念的な質問ですね。何をしているのか、何をするべきなのか、果たして人間はどこから来てどこへ行くのか、難しい命題です」

「すっとぼけるな」

「はあ、それこそ何のことでしょう。クラスメイトの顔を忘れてしまったのですか？　ええと……高たか崎さきさんでしたっけ？」

「いいから、すっとぼけるな」

「失礼しました。実は今日付で転校してきたんですよ。何となく惹ひかれる響ひびきじゃないですか、転校生って。それに僕は謎なぞの転校生という設定が大好きでしてね」

「僕だって好きだが、噓うそを言うな」

「まあ、噓なわけなんですけどね。どちらかと言うなりゃ侵入生でしょうか」

「そんな日本語はない」

「ないのなら作るまでですよ。どうも前例の有無を気にして思い切った改善策を言い出せないというのは我が国の悪あしき因習だと思いますね。何事にもパイオニアは必要なのです。ならば僕がその栄えある最初の前例になりましょう」

「何をしに来た」

　優弥はコンソール上にタブレットペンを走らせている。ウィンドウの一つに猫のイラストが写実的な筆致で描かれていた。縁えん側がわの日ひ溜だまりでまどろむ、安らかな表情で眠っている黒猫が画面の片隅にうずくまっている。

　ペンを置いて、優弥は自分が描いていた猫のような笑みを浮かべた。

「あなたがたを救い出しにですよ。黙もく示し録ろくの手に落ちる前に、この牢ろう獄ごくから。あなたがた、が表すのはもちろん高崎さんとその姉妹ですよ？」

「……ここ最近、誰も彼もが意味の把握できないことばかり言っていて正直、困り果ててるんだがな。誰かちゃんとした日本語で解説してくれ」

「おや、さっき解説されてたんじゃないんですか？　だいたいのことはすでに理解されていると、僕は解釈しますけど。あなたがこの学園から退たい避ひしようとせず今ここにいるのはそれを見極めるためではないのですか？　あなたは自分がこの事態の中心にいることを自覚していて、自覚してしまった以上、目をつむって知らんぷりできるほど無責任な人ではないですね？　それがあなたの良い部分でもあり、弱い部分でもあります」

　春はる奈なの白い指が僕の肩にかけられた。振り返る。霊れい体たいの妹は困ったような顔で首を傾かしげていた。何かを言いたそうにして、結局言うことなく消えた。

　優ゆう弥やに目を戻すと、こちらも消えていた。突然現れたり消えたりと落ち着きのない野郎だ。器用なのだろう。真ま琴ことを鬱うつにさせる程度には。

　奴やつがいたことを示す唯一の証拠、モニタ上の黒猫がニヤリと笑った──ような気がしたのはまさに気のせいに間違いない。

　そのまま消えっぱなしになっていればいいものを。

　潔いさぎよく消えたと思った優弥を再発見したのは昼休みである。食堂へ行こうと一階の渡り廊下を歩いているところでニヤケ面づらを見つけた。

　授業もないのに校内をウロついている奴などそうそういないから、誰だれかいたら嫌でも目につく。校舎と校舎に挟まれた中庭、芝しば生ふに覆おおわれた緑の空間に設しつらえられたベンチの一つに座って優弥が身振り手振りを交えて喋しやべっている横の相手は……、思わず舌打ちが出る。若わか菜なだ。

　優弥がにこやかに何か言うたびに、若菜は身体からだを折ってケラケラと笑い声を上げていた。何であんな簡単に初めて会った男になつくんだ。問題だ。

　僕は素早く中庭に降りて、歩調も高らかに二人のベンチを目指した。足元に落ちた僕の影に気づいて、若菜は笑い涙を拭ぬぐいながら顔を上げた。

「あ、兄さん」

「ちょっと来い」

　妹の手首をつかんで中庭の隅に連れて行く。

「あれには近付くな」

「えー。なんで？」

「怪しい」

「怪しい者ではありません、って言ってたよ」

「怪しい奴の常じよう套とう句くだ」

「そうかなあ。いい人そうだけどなあ。面おも白しろい人だよ。それに兄さんの親友だってさ。いたんだね、兄さんにもお友達が。知らなかったよ」

「いいから声をかけられても無視しろ。むしろ逃げろ」

「やだなあ。兄さん、あたしがモテるの気にいんないんでしょ。いいじゃない。兄さんには春はる奈ながいるんだしさー」

「どこから訂正していいのか解わからんが、色んな意味で違う」

「ふーん？」

　大きな黒目が物問いたげに僕を見ている。その目を見ていると久しぶりに確認したくなった。

「ちょっと後ろ向いてくれ」

「どうして？　膝ひざカックンする気？」

　言いながら素直に背を向けた若菜の髪をかき分ける。うなじを指でさぐって地肌を露ろ出しゆつさせると、そこに小さな黒子ほくろは……あった。若菜である印。指で擦こすっても取れないから間違いない。

「ひえ、なになに、気持ち悪いよう」

　くすくすと笑いながら若わか菜なは僕の手を逃れて、

「ん、昔、よくそうしてたよね。まだ見分けつかない？　あたし、若菜」

　そうだろうとも。

「じゃ、あたし行くね。兄さんの後ろで春はる奈ながコワイ顔してるしー。それにちょっとお呼ばれしてるんだ。生徒会長んとこに来いって、真ま琴ことさんに」

　あの女、僕に飽きたらず妹にまで手を出す気か。

「行かなくていいぞ、そんなん。だいたいお前に何の用があるってんだ」

「知んない。けど、必ず昼休みに来いってさ。重要な話があるんだって。ひょっとして、兄さんのことかなあ。ひゅー、なんだろ、もしかして、兄さんと付き合ってもいい？　なんてことを言われるのかも。わ、どうしよ」

　じゃあね、と手を振り振り、若菜は小学生みたいな歩き方で中庭を横切って行った。気になる。が、どうせ春奈がどうしたとかＰＳＹサイネットがあれだとかやらの話だろう。頭にタンポポの生えている若菜に理解できる話とも思えない。害のあるなしで言えば、最悪でも優ゆう弥やといるよりは真琴のほうが少しばかりマシだ。何というか、兄としては。

　ひょっこり横にやって来た優弥が含み笑いを漏らしつつ、

「よい妹さんですね。実にいい。先だっても言いましたが僕の妹はそりゃもう性格が歪わい曲きよくした社会不適合者でしてね、いやなんだそれはと言われても困るのですが、兄としてどこに出しても恥ずかしくなる人格破は綻たん女です。それにしても白昼堂々、妹の首をなで回している兄の姿もどうかと思うのですが？」

　余計なお世話だ。

「どうでしょう、あのような気持ちのいいかたの顔が曇くもるのは見たくないでしょう？」

「何かの脅迫か」

「まさか、まさか。何度も言うようにですね、僕は味方ですよ。守る側です。あなたがたに第三の道を提言するために登場した、ただのメッセンジャーです。決定権のあるのはあくまでもあなたですよ。ただし僕の提案をあの〈奈ア落ポのカ黙リ示プ録ス〉は認めはしないでしょうが」

「アポカリプス？　外人レスラーのリングネームか？」

「縞しま瀬せ真琴のことを我々はかつてそう呼んでいました。ぴったりだと思いませんか？　奈な落らくで黙もく示し録ろくですよ？　九大地獄を背負って歩いているような、あの娘には」

「それでお前は何と呼ばれているんだ？」

「秘密です。自分で言ってもあまり格好のいいもんじゃないですしね。何より、バカみたいじゃないですか。恥ずかしいでしょう」

　自分で言ってりゃ世話がないが、つまり、こいつはたとえば宮みや野のがやってる《黒こく夢む団だん》だったか《妖よう撃げき部ぶ》だったかの、そんな具合の秘密結社、しかも学外組織に所属して、お互いを子供っぽい通り名で呼び合っているわけか。真ま琴ことが過去の恥部としたのもうなずける。

「話は解わかった」

「何がでしょう。僕はまだ抽象的なことしか言っていませんが」

「ようするに、この学校を抜け出して、お前のいる謎なぞのアングラ組織に参加しろってことだろ。こんな山奥までご苦労なことだ。スカウトマン」

「さすが話が早いですね。だいたい合ってます」

「僕がうんと言うと思ってるのか？」

「全然。あなたはどう考えても何かの集団に自ら属しようと考えるタイプではありませんからね。知っていますか？　猫もそういう動物なんです。猫たちは集団生活にまったく向いていない種族的性格を身につけています。よく溜たまり場でグループを作っているように見えるかもしれませんが、あれは馴なれ合っているのではなくてお互い無関心であるから問題なく過ごせているのですよ。完全に個々が独立しているのです。ところで猫を飼った経験はおありですか？」

「ない」

「僕もありません。一度飼いたいと思っているのですよ。金色の目をした、真っ黒い猫をね」

　そう言うと、優ゆう弥やは「シーユーレイター」とキザったらしく挨あい拶さつして背を向けた。

　今度こそ二度と出てくるな。

　念じながら僕は優弥の後ろ姿を見送り、見送りついでに奴やつの姿が消えた校舎裏を覗のぞきに行った。

　荷物を背負った私服の生徒たちの列が裏門に向けて続いてる。大部分はバスに乗って山を降りるようだが、表門から徒歩で下山する奴らも少なからずいるようで、そいつらはハイキングにでも行くかのような完全装備と自信に満ちた笑みを浮かべていた。

　人のほとんどいない食堂で朝とまったく同じメニューの昼飯を食い、なんとなく教室に戻る。無人の二年一組には優弥が存在した痕こん跡せきも跡形も黒猫の画像データも失われ、授業開始のチャイムが鳴るまで待っても誰だれも現れることはなかった。













○九章







　午後から僕は、歩くのにも苦労する寮りようの被害状況を確認したり、帰ると言っておきながらグズグズしている寮生がいないか見て回ったり、インスタントラーメン煮て食ったりなどしていると放課後はあっという間に通り過ぎ、いつしか夜になっていた。その間に想念体の出現を警けい告こくする放送委員の声を何度聞いただろう。数えようとしてすぐにあきらめる。多すぎた。

「さて」と僕は呟つぶやく。

　寮の修理をしようにも破は壊かいの程度が大きすぎて日曜大工の延長線上になく、第一材料もなければ機材もなく、業者を呼ぼうにも避ひ難なん勧告が出ているからままならず、さしあたっての僕にできることと言えば、こうして人口密度の薄うすくなった寮の自室で激甘紅茶を黙だまってすするくらいしかない。

　万年コタツの向かいにちょこんと正座し、微笑ほほえんでいた春はる奈なの白い不安定な顔がふっと揺らいで、目が暗い窓の外を向いた。直後、僕の頭の中に乱暴な思念の波が突き刺さるように降ってきた。

《はろー。聞こえる？　あったっしっ。ども、真ま琴ことちゃんでーす》

　指向性の高い針のような精神波。

《突然だけどさー。もっかい生徒会長室に来てくれない？　なんか、急ぐのよね。あんたもさ、優ゆう弥やとか言うやつが学校に来たんだったらそう言いなさいよ。それが全然おかしなことだと思わなかったの？》

　──思ったさ。言いたくなかっただけだ。

《ヒネクレてるねえ。ま、それはいいから、ちょっち来て。真琴のお願い》

　──うるさいな。僕は今忙しい。明日にしてくれ。

《学校の外にまたバケモノが出たのよね》

　──…………。

《今度は全長五十メートルくらいのオニヒトデだって。市街地にいきなり降こう臨りんして、周囲を委細構わず溶かしまくっているらしいわ》

　ああ、そうかい。それがどうした。

《死者が出てる》

　────。

《ねえユキちゃん。すでにのっぴきならないところに来てるのよ。ギリギリまで先延ばしにしてきたけどもう限界。巻きでいかないと収拾がつかなくなるわね。話だけ聞きに来てよ。ほんっと切実にお願いするわ。このあたしがよ？　ついでに、聞くだけ聞いたらその後あたしを好きにしていいわ。どう？　大サービス》

　──そんなサービスはいらん。

《そうかしらね。きっとどうにかしたくなると思うけど》

　春はる奈なが不安そうな瞳ひとみで僕を見ていた。唇が何かを言いたそうに少しだけ開いて、また閉じた。声を発することができないというのに、何がしたかったのだろうか？

　真琴の鋭えい利りな刃物のような精神波が《お願いお願い》と繰くり返している。そのしつこさとうるささに負けて、僕はため息を吐くと同時に立ち上がった。

「春奈、お前はここにいろ」

　細い首が横に振られる。

《いく》

　思えば死後の春奈に離れろと言って素直に従った例などない。生前もそうだったかもしれない。どこに行こうとついてくる。だから僕は春奈を背負ったまま歩き出し階段を降り玄関から石畳に踏み出したところで──立ち止まった。

　黒い人型の影が陰いん鬱うつにわだかまって前方に立っている。影はすたすた歩くと僕から三メートルの距離を置いて停止、外灯の明かりが光こう明みよう寺じ茉ま衣い子この魔ま女じよめいた姿を闇やみから浮き出させた。

「お話がございます。いえ、すぐにすみます。お急ぎでしょうし長い話にはなりません」

　だが茉ま衣い子こは紅あかい唇をきゅっと結んだまま僕を凝ぎよう視ししてなかなか開こうとせず、それからやっと、ためらうような口調で、

「高たか崎さきさまの顔を拝見しに来たわけでも声を聞きに来たわけでもましてやふと会いたくなったなどということでは決してなく、お伝えしたいことがあるだけです。安心してください」

　何を安心すればいいのだろう。

「本日、寮りように戻ってからこっち、若わか菜なさんがことのほか沈んでらっしゃいます。いつもほわほわしているキノコの胞子のような人が、虚こ空くうにぼんやり視線を向けて心ここにあらずといった具合ですの。調子が狂ってかないません。わたくし、ここしばらく若菜さんと同室でしたがこれからもあの娘こがルームメイトであって欲しいと思っておりまして、早く元通りになっていただきたいと思う今日この頃ごろなのです」

　話している最中に彼女の黒玉のような瞳ひとみは僕の背後に向けられていた。

　何を思ったか、茉衣子は前振りなしに三メートル内の間合いに踏み込んで、唐突に両手で僕の右手を握った。春はる奈なが座視するはずもなく、

「っ！」

　眉まゆをひそめて茉衣子は半端なバンザイをして、後ろに下がった。何がしたかったのか、なぜそんな目で春奈を見るのかが解わからない。

「それでは、ごきげんよう」

　静かに腰を折った黒い服の少女はさっと身体からだを反転させ、迷いのない歩調で再び夜の闇やみに同化した。

　黙だまって僕は歩き始める。

　夜の校舎は妙な気け配はいで満ちていた。ほとんどの生徒はすでに学外退去してしまったはずなのに、角を曲がるたびにそこに誰だれかが立っていそうな気分になる。消灯時間をとっくに過ぎた暗い廊下を照らしているのは非常灯の頼りがいのない光だけだ。人っ子一人いない書き割りのような廊下を進み階段を上がり最上階に辿たどり着く。

　生徒会長室では真ま琴ことと、意外なことに今度は最初から日ひ比び木き会長とが僕を待っていた。それからもう一人、

「兄さん」

　若菜が不安げな顔で座っていた。ついさっき春奈が浮かべたのと同じ表情だ。真琴は応接セットのソファにふんぞりかえって足を組み、日比木会長はその場所から動けないのかと思えてきたのだが会長机に両りよう肘ひじを立てて指を合わせている。

　僕は座らずに視線を三人に振り分けて、

「若菜は関係ないだろう。なぜこんなヤクザな場所にいるんだ？　部屋に戻れ。いっそ実家に戻れ」

「あたしが呼んだ。昼休みにもちょっと話したんだけど、急ぐ理由ができちゃってね。また来てもらったわけ。ほら、その理由がそこに映ってるでしょ。見なされ」

　若わか菜なと真ま琴ことの間にあるガラステーブル、その上に昨日も見た液晶ディスプレイが置いてあった。画面にはどこからかの中継映像が映っている。

　デフォルメした星マークみたいな闇やみの塊が、集合住宅地の真ん中で蠕ぜん動どうする光景。そこだけ切り抜いたように灯あかりがない。ただの暗闇。

　僕は他人の吐いたゲロを見たような気分になってすぐに目を逸そらした。

「それで？」

「それで？　って、あんたこそそれだけ？　あんたの洞察力は昆虫以下ね。んーん、そのクセ、直したほうがいいわよ。考えたくない問題に直面したとき、思考停止するクセ。人間は考える葦あしである、とパスカルも言ってたわ。考えない人間は葦並みの存在価値しかないってことよ。わかる？　ユキちゃん」

「僕が解わかるのは」と僕は答えた。「お前がロクな幼少期を送ってこなかっただろうということだけだ。でなければそこまで性格が湾曲するはずがない」

「兄さん」

　もう一度、若菜が呼びかける。その口元がアヒルになっているのは、ふてくされているからではなく、泣きかけになっているのだということが僕には解っていた。

　大気をまったく震しん動どうさせていないようなくせに耳に通る声が会長室を満たした。

「本題に入ろう。搦からめ手はなしだ。あの連中がこの学園に入り込んできた今、猶ゆう予よらしき猶予は残っていない。キミが抜ぬき水みず優ゆう弥やと名乗る存在に言いくるめられる前に、俺おれはキミに問わねばならない」

「知りもしないことは答えられないね」

　二秒ほど沈ちん黙もくし、日ひ比び木きはビニール人形でももう少し表情豊かだぞと教えたくなるほどの無表情で言った。

「ＰＳＹサイネットの本来の役割、能力者間の意識をすべて接続したら何が起こると思う？」

「人の頭覗のぞき放題、覗かれ放題だろ」

「そう簡単なものではない。精神の融ゆう合ごうだ。全能力者の意識が融合され、巨大な一つの意識体が発生すると思われる。それの持つ意味が解るか？　絶対的な客観の構築だ。能力者たちは一人一人別個の意識を持ちつつも、総合的な唯一の客観性を手に入れる。融合した意識体の一部のみならず、全体の意識そのものになるのだ。そうなれば、隣となりにいる人間はもはや他人ではなく、肉体を別にしたもう一人の自分となる。一人二人ではないな、全能力者がすべて他人であり自分であるという現象が発生する。単純に言えば、ＰＳＹネットワークは精神的な場で思考する一つの脳、一つの意識を形成するのだ」

「悪いが」と言うことにする。「僕はこの学校のファンタジーやＳＦみたいな現象には付き合いきれないものを感じているんだ。僕の好きな世界には得え体たいの知れないバケモノも頭の中身を読む女も神出鬼没な野郎も塩製の天使像も何もない、普通の世界だ。お前らがごちゃごちゃ何かするのは勝手だが、僕を巻き込むな。帰らせてもらっていいか？　寮りようじゃない、生まれ育った世界にだ」

「放置しておけば、世界は見て通りの有様になる。そこに映っているような怪物や怪現象が時も場所も選ばず多発することになる。ごくたまに、限定された地域で発生するだけならいい。ネットワークの歪ゆがみは時間の経過とともに拡大している。規模も数もその威力もな。それでもキミはその世界で暮らしたいと思うのか？」

「どうしろってんだよ。春はる奈なに消えろって言うのか？　そんなのもうこれまでに何度も言った。どうやって成仏させるんだ？　できるのか、そんなことが？」

「できるわけ。あたしなら」

　頭の後ろで手を組んで、天井を見上げながら真ま琴ことが面おも白しろくもなさそうに呟つぶやいた。

「あんたの背後霊れいちゃんに流れ込んでいる集合意識を全力でカットする。したらば、お春はるちゃんは存在するための拠より所を失って、ゆらゆらゆら、消えちゃうわけ。まあそんな簡単にはいかないでしょうけど、あたしレベルのテレパスが束になってどうにかしたらなんとかなるわ」

　どう反論していいかが解わからない。違う惑星の言語を聞いたような感じだ。

「ＰＳＹサイネットワークが正常に機能していないのは、接続された能力者たちの精神エネルギーをお春ちゃんが自己実存のために使用しているから。何千人もの能力者の意識を少しずつ喰くうことであんたの妹は精神的な死を免れているわけよ。その意識の流れを断ち切ってやればいい。お春ちゃんに流れ込んでいる他ほかの能力者すべての精神エネルギーをまるごと一切完全シャットアウトすれば、そうね、たぶん彼女は消える。ネットワークが本来そうなるべきだった形に戻るかどうかは五分五分だけど」

　僕はようやく口を開いた。

「なぜ春奈にそんなことができる？　ただの幽霊だ、こいつは」

「幽霊は存在しない。存在するはずがないんだ。意識は無から生まれない。何らかの依よりしろがあって、元となるものがあって初めて精神場は形成される。彼女が宿っているのがすなわち、ＰＳＹネットワークだ」

　僕はため息をついた。気道に棒でも詰まっているんじゃないかというような、重たいため息だった。

「どうやったって春奈にそんなことができるとは思えないんだがな」

「彼女こそがＰＳＹネットワークの創始者だからだ。強固な感応能力によって全能力者の精神を一つの集合意識化する力、それが春奈さんの本来持っていた力なのだ。かつて構築されたＰＳＹネットワークの存在がわずかな時でしかなかったことは言ったと思う。春奈さんが能力に目覚め、おそらくまったくの無意識に力を行使してから、彼女が死ぬまでの間にそれはあった。時間にして、およそ十秒程度のものだった。だが、確かにそれは能力者たちの中に存在し、そして彼女は死ぬ。だが死の瞬しゆん間かんに彼女はその力をたった一つのことに使ったのだ。巨大な意識体になるはずのネットを、全能力者の意識の集合体を変換し、自分の精神が存在し続けるために使い、キミのそばに在ることを、強力な意志の力で」

　──ふぅん。

「だからキミに調査してもらったのだ。被害を受けた場所を見てどう思った？　何を思った？　自分には関係のない、圏外での災難だと感じたか？　破は壊かいと混乱と困惑の疵きず痕あとについての感想は？　やはり関係ないと思っただろうか？　残念なことだが、今やキミは傍観者ではないのだ。いや、最初から違っていた。それを知らなかっただけなのだ。今までが無知に過ぎたのだということを、すでにキミは知っている。今のキミはれっきとした当事者なのだ」

　────。

「数学のテストでどうしても得点を上回れない友人がいたとしよう。キミはその友人より倍以上の時間と倍以上の熱意をこめて数学を勉強している。なのに、友人はやすやすと高得点をマークするわけだ。それはしかたのないことなのか？　先天的にキミより友人の頭脳が優れているからだと自分にいいわけしてそれ以上の努力を放棄するのか？　自分の考え方や勉強法に何らかの問題があるのかもしれないとは思わないのか？」

　────。

「これらの怪物はＰＳＹサイネットワークの歪ゆがみが産出している。本来なら一つの客観的な意識体になるはずだったモノが、制御を失って暴走していると思えば近い。春はる奈なさんの死と復活があった六年前、堤防に開いた針穴レベルだった異常は、年月と急カーブを描くＥＭＰ能力者の増加の割合に従って強大になりつつある」

　────。

「現場には我が校の保安部員たちを派遣したが、応急処置にしかならない。元を絶たない限り、大きく開いた見えざる穴を塞ふさがない限り、このような現象は各地で、そのうち日本中に広がって災厄を撒まき散らすことになるだろう。見る者が見ればそれは確実だ。巨大な渦が春奈さんを中心地として徐々に惑星表面を覆おおいつつあることが」

　────。

「方法は二つだ。一つはＰＳＹネットワークを正常に戻すか、あるいは完全消滅させる。もともとネットの歪みは春奈さんが存在するために使用することで発生しているのだから、彼女が完全に消えてしまえば歪みもなくなる。おそらくネットが正常化することはないだろうが。ネットワーク発生以前の段階に戻るだけになると俺おれは予測している」

　────。

「もう一つの方法は、春奈さんの放射する想念能力を封じ込めることだ。知っての通り、想念体はＥＭＰ能力者の想念力が凝こり固まって発生する。想念力は想念力で相そう殺さいできる。宮みや野のたちがしているのはまさにそれだ。そしてネットの歪みによって発生するイレギュラーな想念体もまた同様の理屈で封殺が可能だ。すなわち、強力な防御障しよう壁へきでこの学園を囲い込んでしまえばいいのだ。そうすれば少なくとも超常現象による厄やく災さいは第三ＥＭＰ内に限定できることになる。ただし、」

　日ひ比び木きは指一本だけ動かしてモニタを示した。

「学園内ではそのような現象がこれまでになく発生することになるだろう。拡散し続けようとする精神エネルギーを一手に引き受けるのだからな」

「────じゃあそうすればいい。宮みや野のあたりが小こ躍おどりして妖よう怪かい退治に精を出すさ」

「おそらくキミにとって、そして若わか菜なさんにとって問題となるのは、その結果ではなく手段だろう」

「若菜は関係ないだろ」

「ある。なぜなら、春はる奈なさんの放つ精神波放射、異常現象を生み出す、その力を抑え込むことができる防御能力の所有者は、唯一、若菜さんだけだからだ」

　悲しそうな顔で若菜は僕を見た。春奈を見たのかもしれない。春奈は出てこない。ずっと出てこなければいい。日比木は続ける。

「それも特殊な処しよ方ほう箋せんが必要になる。まず若菜さんには二十四時間、学園全体を覆おおう防御障壁を展開してもらわねばならない」

「できるわけない」

「できる。若菜さんが自分の意志でそれを継続するのは困難だろう。しかし……」

「あたしがいるわけ。この学校にはね」

　真ま琴ことが薄うすく微笑ほほえみながら肩をすくませた。

「こういうこと。まず若菜ちゃんには眠りについてもらうのね。ずっとずっと、彼女のＥＭＰ能力が失効するまで。で、意識を失った眠り姫の能力を出っぱなし状態にする。二十四時間コンビニエンス体制でさ。そういう風に頭の中をいじっちゃうの。そ、あたしが。超特急極上敏腕感応力者である、真琴ちゃんが。若菜ちゃんは自分の意識を持つことなく毎日スリーピング、あたしが状態解除するまでそのまんま。どう？」

　どう？、だと？　どうもこうもない。

「春奈さんに与えられた能力はＰＳＹサイネットワークを構築する力だ。その双子の姉妹はネットの暴走を押しとどめる力を持たされている。象徴的な現象だ。まるで何者かが、あらかじめ安全装置として若菜さんを配置したようにも思える。限定された人間に特異な能力を時間限定で付与し、その意識の集合体を製作する。目的が何なのか、いったいどのような知性体の仕事なのか、それは俺おれにもわからん。俺にさえも」




「定かではないことをあまり吹ふい聴ちようしないほうがいいですよ」




　声がした。揶や揄ゆと寛容と友愛を鍋なべで煮立てたような柔和な声。僕の後ろからだ。

　制服姿のヤサ男がポケットに手を突っ込んで会長室のドアの前に突っ立っていた。

「というわけで第三の選択をひっさげて抜ぬき水みず優ゆう弥や、颯さつ爽そうと登場ですよ。お待たせしました高たか崎さきさん、ミッドナイトエクスプレス、あるいはセンチメンタルジャーニーはいかがです？」

　僕の袖そでを握った若わか菜なの指に力がこもるのを感じる。

「どちらを選んでもどちらかが苦しむ。できっこない選択ですよねえ。まったく、人をバカにした問いかけです。二人の妹を崖がけに並べてどちらかを突き落とせと言っているようなものですからね。誰だれにできたとしても、あなたにはできないでしょう、高崎さん。僕にはよっく解わかりますよ。僕と違って、あなたの内面は良き兄のメンタリティが占めているようですから」

　優弥は目を細め、見たこともない硬質な顔をしている真ま琴ことに、

「やあ、〈黙示録アポカリプス〉。何年ぶりかな、前回一緒に見たオリンピックはどこでやってたかな？　しかし変わらないね。いつもながらお前の攻こう撃げき精神波はワインオープナーのように捻ねじれている。それがいいところでもあるんだけどな。我が妹」

「まだ子供の遊びみたいな事をしているわけ？　〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉だっけ？　お笑いだわ。いいえ、クスとも笑えないわねくだらなすぎて。サムイったらないわ。スベリまくってる。まるで油流出事故の起こったスケートリンクだわ」

「上う手まいことを言うね。それほど皆さんにはウケていないようだけど。僕としてもその愛称で呼ばれるのはちょっと恥ずかしいんだ。何者なんだお前は、の世界だからね。お兄ちゃんと呼んでくれないかな前みたいに。マイ・シスター」

「……お前ら兄妹きようだいだったのか」

　僕は冷静な驚おどろきに打たれて呟つぶやき、しかし、セリフを言い終わらないうちにすでに納得していた。

「なるほどな、道理で話していると腹立たしい気分になると思った。僕を不愉快にするお前らの空気は確かに同じ血のなせる業わざだ。二人とも、さっさと僕の前から消えてくれ」

　僕の言葉に優弥は軽やかにうなずいた。

「妹があなたにかけた迷惑の数々は知っています。まったく、不出来な小娘でして、兄として慚ざん愧きの念にたえません。どうしてこんな歪ゆがんだ女になってしまったんでしょうね？　十年ほど前は愛あい玩がん動物のように可愛かわいらしかったんですけどねえ」

「うっさいのよ、バカ」

　真琴が怒りの感情を露ろ出しゆつするところを初めて見た。

「そう言われてもちっともこたえないよ。どうしてかというと、僕は自分がバカであることに充分以上に自覚的だからさ。人生なんかをやっていくにはバカでないと務まらないんだよ。お前はそうじゃないのかい？　マイネ・クライネ・シュベスター」

「あんたよりはね。昔のあたしは相当バカだったけど、今はそれなりに学んだわけ。バカを放棄する方法を。教えてあげようか？　特別にロハでいいわ」

「いやけっこう。僕は現時点での自分が割に愛らしく思っているからね。さて再会の挨あい拶さつはこれくらいにしておきましょうか。僕が用のあるのは頭ず蓋がい骨こつにオガクズの詰まっている妹ではなく、高たか崎さきさんとその妹さんですからね。どうです？　腹は決まりましたか？」

　何の腹だろう。

「もちろん、僕とともに来てくれる道を選ぶ腹のことですよ。言ったでしょう？　第三の選択肢を持ってきたメッセンジャーだと。我々ならあなたの大切な妹さんたちをどうこうしようなどとまったく考えませんよ？　それどころか、今の外の世界で起こっていることを歓迎するくらいです。大歓迎ですよ。世界がわやくちゃになるほど、我々にとって好都合です。ＥＭＰ能力がまともに認められ論じられるいいきっかけですよ。それが悪印象しか生まないのだとしても、無関心または無知よりはいいことです」

「キミたちが間違ったことをしているとは俺おれも思わない」

　日ひ比び木きの低くもあり高くもある声が言う。

「ただ性急に過ぎる。早仕掛けは失敗の第一原因だ。賛成できない。これは俺一人ではなく、この学校全体の意志だ」

「その全体の意志を啓けい蒙もうして差し上げようというのが我々の行動理念ですよ。いいですか？　世界が間違ったように思えるならば、自分の認識を改めるべきなのです。現実に即した認識を自分で作り上げるべきです。全員が糾合すればその力になるはず。強大な認識は世界を変えることができる。ＥＭＰ能力者のほとんどは間違っているのが自分たちだと考えています。世界から外れた存在であると思い込んでいる。果たしてそうでしょうか？　能力者の存在が世界から外れているなら、なぜそんな能力が我々に宿っていたりするのです？　真の正解はこちら側にあるのではないですか？　世界は我々に合わせた現実作りをしている最中なのかもしれませんよ？　ならばそれを後押ししてやろうではありませんか。次代の能力者たちのためにも」

「はははん」真ま琴ことはせせら笑う。

「何が次代だか。単なるストレス発散に適当な理由をくっつけてレトリックで武装しているだけじゃん。滝を登れば龍りゆうになれると信じ込んでる真ま鯉ごい並みの理論だわ。誰だれが誰の蒙を啓ひらいてくれるんだって？　蒙って漢字書ける？　あんたを罵ば倒とうするには死語で充分だわ、このスットコドッコイ」

「兄妹きようだいゲンカなら他ほかでやれ」

　僕は提案した。日比木と真琴と優ゆう弥やを均等に睨にらみつけ、

「んなもん見たかないし聞く耳も持たん。全員消えろ。さもなきゃ僕がこっから出て行く。お前らのごっこ遊びに付き合うのはごめんだ」

　話しているうちに血流が上昇するのが解わかってきた。さらに言ってやろうと息を吸い込む。

　袖そでを引く者がいた。横を見る。若わか菜ながぼんやりした顔でそばにいた。

「ねえ」

　若わか菜なは頼りなく言いながら僕を見上げ、

「もういいよ兄さん」

　のんびりした靄もやみたいな笑顔。

「よくわかんないんだけど、けど、あたしが何かすればいいんでしょ？　たぶん三年くらいだろって真ま琴ことさん言ってたし、それくらいならだいじょうぶだよ。それに、」

　ぷつりと言いよどみ、改めて口を開いた。

「春はる奈なはあたしの百倍くらい兄さんのことが好きだよ」

　僕は黙だまっていた。そして考えていた。なぜ真琴と日ひ比び木きは僕や春奈や若菜にそんな話を聞かせたのだろう。有無を言わせず強引にどちらかの手法を取ってしまわないのか。僕が了解しようがしまいがその行為自体に違いはない。

　ずるいんだよ、と僕は思った。もし無理矢理双子のうちのどちらかが犠ぎ牲せいにされたなら、そして事後報告で顚てん末まつを聞いたなら、僕は恨むべき矛先を見つけつつ、最後には納得したかもしれない。しかたがないことだと思ったかもしれない。

　しかたがない？　何がだ。春奈が原因で若菜が安全装置だ？　アホか。この双子にそんな大それたことができるわけないだろ。一人は死んでも化けて出てきて物飛ばしたり桜散らしたり紅茶に角砂糖を五個も入れるようなバカで、一人は頭いじられたあげく何年か寝て暮らせと言われてそれでいいよとか言ってるようなバカだぞ？　バカのダブルノックダウンだ。

　若菜は僕を見ている。真琴も僕に視線を向けていた。優ゆう弥やは優雅に微笑をくれて僕の返答を待っているように見える。日比木は暗い顔をこちらに向けたまま座り続けていた。おそらくこの場に姿を見せていない春奈も僕を見ているに違いなかった。

　春奈と永遠におさらばするか、若菜の学生時代を何年か棒に振らせるか、真琴の兄貴とかいうわけの解わからない正体不明男についていくのか、僕に決めろと連中は言っている。僕にどれかを選べ、と。一番目と二番目を選択すれば優弥が何かするだろうし三番目を推したら真琴と会長が黙ってはいまい。なるほどな。




「決められるか、バカ」




　自分の声とも思えない。我ながらぞっとする、地獄の底から響ひびいてくる亡者の怨えん嗟さのような声だった。

　くい、と春奈が僕の袖そでを握りしめる。

「兄さん、」

「黙れ」

　誰だれも喋しやべるな。何も言うな。僕に余計なことを考えさせるな。

　頭に来すぎて腹も立たない。微笑ほほえんでやってもいいくらいだ。どいつもこいつもバカばかりだ。バカみたいな力をたまたま持ってしまったせいで頭の内容まで溶けてバターになっちまっている。再々々利用された木ネジのネジ山のようにゆるゆるになっている。全員一から記き憶おくを無くして最初の人生からやり直せ。

　空気が固形になったような沈ちん黙もくが会長室で凝ぎよう固こした。だいたいの物事は時間が解決してくれることになっているとどこかで聞いた覚えがある。ではそうしてもらおうじゃないか。僕は探偵役を買って出るほど自意識過剰な人間ではないのだ。だからと言って探偵役の解説を大人おとなしく拝聴するほど忍耐強くもない。そんなものは聞きたくない。

　すべてにオチがつくまでこのまま動かずにいればいい。永遠にでもそうしてやる。

　凍いてつく時間の中で、再び若わか菜なが僕のシャツを引っ張るのを僕は無視、子供っぽい髪型の子供っぽい顔に精一杯の決意を秘めて口を開きかける。

　いきなりだった。

　まったくの唐突に優ゆう弥やがジャンプした。部屋の隅へと跳ぶ。その直後、爆ばく音おんが轟とどろいたかと思うと扉が粉々に爆散した。木の欠片かけらを方々に散らす黒煙の中から、白と黒の二つの人影がそれぞれ異なる歩みで登場、

「お悩みだな寮りよう長ちよう殿！　何を悩むことがあるのか、私にはさっぱりわからんぞ！」

　大声で喚わめきながら入室した宮みや野のは、

「むむっ！　何だねこの重苦しい雰囲気は！　まるで査問会だな。つるし上げをくらっているのは寮長殿か？　ほう、何をしでかしたのかね。だから言ったろう、気をつけろとな！　キミはもっと人の話を聞くべきだ！　今後はそうしたまえ」

　その後ろから茉ま衣い子こが頭痛を堪こらえるような顔で現れた。

「天然でボケているのなら救いようがありませんし、意図的に言っているのなら取り繕つくろいようもありません。どちらにせよ純度百パーセント、班長、あなたは真性のアレですわ」

「何を言っているのだ！　私はいつでも真剣勝負一本やりを心がけておる。ここは笑いどころではないのだよ！」

　茉衣子はあきらめたように吐息を漏らして、僕に目礼をよこした。宮野は偉そうな下目で僕に相対し、

「悩むべきことなど何一つないであろう寮長殿。誰だれがどう見ても、そこのハンサム君は解わかりやすーい悪役、見間違いようもなく我々の敵ではないか。敵は討たれるべきであり、すなわち私はそのように行動するのだ」

　優弥は面おも白しろそうに白黒コンビを眺めている。ポケットに突っ込んだ手はそのままだ。

「あなたこそ、解りやすい人ですね。単純明快な行動原理だ。高たか崎さきさんもあなたほど簡単な精神構造であればよかったのですが。そうすればどの道を選ぶにしても悩まずにすんだでしょうに」

「ふむう。そこな謎なぞ少年。キミは割と手て練だれのようだ。会長室に辿たどり着くまで謎のようなトラップに次々遭遇して、いやはや退屈しなかったと言っておく。もっとも私には通用しなかったが。メルクリウスを名乗るのは不ふ遜そんに過ぎよう」

「足止めですよ、宮みや野のさん。あなたたちが駆けつけるまで、若干の時間を稼かせぐことができればそれでよかったのです。楽しんでいただけましたか？　まあ、負け惜しみに聞こえるならばそれでけっこうですけど。言うべきことはもう高たか崎さきさんに伝えましたからね」

「そりゃご苦労であるな。私は私の仕事をしよう」

　出し抜けに優ゆう弥やの足元に黒い真円が出現した。宮野の魔ま法ほう円。艶つやのない漆しつ黒こくの鎖くさりが目で追えないスピードと数で優弥に巻き付いた。

「実に興きよう味み深ぶかいですね。あなたは鉄てつ枷かせのジャックですか？」

「そのような妖よう怪かいの名前で呼んでもらいたくないな。私は宮野秀しゆう策さく、今世紀最大の魔術師と呼ばれることになる予定の男だ。私のスケジュール帳にはそう書いてある」

　もはや合いの手を入れることもなく茉ま衣い子こが手をかざした。指に瞬またたく青白い蛍火。

　拘こう束そくされた優弥に向かって乱れ飛ぶ。逃げようもなく、数条の輝き線せんが優弥を襲おそい、優弥は微ほほ笑えみを浮かべ続けて泰たい然ぜんと佇たたずむ。

　茉衣子の爆ばく裂れつ球が盛大に爆発するという未来予測は外れた。

　蛍火の群れは優弥に突っ込むと同時に消え失うせた。ほどなく厚みのある入れ墨のような鎖の縛いましめも、優弥の身体からだに吸収されるように消えていく。

「うそ」

　茉衣子が小鳥の吐息のような声で感想を述べ、宮野は一人勝手にうなずいた。

「まああっさりくたばらんだろうとは思っておったところだ。予想の範はん囲い内すぎてかえってつまらん」

「そう言うならば無駄なことはやめにしたらどうです。労力の無為な消費でしかありません。あなたはこの学校に出没するザコモンスターたちを片づけていれば満足なのでしょう？」

「それは挑発かね？　それとも忠告かな？」

「警けい告こくですよ。では僕は僕でこのあまり愉快とは言えない状況を打開するといたしましょう」

　優弥は拝むように両手を合わせる。掌てのひらと掌の間に小さな炎の玉が生まれた。使い捨てライターのような、ちっぽけな炎だ。最初に会ったときに見せた、手品みたいな炎玉。

　タネなどどこにもないことを示すような仕し草ぐさで手が開かれる、と、細い炎は重力に引かれるかのごとくスローで落ちていき、床に吸い込まれた。

　音もなく。

　部屋のすべてが紅ぐ蓮れんの赤で染まった。優弥を中心に液体のような炎が上下左右を舐なめ尽くす。床中に置かれていた鉢植えの枝葉が一いつ瞬しゆんにして燃え上がり、生徒会長室に置かれていた備品のすべてを炎上させた。壁かべ際ぎわの本棚が瞬く間に消し炭に変わり、衝つい立たても泥水サーバも炎の舌で撫なで斬ぎりにされていく。

　この世の炎ではなかった。熱を持たない炎に燃焼力があるはずがない。

　応接セットの周囲だけが火の花弁の支配から免れていた。僕に身を寄せる若わか菜なと、座ったままの真ま琴こと、並んで立っている宮みや野のと茉ま衣い子こ。

　ずっと大人おとなしく消えていた春はる奈なが僕の目の前にいる。白く透明な身体からだを揺らめかせて両手を広げている。僕から見えるのは首の下で髪をなびかせる後ろ姿だけ。

　春奈が炎を遮っている。

　安全地帯にいないのは火元である優ゆう弥やと、会長席から腰を上げようとしない日ひ比び木き、その日比木会長は燃えさかる机にじっと腕を置いたまま表情一つ変えずにいた。驚おどろくものか。この学校で会長を名乗るくらいの人間はこれくらいの火災では身も心も動じないことが必要とされるのだろう。

　周囲を彩る炎の壁かべを、僕は空虚な気分で眺めた。その紅あかい壁の向こうで優弥はアポロン神像のような微笑ほほえみを見せている。

「さてさて、他ほかの方々が駆けつけてくる前に終わりにしちゃいましょう。面めん倒どう事ごとはごめんでしょう？　僕もどこかで待機している仲間たちを呼び寄せたくはありません。全面戦争は回かい避ひしたいですからね。高たか崎さきさんの答えは如何いかん？」

　僕は黙だまって春奈の後ろ髪を見ていた。

「正直に言いましょう。我々が欲するのは春奈さんの力だけです。ですが春奈さんはあなたから離れず、あなたにしか従わない。たとえ高崎さんを強引に拉ら致ちしたところで、春奈さんは大人しくしてくれないでしょう。つまりあくまで、あなたには納得ずくで来て貰わねばならないのです。僕がやってることがまさにそれですよ。納得できました？　もうだいぶこちらに針が振れてきたのではないですか？　何だかんだ言いながら、あなたは春奈さんに消えて欲しくないのでしょう？」

　答える必要を認めない。考えてみるだけならいい。僕は自分に質問する。お前は春奈が消えることを真に望むのか？　僕が答える。さあ、解わからんね、そう言うお前はどうなのさ？　質問返しに僕は答える。お前に解らないものが僕に解るわけがないだろう。そりゃそうだな、と僕は肩をすくめた。無回答が正解の時だってある、そういうことにしておこう。賛成だ。

　僕は黙っていた。

　茉衣子と宮野が会話している。

「なんとかしてください」

「なんともならないものをなんとかしようするのは欺ぎ瞞まんであるばかりでなく偽善である、バーイ、宮野秀しゆう策さく。我ながら良い格言だ。メモしておいてどこかで使うといい」

「そんなそこはかとなく剽ひよう窃せつの香りがする格言を使いたいとは思いません」

　それにしても真琴と日比木はいったい何をしているんだ。いや、いったいなぜ何もしないで沈ちん黙もくしてるんだ？

　若わか菜なは色を失った顔で僕の服を握っている。ボサッと突っ立つ宮みや野のや、イライラと爪つめを嚙かんでいる茉ま衣い子こはまだいい。しかし真ま琴ことは一歩も動かずに平然とソファにもたれ掛かり、日ひ比び木きも炎に包まれながら机に張りついている。お前らの演じる役割はもう終わりなのか？　後は僕が三つ残された樽たるの穴に剣を突き刺して黒ヒゲ野郎を飛ばすだけなのか？

　ふざけるな、と言いかけたとき、宮野がポツリと声を放った。

「だいたいこの辺でいいだろう」

　この茶ちや番ばん劇げきのことかと思ったら違った。

　陰いん鬱うつな生徒会長が座るその背後、校舎の外がい壁へきが突とつ如じよとして爆ばく発はつした。

　巨人の握り拳こぶしが窓を突き飛ばし壁かべを突き崩して、まるで日比木を後ろから襲おそうような勢いで突き込まれた。

　天使像の握られた片手は優ゆう弥やを横合いから直ちよく撃げきすると通路側の壁に叩たたきつけ、凄すさまじい音を発しつつ壁を打ち砕き、剝はく離りした塩の表皮をバラバラと落としながら、やっと止まった。

「どうかね！　私の喚起した大天使の彫像がものの見事に役に立っただろう！　こんなこともあろうかと、事前に用意していたかいがあったというものだ！　私は自分の先見の明に戦せん慄りつすら覚える！」

「わたくしは班長のもっともらしい後ヅケに戦慄を覚えますわ。よくもまあそんな適当なことが」

「忍び足でここまで歩かせ誘ゆう導どうするのは並大抵の思念集中ではすまなかったぞ、茉衣子くん！　もっと私を褒ほめ、そして称たたえたまえ！」

「いやです」

　しかし優弥の火は消えていない。それどころか渦を巻いた紅あかい牙きばが丸太のような腕を取り囲み、瞬しゆん時じに黒い炭に変えた。塩の灼やける香ばしい匂においが充満する。天使の左手がゴソリと崩れ落ち、火の海から持ち上がった炎の塊が勢いをつけて壁の大穴に向けて飛んだ。

　この期に及んで腰を上げようともしていない日比木の顔をかすめ、炎塊は穴に飛び込んで、わずかに覗のぞいていた奇態な天使像の上半身を粉々に打ち砕く。

　優弥がのっそりと身体からだを起こした。無傷で。

「ちょっと驚おどろきました」

　気安い友人の冗談に本心から笑っているような、そんな笑みだった。

「そちらの女性に代わって僕が褒め称えましょう。どうですか、宮野さん。高たか崎さきさんとともに、我々の許もとに来られては？　楽しめますよ？」

「ふむ」と宮野は考え込む。「それは眼中になかったな。検討に値するかもしれん。検討しておこう、いずれな。この場での返答は保留させていただく」

　保留か、それはいい。もともと設問の内容が間違いだらけなのに、三つの選択肢の中に正しい答えがないというのにどれか答えろと言うほうがおかしいのだ。

　僕の答えは「全部ノー」だ。

　ふつふつと怒りが湧わいてきた。

　勝手なことをほざく日ひ比び木きにも、真ま琴ことにも、優ゆう弥やにも。

　ゆっくりと温度を上げる僕の中のインジケータがそろそろ限界に達しようとしている。

　もうお前ら全員まとめて消えろ。僕の目の前から。今すぐに。

　僕を部屋に戻らせて欲しい。こんなうっとうしい戯ざれ言ごと芝居に付き合う趣しゆ味みは僕にはない。春はる奈なにも、若わか菜なにもだ。これ以上僕の感情を揺らすんじゃない。僕は昔から怒ることが苦手なんだ。怒るくらいなら感情を押し殺す。それで損ばかりしている。だけど妹を泣かす奴やつだけは許さない。それをする権利があるのは僕と両親だけだ。

　赤の他人はすっこんでればいい。

　とっくに喜怒哀楽は摩ま滅めつしていたと思っていた。久しぶりだ。感情が理性を上回ろうとしている。六年ぶりだった。

　春奈がピクリと身じろぎをした。

　灼やけ残っていた花鉢がいっせいに浮き上がった。

　何だ、と思うヒマもなく、優弥に向かって飛んだガーベラは辿たどり着くまでに植木鉢ごと燃え尽き、日比木に飛んだブーゲンビリアは会長机の上で砕け散り、そして真琴を襲おそったのはさっきまで若菜が座っていたソファだった。二人がけの革張りソファが宙に浮く。

「！」

　小さな光球が会長室を横断した。二つにぶった切られたソファがウレタンを撒まき散らして真琴の両りよう脇わきをかすめて床に転がった。真琴は動かない。茉ま衣い子このほうが驚おどろいた顔をして蛍火を放った片手を降ろし、小声で囁ささやく。

「せめて、およけください……」

　真琴は吐息だけで返答する。

　火の波がフレアを形作った。鎌かま首くびをもたげた炎の蛇、優弥の顔から表情が消える。一抱えもある紅あかい花弁が佇たたずむ優弥を襲い、横に飛んで避よけたその残像を貫いて壁かべをぶち抜いた。隣となりの会議室にも炎が広がる。

　火の海から無数の火柱が発生していた。室内を縦じゆう横おうに飛び交う炎の槍やりたちが乱舞する。そのうちのいくつかが天井にまで届いた。炸さく裂れつ。

　天井が吹き飛んだ。

　裂け目から、ゴミみたいな星の瞬またたく漆しつ黒こくの空が見えた。暗黒のスクリーンを背景にして、見み慣なれないものが空を飛んでいる。

　舞い踊るように飛行する光の玉の数々。長大な青い光は龍りゆうの姿。飛ひ翔しようする想念の怪物たちだ。大穴から巨大な暗い影がこちらを覗のぞき込んだ。屋上に張りついている、のっぺらぼうな爬は虫ちゆう類るいの首。その横をよぎったのは蜘く蛛もの足だ。

　日ひ比び木きが呟つぶやいている。

「キミが理性的な人間であったのは幸いだ。もっと早くこのような事態に陥ってもおかしくはなかった。妹を疎うとましく感じていたキミの表層意識がネットワークの暴走を抑制していたとも言える。ただし、それももうこれまでだ」

　春はる奈なが振り向いた。困ったような、泣き出す寸前のようなアヒル口。若わか菜なと同じ表情だ。

「この怒りはキミのものだ。春奈さんのものではない」

　日比木の声はどうやったって平坦だった。

「キミの意志なのだ。彼女はキミの思考を具現化しているに過ぎない。彼女の力を引き出しているのはキミだよ。キミが考えたことを彼女は実行する」

　春奈は僕を見つめている。

「学園外、外の世界がここと同じになってしまえば、もはや我々が一ヶ所に集められる理由はなくなる。内と外の境界は消滅する。そうなればキミはここから出て行けると考えたのだ。春奈さんはそれを実行した。兄の願いを叶かなえるために」

　噓うそつけ、と僕は思った。春奈を見る。

《わからないよ》

　白い顔が傾く。

《でも》

　か細い思念。

《めいわく？》

　お前を迷惑に思うのは僕だけだ。僕以外の人間にそんな資格はない。全然、まったくだ。

　この学校にいる他ほかの連中なら、真ま琴ことや宮みや野ののほうがよほど迷惑だと言うはずだ。

「そのキミの思考が怪現象を生むのだ。春奈さんを非常識な存在だと思っている。常識的な世界にそぐわない存在。ならば世界そのものを非常識にしてしまえばいい。その世界では春奈さんは普通に受け入れられることになるだろう。そうキミは考えた」

　考えてない。

「春奈さんだけでなく」優ゆう弥やが言葉を吐いた。「我々ＥＭＰ能力者にとってもそれは望むべき世界です。そこでは我々はもはや異常分子ではない。僕たちやこの学園の生徒たちこそが、あるべき姿として捉とらえられることになるでしょう。それはいいことなのではありませんか？　僕にとっても、あなたにとっても。あなたの二人の妹さんにとってもね」

　優弥の提案に乗るなと僕の理性が否定する。会長と真琴の主張を僕の感情が拒絶する。では僕は何を思えばいい？

　フラッシュ光が会長室を照らした。頭上と日比木の背後の裂け目から、何色ともつかない光が瞬またたいている。未確認飛行物体が空を飛び怪かい獣じゆうたちが這はい回る世界が校舎を包み込んでいる。僕が望んだのだと言う。

「信じない」

　僕の言葉にうなずく者はいなかった。日ひ比び木きが机に向かって話しかけている。

「キミが信じないのは自由だ。現実認識能力は個々によって異なる。この世には人の数だけ現実があるのだ。ではもう一つの現実を提唱しよう」

　暗い顔にある暗い双眼はどこも見ていない。

「春はる奈なさんは自らの意思で世界に留とどまった、と俺おれは言った。死者が現世に残存するためにネットワークを利用し歪ゆがめたのだ、と。しかしそうでないのかもしれない。我々全員が認識する現実が真実である保証はないのだ。だからこう言うこともできる。春奈さんを現世に繫つなぎ止めているのは、キミの力だ」

　何を言い出す。

「春奈さんは、キミが生み出した想念体だ」

　意味が解わからない。

「死を受け入れられなかったのは彼女自身ではない。高たか崎さき佳よし由ゆ季き、キミだ。死者は何も思わない。誰だれかに執着することのできるのは生者だけだ。キミは自分にＥＭＰ能力がないと思っている。それが違っていたとしたらどうだろう。キミは春奈さんを若わか菜なさんの別人格だと考えていたが、なぜ若菜さんだけにその権利があると思うのか？　同じ条件を持つ人間が他ほかにもいるではないか。春奈さんがキミの別人格でありその人格が離脱したものが今の春奈さんだとは思わなかったのか？　六年前から今まで、死んだ妹に生を与えていたのはキミ自身である、と。ＥＭＰ能力を発現し、その力で妹を作り上げ、彼女に能力のすべてを付与した。ＰＳＹサイネットを歪めているのはキミの想念なのだ」

　反論する気も失うせるとはこのことである。極めつけの妄想だ。

　優ゆう弥やが言う。

「僕にとっては同じ事です。出所がどこであろうと過程がどうあろうと、結果が同じならそれは同じ事なのです。世界はすべて結果論によって成り立っていますからね」

　日比木の口調はこの期に及んでも淡たん々たんとしていた。

「春奈さんがもう一人のキミなのだとしたら、それはキミがもともと持っていた力ということになる。分裂した自我が元通りに合一したならば、その力はキミの許もとへと還かえる。キミは晴れてこちら側、この学園の真の一員になる」

　それで、春奈は僕の中で生き続けるとか言うつもりか。

「春奈さんの力を引き取ればいい。その力をもって、キミは守るべきものを守ることができる」

　守るだと？　何を？　誰を？　春奈と引き換えにそんな力を得て、僕が得意げになるとでも思っているのか？

「高崎さん」優弥が横から口を出した。「そちらの会長氏はあなたを混乱させようとしているだけですよ。事実を認識してください。この際、原因は重要ではないのです。真相などどうだっていいじゃないですか。解わかりもしないことをもっともらしく言うだけでは何の解決にもならないばかりでなく余計な混迷を招くだけですよ。重要なのは、今ここに春はる奈なさんというネットワークの歪ゆがみが存在する、これだけです」

　宮みや野のが優ゆう弥やに向かって茶々を入れた。

「ふうむ。縞しま瀬せ真ま琴ことの精神攻こう撃げきを受け続けているにもかかわらず私の術を軽くあしらうその手際、我が対たい魔ま班はんの班員として迎え入れたいところだな」

「宮野さん。あなたも不思議な人ですね。実は我々とあなたは同じ事を考えているのではないですか？　望んでいる世界は同質のもののはずです。僕と敵対する理由を問いたいですね」

「簡単明めい瞭りように答えよう。世界を混こん沌とんの渦に叩たたき込むというのならば、私は自分の手と意志で実行したいからだ。誰だれの手も借りるつもりはない。世界は私のオモチャである。他人にいじらせるつもりはまったくもってないのだ。茉ま衣い子こくんにとっても神は一人で充分だろう？」

「……班長を拝むくらいなら油虫を拝みます」

　黒衣の少女は疲れたように首を振った。

　ふむ、と一つ首肯して、宮野は右手で宙に複雑な文様を描き、さっと振り、停止したときには長い棒を捧ささげるように持っていた。二匹の蛇が絡みついた長ちよう杖じよう。黒こく曜よう石せきから彫り抜いたように黒光りしている。

「これが何か解るかね？」

　宮野の視線を受け止めて優弥が微笑で返す。

「ええ、たぶんですが。カドケウスでしょう？　神話に言うヘルメスの持つ杖つえです」

「キミはメルクリウスを名乗っているのだったな。ヘルメスのラテン語名だ。その名を持つ者を倒すにはまさにうってつけのアイテムだとは思わないかな？　いや、キミが何を思おうと私にはどうでもいい。肝心なのは、私がこの杖でもって眼前の敵を倒すことができると思い込んでいる事実なのだ。他人の解釈はいらぬ。自分勝手な思い込みの力が想念をより強固なものにするというわけだ」

「その通りですね。全面的に賛成です。ただ一つ、僕を倒す、というフレーズを除けばね」

　宮野の構える黒塗りの杖に炎の蛇がまとわりついた。

「それは僕の持つべき物です。あなたにはふさわしくないですよ？」

「意見の相違だな！」

　紫電が宮野の腕から杖に伝わり、炎をはじき返す。

「先ほどの会長氏の意見ですが、確かめる方法がありますよ。春奈さんが高たか崎さきさんの一部だとするならば、あなたが死ねば彼女も消えるはずです。いや、僕はしませんよ？　しないつもりでしたけどね、今ちょっと違うことも考え始めました。春奈さんは巨大なネットワークの力をねじ曲げてまであなたのそばにいますよね。では、あなたを殺してしまえば、春奈さんはいったいどうなってしまうのでしょう。あなたのいない世界は彼女にとってさぞ無価値になることでしょうね。それをね、僕はなんとなくですが確かめたくなってきました」

　優ゆう弥やの炎が暗さを増した。真ま琴ことの精神波、春はる奈なの障しよう壁へき、宮みや野のの攻こう撃げきを同時に相手にする優弥の能力はどれほどのものなのか僕には見当すらつかない。優弥の悠然とした微笑と、真琴と宮野が柄がらにもなく浮かべる真ま面じ目めくさった表情を比較することしか僕にはできない。優弥の姿が陽かげ炎ろうのように揺れている。

　そして春奈は──。

　白い身体からだが瞬またたいていた。色が失われる。古い写真のようなモノクローム。瞬きの間隔が短くなり、霞かすんで、だしぬけに、消えた。

　真琴が叫んだ。

「若わか菜なっ！」

　炎が僕の鼻先に押し寄せる……。

　腰に衝しよう撃げきを受けた。横からのタックルを受けて僕は無様に転がった。僕にのしかかるようにしがみついているのは若菜だ。もう一人の妹の防御障壁が僕を守っている。優弥の炎が後退する。

「やあ、危なかったですね。あやうくあなたを殺してしまうところでした」

　優弥が悪びれることもなく言って、顔面から微笑を殺そいだ。

「どうやらちょっと遊びすぎたようです」

　再び春奈がぼんやりとした燐りん光こうをまとって現れた。ただしさっきよりもっと希き薄はくになっている。澄すんだ透明の身体が、おぼろげに明滅を繰くり返していた。

　炎が渦を巻いている、その中心に白い霊れい体たいがいる。しかし喩たとえようのない違和感が僕のみぞおちに突き刺さった。何だ、これは？

　室内を焼き尽くす炎と飛びさかる紫電が春奈の揺らぐ不安定な身体へと吸い込まれていく。まるで台風の中心に春奈がいるような渦を巻き、黒い火炎と稲妻が小柄な薄うすい身体に吸収されている。黒い砂みたいなものがサラサラと降ってきた。天井の隙すき間まから覗のぞいていたヤモリの頭が溶け崩れている。輝かがやく粉こな雪ゆきのような粒子は上空のＵＦＯからのものだ。

　真琴が黙だまって立ち上がった。若菜は僕に覆おおい被かぶさったまま動かず、その背に茉ま衣い子こがそっと触れている。宮野は優弥に杖つえを突きつけたまま、日ひ比び木きは机から離れずに、優弥は宮野から放射される稲光を片手をかざして弾はじき、

「そちらのお二人や不肖の我が妹、それから春奈さんとの力比べでここら一帯の空間がオーバーフローを起こしています。春奈さんを目指してＥＭＰの渦が一点に収束している。ああ、これは……」

　優弥は目を薄く閉じた。

「ネットワークが正常化しようとしています。春奈さんの呪じゆ縛ばくが解けようとしていますよ、高たか崎さきさん。あなたにこれが感じられないのは残念ですね。面おも白しろい感覚ですよ」

　僕は若わか菜なを引きずるようにして立ち上がった。若菜のよろめく身体からだを茉ま衣い子こが支える。

「春はる奈な……」

　若菜が唇をわななかせている。日ひ比び木きが耳障りな声で、

「春奈さんを現実化していた意識はネットワークのエネルギーを利用してのものだった。ネットが正常化すれば彼女は消える。その代わりネットの中枢に一つの客観意識が生まれる。全能力者の主観が集合し均一化した広大な識しき閾いきが発生するのだ。ＰＳＹサイネットワークはそのために存在するはずだった。もともとＥＭＰ能力は『それ』を生むために人類に与えられたものなのかもしれない」

　なぜお前にそんなことが解わかるんだ。

　優ゆう弥やが答えた。

「一つの確固とした客観性があれば価値観の違いからくる争いごとは減るでしょう。人間一人一人が自分の持っている主観と、その主観をも内包する客観を共通に認識することができるからです。しかしそれは全体主義に陥る危険性を孕はらんでいる。人類に限らず地球上の生命体は多様化することで生き延びてここまで来たのです。そう、ＰＳＹネットワークなんてものがこの惑星にあるのはすべての見地から見て不自然ですよね。そうではないですか？」

　春奈がこちらを向いた。ゆっくりと、あの六年前の通夜の夜のように。

　誰だれだ。それは春奈じゃない。まったく同じ顔をした別のものだ。春奈はこんな虚無的な目で僕を見ることはない。誰に解らなくても僕には解る。

「！」

　若菜と茉衣子が声にならない声を上げて頭を押さえた。宮みや野のは少しだけ片かた眉まゆを上げただけ、他ほかの三人は微み塵じんも揺るがない。

「ＰＳＹネットは能力者たちの精神で作られた情報網です。ですが、意識の共有や客観性の構築は副次的なものでしかありません。ネットの真の役割は、無数の脳を相互に接続しあうことによって巨大な一つの意識場を組み上げ、そこからまったく新しい意識を生み出すことにあります。我々はその新しい生命のための苗なえ床どことなる……はずでした。春奈さんが事故死してくれたおかげで、我々には執行猶予がついたのです」

　優弥はまた微笑ほほえみを広げた。

「僕はその猶予が永遠に続けばよいなあと考えます。この力を得え体たいの知れない存在に利用されたくもありません。僕の力は僕だけのために使いたい。ですから春奈さんにはそのままでいて欲しかった。高崎さん、あなたもそう思うでしょう？」

　優弥が芝居がかった仕し草ぐさで指を鳴らす。その足元に大きな黒犬が緑色の目を光らせて出現した。見覚えのある犬だったが何も言わないことにする。宮野が感嘆したように、

「ほう、これだけ高密度の想念体は初めてみるぞ、そこの少年！　私でさえこの場では杖つえ一本を維持するのが精一杯だと言うのに、あっぱれだ！」

　それはどうも、と優ゆう弥やは丁寧に頭を下げて、

「さて高たか崎さきさん、一つ試してみませんか？　今から僕がこちらの黒妖よう犬けんであなたを攻こう撃げきします。まだわずかでも春はる奈なさんに意識が残っているのなら、あなたを守るために復活する可能性があります。一口乗りませんか？」

「やめなさい」

　真ま琴ことが静かに言う。

「兄さん」

　僕は若わか菜なが腕にしがみつくのを振り払い、黒犬に向かって歩き始めた。

　春奈の姿をした何かが僕を見つめている。電柱を見ているような目だった。

「班長、止めなくては」

「うむ？　誰だれの何を止めると言うのかね茉ま衣い子こくん。私が止めたいのは悪逆なる敵の息の根だけだぞ」

　日ひ比び木きは無言。僕も無言。

　優弥が指を弾はじいた。乾いた音が静寂を切り裂き、黒い犬の形が僕目がけてジャンプする。

　視界のすべてが黒い影で埋まり、目の前に閃せん光こうが走って、次の瞬しゆん間かん、世界が暗転した。次に光を取り戻したとき、僕は床に転がる自分の身体からだを見ていた。軽トラックに撥はねられたような格好だなと他ひ人とごとのように思う。

　若菜が僕の抜け殻にすがりついているのが見えた。ただし何も聞こえない。この世界には音がない。遠くのほうに異様な気け配はいがあることだけは解わかり、僕はすべてを理解した気分になった。その十全の理解は理解した瞬間に取るに足らないこととなる。心臓が脈打つように、酸素を呼吸するように、それはあまりに当たり前すぎて、理解する必要すらないことなのだ。

《ユキちゃん、聞こえて？》

　真琴のむず痒がゆい思念が僕の意識をそよがせた。

《あんた、死んでるわよ》

　それは大変だな。なぜだかちっとも大変のような気がしないが。だいたいこうしてそんなことを考えている僕は何なんだ？　僕の見ているこの映像は誰の視点なのだ？

《あたしには、あんたがお春はるちゃんと同じ場所にいるように感じられる》

　ここはどこだ。

《ＰＳＹサイネットワークの中でしょ。どんな感じ？》

　わからん。僕はどうなったんだ？

《意識が吹っ飛んでネットワークに融ゆう合ごうしてる》

　僕にそんな真ま似ねができるとは驚おどろきだ。

《やったのはお春ちゃんでしょ。それであんた、いつまでそこでそうしてるつもり？》

　さあな。

《このまま放っておけば身体からだが腐ってなくなるわよ》

　それでもいいような気がしてきた。それに戻り方が解わからん。

《処置なしね》

　そうだな。僕もそう思う。

《それはあなた自身の望み？　それともお春はるちゃんの望み？》

　さあね。

《ふん、そのままでいたいならそうしてなさいな。兄妹きようだいしてどこまでもベッタリくっついていればいいのよ。あーもう、気持ち悪いったら》

　僕の近くに何か大きな存在がある。押しつぶされそうな圧迫感だ。現に僕は押しつぶされつつある。それも悪くない。

　春はる奈なの気け配はいが近くにいた。

　例の酸味のかかった精神波が僕の意識に重なっていた。ずいぶんとか細くなった切れ切れの思念だ……。

《ねえ》

　ナイロン繊せん維いのような細い思念が僕に呼びかける。

《わかながないてる》

　そうだな。

《もうきえそう》

　誰だれが。

《あたし》

　僕も消えそうだからおあいこだ。

《それはだめ》

　なぜだ。

《なんとなく》

　どういう理屈だ。

《わかんない》

　お前はいつもそうだったな。

《でも》

　何が、でも、だ。

《もどろうよ》

　お前が戻るのならな。

　くすりと笑う気配がする。

　直後、至近距離で何かが爆ばく発はつしたような感覚に襲おそわれた。あの巨大な気配が薄うすまっていく。もう少しで僕はあそこに行けたのに。理解したと思ったのにな。でも残念でもない。

　僕は木の葉のように舞ってどこかに飛ばされる。羊の数を一京きよう匹数えられるような時間が経過して──、

　僕は目を開けた。

　激流に運ばれて辿たどり着いた先は住み慣なれた元の身体からだだった。五感がある。ここは音のある世界だ。騒さわがしい。騒そう音おんの元は若わか菜なの形をしていた。意外と重いな、こいつ。

　真ま琴ことのぶっきらぼうな音声が届いた。

「おかえり」

　世界は時間が戻ったように元通りになっている。相変わらず会長室には粘っこい炎が燃えさかっているし、宮みや野のの杖つえはバチバチ光ってるし、上空ではＵＦＯが飛んでる。

　春はる奈なもちゃんとそこにいて、でも気弱な蛍みたいに点滅しながら僕を見ている。僕は見間違えない。春奈に違いない。吹けば飛ぶような顔に一息で消せそうな決意に満ちた意志を浮かばせて、蒸留水のように透明な身体で。

　双子の視線が交差した。春奈は、すい、と滑るように宙を舞い、僕の横にいる若菜の身体に重なった。若菜が目を見開き、そして閉じた。

　再び目を開けたそいつは春奈の表情を若菜の顔に作って僕を見上げた。くい、と腕を引かれて妹に身体を向けた僕は、体当たりするみたいに飛び込んできた小柄な二人ぶんの妹を受け止める。

《　　　　　》

　ピアノの一番右端にある鍵けん盤ばんをゆっくり押し込んだらこんな感じなのではないかというような精神波が僕の脳裏にさざ波を起こした。

《　　　　　》

　何と言っていたのか覚えていない。違う言葉で言うと、言いたくない。誰だれにも伝えるべきことではないだろうと思うからだ。

　胸元にしがみついている若菜の身体から、羽化する蝶ちようのように春奈がふらりと立ち昇り、僕とまともに向き合った。数センチと離れていない場所に半透明の顔がある。その顔が数センチ、僕に近づいた。

　何の感触もなかった。

　顔を離した春奈は、殻を脱ぎ捨てたばかりの成虫に感情が有るのだとしたらこんなふうに笑うだろうという晴れやかさで笑った。

　すべてが歪ゆがんでいた。火の渦も、裂け目から見えるＵＦＯも龍りゆうもヤモリの頭も蜘く蛛もの脚も、優ゆう弥やの姿や真琴の座るソファまで、目に映るものすべてが蜃しん気き楼ろうのように揺れている。

《じゃあ》

　予兆も前兆も前触れもなく、気け配はいも存在感も欠片かけらも残さず、僕の頭に酸味を抜いた柑かん橘きつ系のような思念波だけ残して春はる奈なは消えた。

　躍おどり狂っていた炎も噓うそみたいに消火している。かつての生徒会長室は黒焦げと穴だらけの無惨な箱になっていた。

　室内に動くものがない。

　肩を震ふるわせる若わか菜なを抱き留めたまま、茫ぼう然ぜんとさまよわせた視線が優ゆう弥やのそれと出会い、優弥はニヤケ面づらをひっこめていて、真ま琴ことは目を伏せた。

　若菜が僕のシャツに息を吹き込んだ。

「兄さん……春奈が……」

　ぎゅうと押しつけた顔を上げずに、

「いなくなっちゃったよ。どっか、いっちゃった」

　僕は言葉を探し、何も見つからず、何も言わなかった。

「最後に……さよならって、あたしに」

　僕の胸元を湿らせ始めた小さな頭の小さな旋毛を眺めながら耳を傾ける。鼓膜近くの血管に血が流れる音しかしない。

　何年も味わったことのない静寂だ。いくら耳を澄すましても呼びかけても頭の中に反射する舌足らずな声が聞こえない。

　ふう、とため息が聞こえる。真琴だった。
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「完全完かん璧ぺきパーフェクト完かん膚ぷ無なきまでの絶対的消滅。ＰＳＹサイネットワークはたった今、お春はるちゃんと一緒に消えたわ。歪ゆがみも余剰エネルギーもなんもなし、すっからかん、全部ゼロ。能力者間の識しき閾いき精神接続網はこれでオシャカ」

　もう一度、ため息、「さよなら」

「まったく」

　同調したのは優ゆう弥やだった。こいつの真ま面じ目めな顔を初めて見た気がするな、と僕はぼんやりと思った。

「僕の発はつ露ろしていた想念力、さっきの念炎ですが、それも根こそぎ持って行かれました。恐るべき力です。スーパーノヴァ級の精神波を感じました。現在目覚めているＥＭＰ能力者なら全員が感じたことでしょう。死に対抗するにはどれだけのエネルギーがいるのか、実感できましたよ」

　優弥は冷ややかに笑う。

「僕を恨んでくれてよいですよ。賭かけは成立しませんでした。スコアレスドローと言いますか、親の総取りと言いますか、春はる奈なさんはあなたの命と引き換えにネットの全エネルギーを使って対消滅してしまいました。殺してすみません。無駄な殺せつ生しようでしたね」

　憐れん憫びんに満ちた笑みはやめろ。殴りたくなる。

「これで世界は平へい穏おんを取り戻すというわけです。一人の死せる少女の悼いたむべき自己犠ぎ牲せいとともにね。やれやれです。と言うか、うんざりですね。僕らにとっては最悪のラストですよ。誰だれかと等価交換で世界を救うなんて唾だ棄きすべきシナリオだ。そう思いませんか、高たか崎さきさん」

　大きく伸びをして優弥は、冷めた視線を真ま琴ことに、次いで日ひ比び木きに注いだ。

「会長さん。あなたのような特殊な存在とももう少し会話をしてみたかったのですが、二度と叶かなうこともないでしょう。お疲れ様です。安らかに無に帰って下さい」

　言ってる意味を計りかねて、僕はとうとう腰すら上げなかった日比木のほうに目にやって、消えかけている生徒会長を発見した。

　日比木は背景を透けさせながら静かに言う。

「俺おれもまたＰＳＹネットワークから生まれた。意識を持つ想念体、この学園の生徒たちの無意識の集合体が、俺だ。ネット上の精神エネルギーはその大部分を春奈さんの現実残留に使われたが、残り一パーセントに満たない部分が残った。それが俺、第三ＥＭＰ学園の総意そのもの。ゆえに、ネットワークが崩ほう壊かいしたならば俺も同時に消えることになる。縞しま瀬せくんの力を借りて実体を得ていたが、それももう終わりのようだ」

　最後の最後に日比木は少しだけ表情を変えた。笑ったのかもしれない。

「総意であるがゆえに、学園の統括は楽な仕事だった。考える必要もないのだ。つまりは、俺の意識はすべての生徒たちの意識でもあったわけだからな。生徒会長という職種が具現化したものとして、学校組織に君くん臨りんするのは──、そうだな、なかなか楽しい時間だった」

　日ひ比び木き会長の向こうに大穴の開いた壁かべが透けて見える。次第に消えゆく人影は、影すら残さず、存在証明を何一つ置いていかずに、会長室から姿を消した。春はる奈なと同じように。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす僕の背中を誰だれかがつついている。振り向く。横合いから掌てのひらがアップになって迫り、僕の頰ほおを張り飛ばした。

「いたた」

　右手をぶらぶらさせて真ま琴ことが顔をしかめて、しかしそれも一いつ瞬しゆんで、僕を挑発するような目つきで睨にらんだ。

「どう？　これであたしを殴りやすくなったでしょ。いいわよ、殴り返してちょうだい。グーでも文句は言わないからさ。でも変な傷が付いたら嫁に貰ってよね。ただでさえ男日照りなんだから」

　真琴は目を閉じて顔を上向ける。僕はそうして殊勝な顔つきをしている限り少しは眺めがいのある端正な顔に手を伸ばした。真琴の頰はやたらひんやりしている。

　思いっきりつねってやった。引っ張る。面おも白しろい顔になる。

「ひふぁい」と真琴は声を漏らした。

　閉じた目の縁ふちが濡ぬれているように見えたのは痛みによるものに違いない。それか僕の錯さつ覚かくだ。決まっている。

「ほへんへ」

　僕はもう片方の頰も引っ張ってやる。直立したマンボウのような顔になりながら、真琴はほへほへと何かを言っていた。何を言っているのかは聞き取りたいと思わなかった。聞いたら妙な感想を抱きそうだったからだ。それに僕は今、感情の行き先を持てあましている。ありていに言えば、混乱している。こんな精神状態で何かしでかすと後で必ず後悔することを僕は知っている。その程度には僕は大人おとななのだ。少なくとも、春奈が死んだ、あの六年前よりは成長しているのだ。

　手を離す。真琴は目を閉じたまま後ろ向きに歩いて、ソファの縁にふくらはぎをぶつけて座り込んだ。それから焼けこげた室内でそこだけ奇き蹟せきのように元の形を保つ応接セット、溶けかけたガラステーブルに足を乗せて寝っ転がる。長いポニーテールをアイマスクのように目の上に当てて。

　いつしか優ゆう弥やの姿もない。宮みや野のと茉ま衣い子こもだ。遠くのほうで爆ばく発はつ音おんとバカみたいな笑い声が聞こえたような気がした。

　吹き抜けになった会長室に緑の匂においのする夜風が忍び込んで、真琴の毛先を揺らしている。僕はまだグズグズと泣いている若わか菜なの肩に手を置いた。

　春奈は消えたらしい。ということは、僕がこの学園にいる理由も消えたことになる。これで名実ともに僕がここにいる理由はなくなった。今度は僕が見送られる番だ。

　僕に取り憑ついていたものは、この第三ＥＭＰ学園での僕の存在意義だった。六年間、僕を一般社会から遠ざけていた春はる奈なの無む邪じや気きな霊れい体たいは、目を閉じて耳を澄すましても、もうどこにもその存在を感じることができない。

　春奈は消え、僕の役割も消えた。

　それは喜ばしいことのように思われる。僕はずっとそれを望んでいたからだ。では僕は今、喜んでいるのだろうか？　喜ぶべきことなのだろうか。

　それとも僕は悲しんでいるのか？　これは悲しまないといけないことなのか？

　解わからない。

　解る奴やつがいたら説教しに来て欲しい。三時間くらいならおとなしく聞く用意がある。僕にとって春奈は何だったのか。何を思ってあいつは消えたのか。

　ありがた迷惑な幽ゆう霊れいから解放されたのは、僕にとってどんな意味を持つのだろう。

　若わか菜なの首の後を眺めながら、僕はすべてを計りかねていた。

　テーブルに載ったディスプレイには、もう何も映っていない。







　翌日のことになる。

　静かな寮りようの自室で引きこもっているのにも嫌気がしてきたし、浴びなければ損みたいな窓越しの日光に誘われて、散歩でもしようかとほぼ半はん壊かい状態の高等部校舎を見物しながら歩いているうちに、中庭の芝しば生ふに座り込んで晴天を見上げている若菜を見つけて近づいた。なんとなくそうして欲しそうに見えたからであり、他ほかにも用事があったからだ。

「よ」

　顔に陰を落としていた若菜はパッと顔を上げ、僕を認めると、

「ねえ、兄さん」

　少しだけ微笑ほほえんだ。

「あたし、ときどき春奈になるかもしれない。突然あたしが兄さんに抱きついたりしたら、それ、あたしがやってるんじゃなくて春奈だから。ね？」

　その笑顔が少しだけ春奈にオーバーラップして、同じだと思っていた二人の顔に明確な違いを初めて見いだして、気づいたら僕は若菜の髪の毛をぐしゃぐしゃと搔かき回していた。

「久しぶりに春奈の墓参りに行くか。考えてみればいつも本人がついてきていたからな。墓参りらしい墓参りをしたことがない」

　墓石に彫られた自分の戒かい名みようを首を傾かしげて眺めていた白い姿、あれは何年前の事だっただろう。ようやく春奈は戸こ籍せきに書かれた通りの存在となり、僕らは花を手た向むけるべき死者を得た。僕は天国も地獄も極楽も冥めい土ども幽ゆう霊れいすら信じていないが、すでにこの世にいない人に手を合わせるくらいのことならできるのだ。春奈は嫌がるだろうが、それは死んだほうが悪い。不平があるなら言いに来ればいい。

「それから、これなんだが」

　僕は携えていたそれを若わか菜なに差し出した。

「なぁに？」

　若菜は不思議そうに僕が掲げたブツを目にして大きな目をくるりと回す。

「茉ま衣い子このだ。返しておいてくれ」

　閉じた白い日傘。受け取った若菜は春はる奈なそっくりの顔を斜めに傾かしげ、しばらく無言で上うわ目め遣づかい、さらにしばらくして、アヒル口で尋ねた。

「なんで茉衣子ちゃんのを兄さんが持ってるの？」

　若菜で良かった。これがもう一方なら中庭の芝生が総員裏返しになっていたかもしれない。







　少しは冷静になった今になって思うことがある。

　この数日のあれこれは果たして本当に真実だったのか。現実であったことは間違いない。僕は自分の見たり聞いたりしたことを信じる。それだけの認識能力は僕にもあるのだ。ただし現実のほうが間違っているならば、そこにあるものは真実とは言えない。

　たとえば、と僕は考える。

　優ゆう弥やも日ひ比び木きも真ま琴ことも宮みや野のも茉衣子も初めから全部グルで、僕と春はる奈なと若菜を追い込むための演技をしていたのではなかっただろうか。ＥＭＰ学園と対立する解放組織なんてものはハナからなくて、優弥は会長の手の者で、僕に言ったあの誘いの言葉も噓うそ八はつ百ぴやくで、ただ僕を悩ますためだけの勧誘で、それだけのために仕組まれたものだとしたら。そして春奈が消滅するように誘ゆう導どうしていたのだとしたら。

　それどころか僕は最初に会長室を訪れたあの日から、ずっと真琴に幻覚を見せられているのだとしたら。

　僕にとって現実は一つだ。ただしそれが真実である保証はまったくない。絶対唯一確かなことは、何年も僕の近くでふらふらしていた春奈の霊れい体たいがスベった冗談のように消えてしまったってことぐらいだ。

　一日二十四時間がこんな静かなものだったとは思いもよらないことだった。だが、どうせすぐ慣なれる。頭の中に春奈の声がずっと聞こえていたことにも慣れたように。人間の環境適応能力はどんな動物よりも強いのだ。そう思うことにする。







　その夜、することもなくまた何もする気にもなれずベッドでうだうだとしていると、ノックもせずにドアを開けた奴やつがいた。

「ちわーす。デリバリーでっす。って、お暇？」

　真ま琴ことだった。片手に麦茶のペットボトルを提げてぶらぶらしながらずけずけと部屋の中に入ってくる。腹立たしくなるはずのニヤケ面づらが、今はなぜか……というのは噓うそで、やはり腹立たしいものは腹立たしい。

「開ける前に声くらいかけろよ。オナニーでもしてたらどうするつもりだったんだ？　それからこの寮りようは女子の立ち入りを禁じている。出て行け」

「あたしは気にしないわよ。なに？　今からおっぱじめるつもりだったの？　いいわよん。存分にあたしをネタにしてコトをイタしなされ」

　真琴は二リットル容器を万年コタツに置いて胡座あぐらをかいた。

「コップくらい出しなよ。一緒に飲もうじゃないか。せっかく持ってきたのにさ」

「麦茶なんざいらん」

「原料は麦でも炭酸入りのアルコール飲料だけど？　学内では禁制品、風紀委員に見つかったら一大事、でもなぜか流通しているこの不思議。どこから手に入れたかは、内ない緒しよ」

　僕は無言で起きあがった。棚からティーカップを二つ出して真琴の対面に座る。

　ニヤニヤしながら真琴は泡立つ琥こ珀はく色の液体を注ついで、

「乾杯。おつかれっしたー」

　一気に飲み干しやがった。実を言うと酒なんか飲んだこともない。試しに飲んでみた。

　異様にまずかった。こんなものを飲みたがる奴やつの気が知れない。ひょっとしたら真琴の持って来たこれが異常な味をしているだけか。こいつの手の触れたものはもう二度と口にしまい、と僕は心に刻んだ。刻むのが遅すぎた感もある。僕はもうこの学校から出て行くのだから。

「そう急いで出て行くこともないんじゃない？」

　二杯目を注ぎながら真琴はこともなげに言った。僕はぬるいビールの入ったカップから手を離し、

「春はる奈なは消えちまったし、そうなると僕はただの一般人だ。ここにいる理由が見あたらない。正直言っていたくもない。これでやっとノーマルな世界でノーマルな学園生活をエンジョイすることができるかと思うと心が躍おどる。お前たちはせいぜいこの奈な落らくの底で踊っているがいいのさ」

《踊るのはかまわん。踊らされるよりも随分と自発的な行為だからな》

　脳のう髄ずいに重低音にも風かざ斬きり声にも聞こえる声が響ひびいた。

　真琴を見る。ポニーテールの先に指を巻き付けながらウインクをよこした。

「消えたんじゃないのか」

《そのはずだったのだが少量の意識だけは残っているようだ。実体化もできず、たまにしか出てこれない、ただの思念の残ざん滓し程度のものだが》

　日ひ比び木き会長の声らしきものが僕の頭の中で呟つぶやくように囁ささやく。

《ＰＳＹサイネットワークは消失した。だが俺おれがかつて根ざしていたよりもさらに深い無意識の部分ではまだかすかに残存しているらしい。もともとが無意識の集まりでしかない俺おれがいるということはそうなのだろう。俺にもよく解わかっていない。誰だれにも解らないだろうな。ＰＳＹサイネットワークを構築しようとした存在の意図、いや人間にＥＭＰ能力を与えた存在の意図など、解りようがない。ただ一つ明らかなのは、その存在が何かの意図を持ってこの場所この時代を舞台に何かの試みをしようとしているということだけだ》

　迷惑な話だ。おかげで僕は春はる奈なを二度失った。

《まだそうと決まったわけではない。俺がここにいるのがその証明とならないか？　ＰＳＹネットワークは完全消滅したわけではない。春奈さんが引き起こしていたネットの歪ゆがみは確かに消えた。しかし彼女が完全消滅した証拠にはならない。どこかに雲隠れしている可能性は残されている。あるいは、誰かの肉体を仮の宿としている可能性もある》

　自然と若わか菜なの顔が思い浮かんだ。あれ以来、少し大人おとなびた横顔を見せるようになった双子の片割れ。それから……後で鏡かがみでも見てみよう。

「何が言いたい？」と僕は言う。

「つまーり」と真ま琴ことが三杯目の空のカップを置いて、「真偽がはっきりするまで、この第三ＥＭＰにいたらどうよ？　ってことさ。別にあんたがいなくなったらあたしがからかう相手をなくして一人寂しく枕まくらを濡ぬらすからじゃないわよ。どうせあんたも若菜ちゃんを置いて出て行くのは心配でしょ？　筋金入りのシスコンだもんね。いなさいよ、うんそうね、いなさい。みんな歓迎するわよ。ええと、宮みや野ののアホとか、宮野のバカ野郎とか、宮野の腐れ頭とか、そんなんが。やっぱツッコミ役は必要よね」

　僕は答えなかった。何と返答しようか考えていたからではない。答える気にならなかったからである。

「ま、返事はいつでもいいわ。とっくりと考えるがよろし。何年でもどうぞ。じゃ、これ置いていくから後は一人で飲んで。どうせ没収したブツを横からパクった酒だし、あたしの懐ふところ具合を気にしなくてもいいわよ。あたしは部屋に戻って一人エッチしてから寝るわ。あんたの顔を思い浮かべながらね。おあいこでしょ」

　どこがあいこのものか。真琴をズリネタにするくらいなら首を吊つる。僕にだって雀すずめの涙ほどのプライドはあるのだ。

　真琴は去り、美う味まくもない液体のみが残った。僕はペットボトルの中身を流しに全部捨て去ると、忘れる前に目覚まし時計をセットした。







　それから毎朝、僕は目覚まし時計のアラームに起こされている。

　迷惑な幽ゆう霊れいは、今朝もいない。













あとがき







　犬でも猫でも文鳥でもいいのですが、彼らの立ち振る舞いを見ていると時たま人間の言葉を理解しているとしか思えない行動をとることがあります。しかしそれは人間側の勝手な幻想と思い込みの産物であるというだけでなく、実は思い上がりに他ほかなりません。なぜなら人間もまた犬や猫や文鳥の言語を理解することができないからです。向こうは向こうで人間に対し、「まるで我々の言葉が解わかっているようなことをするなあ。エサくれ言うたらくれよるしなあ」などと思っているのは明白です。今日ウチの猫がそう言ってたのを小耳に挟みました。

　それはともかくとして、問題はそんな些さ末まつなことではなく僕を含む世界の行く末です。むしろ人類の行く末です。人類はとっとと宇宙に飛び出して人類以上に高度な知的生命と接触し、今までの半端な準知性状態から人工的に完全知性化してもらうしかもう道は残されていないのではないかと思います。早くしないと人類に取って代わる生物種に地球の支配権を奪取されることは間違いないでしょう。一億年後くらいに地上を闊かつ歩ぽしているのは、人間ではない何かだと僕は確信しています。それが何なのかはおそらく僕の概念外にある存在なので解りませんが、たぶんグニャグニャした湿っぽい何かだと思われます。なんとなく。

　ところで、現時点の僕は比ひ喩ゆ的な意味で死にかけ三十秒くらい前です。今年の初めあたりに、この僕にしか見えない「死にかけカウントダウンクロック」は実に五秒前を指していました。あんときは本当に死ぬかと思いました。ギリギリでした。

　それはそれでいいんですが、「あとがき」なるものを書くがよかろうと言われたとき、一応僕は考えました。ひとしきりネタを振りつつボケをかまし自分でツッコミ返してそのままオチまで導みちびいたあげく気の利いた警けい句くで終わるという展開でもってウケを取ろうと試みたものの、その試みが完全に試みのままで終わってしまっているのは今や御ご覧らんの通りです。せめて自由自在にボケ倒してくれる相方がいてくれたら何とかなったのかもしれませんが、そんな便利な相方とはまだ知り合っていないので仮定の話はやはり夢の中にしかありません。

　そんなこともどうでもいいんですが、この「あとがき」と称する脈絡のない文章が人目に触れているということは本自体が発刊されているということで、そこに至る経けい緯いにはいろいろあったわけなのですが、何ヶ月にも及ぶ様々なアレコレを「いろいろあった」というたった七文字で表現できるとは、言葉の偉大さを改めて思い知りつつ畏い怖ふしつつ、この作品が世に出る過程において様々な方々に多大なるお世話、ご迷惑、お手数、お手間、面めん倒どう、厄介などなどをおかけしたこと疑いを得ないため、ここに伏してお詫わび申し上げておきます。申しわけのないことです。

　いったい誰だれに謝あやまればよいのかという具体的な人数やお名前は僕にも全然把握しきれないのですが、これを見た人で僕が頭を下げていることに心当たりのある人すべてですので、思い当たるフシのある方は密ひそかにうなずいていただけると少しは僕の心も安らかになることでしょう。

　最後に、この本の製造製作出版に際し直接的間接的有形無形のかかわりを持っていただけた方々全員と、読んでいただけた方々全員に感かん謝しやの意を表明して、取り急ぎましてこれにて失礼いたします。それでは。
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谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。大学で憲法を学んだものの、超自然の法則にのっとるＳＦを好む。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞〈大賞〉を受賞。受賞作と今作との二冊同時刊行デビューという偉業を達成するも、おかげでてんてこ舞いの日々を送る。
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イラスト／蒼あお魚な真青まさお

保育園の頃から幾年月、広告の裏にノートに問題集にとありとあらゆる紙に落描きしてきて現在に至る。青系の色と魚料理とハムスターをこよなく愛する新人イラストレーター。







[image: ]









[image: ]電撃文庫





学がっ校こうを出でよう!




Escape from The School
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